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墨新刊

生理学史の古典的名著，翻訳完典 ﾌ七成 ノ

生理学の黎明黎の 世-16.17.18世紀一
島｛！孔 .渉墓捲一．一陵舘、哩鐇静戦4X…

LecfuresonMIeHkforyofPhy$i◎j◎gy
DuringfheSixfeenMD,SevenfeenifDqndEighfeenfhCenfurie$(1901年刊）

SirMichaelFoster著

西丸和義(広島女学院大学教授)監訳／小野紀美子(放射線影響研究所)訳

A5判292頁¥4,000〒200

■監訳者の序より

イギリス現代生理学の開拓者フォスターの門下

からは生理学のみならず植物学，動物学，物理学，

生化学，病理学，哲学への有能な貢献者を出した．

このことはフォスターの研究への心がその門下を

導いたのによるのであろう．

フォスターは黎明期の先進たちの歩いた道を求

めることによって，この心を得たのではあるまい

か．そうしたものがこの著書の中からよくくみと

ることができる．研究への哲学と生活への心栂え

がいかにその学問の発展に重要であるかがこれに

よってもわかる．研究による結果は次々と改変し

ていくが，この研究への心は不変であるようであ

る．･･･…

このフォスターの生理学の歴史を通読すること

によって，いつとはなしに研究者はいかにあるべ

きかをおのずから教えられるので，真に得がたい

名著であると思われる．

●主な目次

ベザリウスーその先覚者と後継者

近代医学の黎明期における社会と学界／ベザリウス

の出現とその足跡／サーベタスと小循環の発見

ハーベイと血液循環一乳び管とリンパ管

コロンブスと小循環／カエサルピヌスの大循環への

考察／ファブリシウスによる静脈弁の発見／ハーベ

イによる血液循環の概念／アセリによる乳ぴ管の発

見／ハーベイの研究の意義

ボレリと新しい物理学の影響

医学における物理学の導入／デカルトとその思考／

ボレリの筋収縮に関する業績とその人柄

マルピギーと腺および組織の生理学

顕微鏡の出現と組織学／マルピギーの業績とその生

涯／毛細血管と血球の発見／腺と分泌器官の研究

バン・ヘルモントと化学的生理学の勃興

錬金術とパラケルサス／バン・ヘルモントによる化

学の医学への導入

シルビウスの弟子たち，17世紀における消化の生理

シルピウスによる医化学派の確立／シルピウスの弟

■敏一本書の和訳を記念して 内山孝一

ここにSirMichaelFosterの生理学史の講義が

和訳されたことは，わが国の現在および将来の生

理学の発達にとって時を得たものであることを喜

びたい．フォスター教授は現代におけるイギリス

生理学の開拓者である．

この本は生きている，そして私どもに迫るもの

がある．…･･・

フォスターの生理学史の重要性をわが国の若い

生理学者が認識し，先覚者の伝統のうえに新しい

創造を成し遂げることを期待し，希望する．生理

学史は医学史の一部であるが，広く考えれば，人

類によって創造された文化史の一部である．その

意味からも，医学に携わる多くの人々はいうまで

もなく，世界の文化，日本の文化の発展に少しで

も寄与しようとする多くの人々により，本書が愛

読されることを期待する．文化は人間だけにより

創造され，無限に発展するものだからである．

子としてのステンセンとド･グラーフ／スタールに

よる消化生理の概念

17世紀のイギリス学派一呼吸の生理

ボイルの呼吸生理への貢献／フック，ロウワーの出

現／メイヨウの生涯と呼吸生理への貢献

18世紀における消化の生理

プアハーベの出現／ハルラーのエレメンタの出版と

現代生理学への黎明／レオミュールの消化生理実験

法／スパランツァニーの消化生理への貢献

呼吸に関する近代学観の勃興一ブラック，プリースト

リーおよびラボワジェ

ハルラーまでの呼吸の概念／ブラックによる炭酸ガ

ス発見への道／プリーストリーの生涯と酸素発見へ

／ラボワジエの酸素発見とその生涯

神経系統についての古い教理

ベザリウスのもっていた概念／デカルトの神経系へ

の論説／ウイリスの神経系の研究／グリソンの被刺

激性の概念／ハルラーの神経生理学のまとめ
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奈
良
時
代
に
律
令
が
制
定
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
国
の
政
事
は
こ
の
律
令
に
則
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
時
中
央
政
府
及
び

諸
国
に
医
官
の
制
度
も
確
立
さ
れ
た
。
即
ち
、
中
央
に
は
典
薬
寮
に
医
師
、
針
師
な
ど
が
置
か
れ
、
諸
国
に
は
国
学
に
国
博
士
と
共
に
国
医
師

が
各
一
名
宛
配
置
さ
れ
た
。
こ
こ
に
医
師
、
国
医
師
と
い
う
の
は
官
名
で
あ
っ
て
現
在
の
意
味
の
医
師
で
は
な
い
。
か
か
る
官
人
組
織
の
整
備

に
眩
惑
さ
れ
る
の
あ
ま
り
之
を
過
剰
評
価
し
て
、
律
令
国
家
に
於
て
は
恰
も
一
種
の
国
営
と
も
い
う
べ
き
医
療
制
度
が
確
立
さ
れ
、
庶
民
は
国

衙
に
国
医
師
を
訪
ね
さ
え
す
れ
ば
無
償
で
診
療
を
受
け
ら
れ
る
と
す
る
見
解
さ
え
現
わ
れ
た
。
筆
者
は
こ
れ
に
は
か
ね
て
か
ら
不
審
を
抱
き
、

、
、

（
１
）

医
師
。
国
医
師
は
庶
民
個
々
の
疾
病
に
は
余
り
役
に
立
た
ぬ
も
の
と
考
え
て
お
り
、
時
に
こ
れ
に
言
及
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
今
改
め
て
こ
こ

に
多
少
詳
し
く
論
証
し
た
い
。
但
し
、
京
師
に
は
い
く
つ
か
の
特
殊
の
事
情
が
存
在
す
る
の
で
国
医
師
と
庶
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
み
に
限

る
こ
と
と
す
る
。

国
医
師
の
任
務
に
つ
い
て
最
初
に
疑
問
を
感
じ
る
の
は
、
各
国
と
も
に
、
す
な
わ
ち
、
大
国
・
上
国
・
中
国
・
下
国
の
差
別
を
問
わ
ず
一

庶
民
と
国
医
師

二
国
医
師
と
人
口

一
は
し
が
き

蹄
癖
垂
祉
雲
塞
挿
癖
一
一
客
岬
泗
時
細
需
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日
受
付

久

米

幸
夫
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様
に
そ
の
定
員
が
一
名
と
定
め
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
（
実
情
は
下
国
に
は
殆
ど
国
医
師
は
お
か
れ
て
い
な
か
っ
た
）
。
一
体
こ
れ
で
ど
う
や
っ
て

庶
民
の
疾
病
を
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
国
医
師
が
庶
民
の
診
療
に
当
る
者
で
あ
っ
た
な
ら
、
国
の
規
模
に
よ
っ
て
当
然
定
員

に
多
少
が
あ
る
べ
き
筈
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
最
初
に
起
る
疑
問
で
あ
る
。

（
２
）

奈
良
時
代
の
各
国
の
人
口
は
、
古
典
的
な
沢
田
吾
一
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
肥
後
・
越
前
（
加
賀
を
含
む
）
を
最
多
と
し
て
十
八
万
人
を
越

し
、
少
な
い
方
で
は
隠
岐
・
壹
岐
を
最
少
と
し
て
一
万
人
程
度
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
わ
ず
か
一
名
の
国
医
師
が
ど
う
し
て
十
万
人

も
の
庶
民
の
疾
病
の
診
療
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
更
に
当
時
の
交
通
事
情
を
考
え
る
な
ら
ば
一
層
不
可
能
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ

て
、
国
医
師
を
訪
う
こ
と
も
招
く
こ
と
も
到
底
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
国
医
師
が
最
高
の
善
意
と
熱
情
を
以
て
事
に
当
っ
た
と
し
て
も
手
の

届
く
と
こ
ろ
は
国
衙
の
所
在
地
と
そ
の
近
傍
に
す
ぎ
な
い
筈
で
あ
る
。

、
、

庶
民
箇
殉
の
疾
病
の
治
療
が
国
医
師
に
課
せ
ら
れ
た
重
大
な
職
務
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
に
は
国
の
人
口
の
多
少
に
応
じ
て
国
医
師
の

定
員
に
も
多
少
が
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
が
、
各
国
す
べ
て
一
名
と
い
う
制
度
を
見
れ
ば
、
律
令
国
家
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
疑
惑
を
感

ず
る
で
あ
ろ
う
。
国
医
師
の
下
に
は
数
名
の
国
医
生
が
お
り
、
彼
ら
は
医
学
・
医
術
の
習
得
に
努
め
る
と
共
に
、
恐
ら
く
は
国
医
師
の
助
手
の

如
き
仕
事
も
い
く
ら
か
は
分
担
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
国
医
生
は
国
の
等
級
に
よ
っ
て
人
員
に
相
違
が
あ
り
大
国
十
名
、
上
国

八
名
、
中
国
六
名
、
下
国
四
名
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
職
員
令
国
博
士
医
師
条
）
が
、
そ
れ
と
て
も
役
に
立
つ
者
は
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

庶
民
の
疾
病
の
治
療
に
手
が
廻
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
果
し
て
定
員
を
充
た
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
も
か
な

な
く
、
‐

ら
れ
る
。

り
の
疑
問
が
あ
る
。、

、

こ
の
よ
う
に
個
々
の
庶
民
の
診
療
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
初
め
か
ら
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
政
府
が
期
待
す
る
わ
け
は

く
、
し
て
み
れ
ば
律
令
を
編
纂
し
た
法
家
や
政
治
家
た
ち
も
庶
民
個
壺
の
診
療
に
つ
い
て
特
に
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え

290（2）



国
博
士
は
国
学
に
お
い
て
国
学
生
に
経
学
を
教
え
る
者
で
あ
っ
て
、
大
学
寮
の
博
士
に
相
当
し
、
国
医
師
は
疾
病
の
治
療
と
共
に
国
医
生
に

医
学
及
び
医
術
を
教
え
る
者
で
あ
っ
て
、
典
薬
寮
の
医
師
と
博
士
を
兼
ね
た
よ
う
な
職
務
を
担
当
し
た
。
規
定
は
国
毎
に
各
一
人
で
あ
っ
た

が
、
適
当
な
人
物
が
な
い
こ
と
が
恐
ら
く
最
大
の
原
因
で
、
事
実
は
決
し
て
そ
の
通
り
に
は
行
わ
れ
ず
、
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
に
国
博
士
は

三
’
四
国
を
一
人
で
兼
務
す
る
こ
と
を
許
す
こ
と
と
な
っ
た
。
国
医
師
の
方
は
従
前
通
り
な
お
国
毎
に
常
駐
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
や
が
て
こ

れ
も
困
難
と
な
っ
た
。
こ
の
国
博
士
医
師
と
い
う
官
職
は
収
入
の
点
か
ら
見
て
望
ま
し
い
も
の
で
あ
り
、
史
生
（
国
司
四
等
官
の
下
に
属
す
る
下

（
３
）
（
４
）

級
官
人
）
と
同
じ
く
一
分
の
官
で
あ
り
、
そ
の
収
入
の
最
大
部
分
を
占
め
る
公
應
か
ら
の
給
付
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
研
究
が
あ
る
が
、
稲
二

千
束
乃
至
三
千
束
程
度
と
さ
れ
、
こ
れ
は
一
般
口
分
田
農
民
の
収
入
の
十
倍
に
も
達
す
る
。
そ
れ
故
律
令
制
施
行
の
初
期
か
ら
大
学
寮
や
典
薬

寮
に
学
ぶ
者
た
ち
が
、
ま
だ
成
業
も
せ
ず
従
っ
て
そ
の
資
格
に
欠
け
て
い
る
の
に
、
手
づ
る
を
求
め
て
就
任
し
よ
う
と
す
る
者
が
多
か
っ
た
の

（
５
）

で
、
政
府
は
こ
れ
を
禁
止
し
て
い
る
。
前
記
神
亀
五
年
の
格
も
あ
ま
り
長
つ
づ
き
は
せ
ず
、
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
に
次
の
如
き
格
が
発

布
さ
れ
て
、
国
医
師
も
数
国
を
兼
任
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

太
政
官
奏
日
。
准
し
令
。
諸
国
史
生
。
博
士
。
医
師
。
国
無
二
大
小
一
。
一
立
二
定
数
一
。
但
擦
二
神
亀
五
年
八
月
九
日
格
一
。
史
生
之
員
。

從
二
国
大
小
一
。
各
有
二
等
差
一
。
其
博
士
者
惣
二
三
四
国
二
人
。
医
師
者
毎
し
国
一
人
。
今
経
術
之
道
。
成
し
業
者
寡
。
空
設
二
職
員
一
。
擢
取

乏
し
人
。
繕
罵
之
才
。
堪
レ
任
者
衆
。
人
多
官
少
。
莫
二
能
遍
用
一
。
朝
議
平
章
。
博
士
惣
レ
国
。
一
依
二
前
格
一
。
医
師
兼
任
。
更
建
二
新
例
一
・

職
田
。
事
力
。
公
癬
之
類
。
並
給
二
正
国
↓
。
不
し
給
二
兼
所
一
。
有
し
料
之
国
。
名
爲
二
正
任
一
。
無
し
料
之
国
。
名
爲
二
兼
任
一
。
其
史
生
者
。

博
士
。
医
師
。
兼
任
之
国
。
国
別
格
外
加
’
二
置
二
人
一
。
庶
令
一
二
経
術
之
士
。
周
遍
宣
揚
。
功
労
之
人
普
蒙
二
霜
潤
一
。
奏
可
。

経
学
や
医
術
を
お
さ
め
た
者
が
す
ぐ
な
い
の
で
官
職
が
無
駄
に
な
っ
て
い
る
が
、
他
方
文
書
を
整
理
し
書
写
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
多
勢

い
る
の
に
そ
の
席
が
な
い
。
そ
れ
で
国
医
師
も
数
国
を
兼
任
さ
せ
、
か
く
し
て
兼
任
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
浮
い
た
分
を
史
生
の
増
員
に
ま
わ

三
国
医
師
の
配
置
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（
６
）

更
に
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
に
は
五
畿
内
諸
国
の
国
博
士
医
師
も
廃
さ
れ
た
。
九
州
の
筑
後
、
肥
前
、
肥
後
、
豊
前
、
豊
後
の
五
箇
国
の

（
７
）

国
博
士
医
師
が
廃
止
さ
れ
た
の
も
恐
ら
く
こ
の
頃
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
気
の
つ
く
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
国
々
が
い
ず
れ
も
朝
廷
や
九
州
の
小
朝

廷
と
も
い
う
べ
き
太
宰
府
の
近
く
の
国
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

国
博
士
医
師
の
欠
員
は
諸
国
に
と
っ
て
勿
論
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
三
十
年
ほ
ど
後
の
弘
仁
十
二
年
（
八
一
二
）
大
和
国
か
ら
の
解

（
８
）

（
上
申
文
）
を
容
れ
て
政
府
は
史
生
二
名
を
省
い
て
旧
の
通
り
国
博
士
医
師
各
一
名
を
置
き
、
他
の
畿
内
諸
国
も
之
に
准
ぜ
ょ
と
し
て
い
る
が
、

直
ち
に
実
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
次
で
天
長
七
年
（
八
三
○
）
畿
内
及
び
志
摩
、
伊
豆
、
飛
騨
、
佐
渡
、
隠
岐
、
淡
路
の
諸
国
に

（
９
）

国
博
士
医
師
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
大
学
寮
の
学
生
、
典
薬
寮
の
医
生
の
中
で
、
年
齢
三
十
一
才
に
な
っ
て
も
ま
だ
学
業
を
成
し
と
げ
得

な
い
が
、
白
読
だ
け
は
で
き
る
と
い
う
者
を
こ
れ
に
補
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
お
粗
末
な
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な

お
、
志
摩
以
下
の
諸
国
は
佐
渡
（
中
国
）
を
除
い
て
は
い
ず
れ
も
下
国
で
あ
る
。
更
に
承
和
十
二
年
（
八
四
五
）
太
宰
府
か
ら
の
解
に
よ
っ
て
前

（
、
）

記
九
州
五
箇
国
で
も
史
生
一
名
を
省
い
て
国
医
師
一
名
を
置
い
た
。

こ
の
畿
内
五
国
と
九
州
五
国
と
に
は
そ
の
事
情
に
一
つ
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
諸
国
が
政
治
及
び
文
化
の
中
心
地
に

近
接
し
た
国
々
で
あ
り
、
そ
の
中
心
地
の
官
衙
か
ら
恐
ら
く
何
か
と
便
宜
を
受
け
や
す
い
国
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
畿
内
及
び
九
州
の
夫

を
ま
と
ま
っ
た
各
五
箇
国
の
医
事
を
管
掌
し
た
の
は
、
京
官
（
典
薬
寮
な
ど
）
の
医
師
及
び
太
宰
府
の
医
師
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
記

の
よ
う
に
庶
民
に
と
っ
て
は
国
医
師
は
単
に
医
事
術
生
に
関
す
る
行
政
官
の
如
き
者
で
あ
っ
た
と
信
ず
る
が
、
そ
う
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
各
国

衙
に
国
医
師
が
常
駐
し
な
く
と
も
、
隣
国
や
京
師
か
ら
の
医
官
の
出
張
に
よ
っ
て
、
そ
の
任
務
を
何
と
か
糊
塗
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か

ろ
う
。
併
し
な
が
ら
、
こ
う
い
う
無
医
官
の
状
態
が
な
が
い
あ
い
だ
続
き
、
し
か
も
そ
れ
で
済
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
国
医
師
が
庶
民
箇

す
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
大
宝
律
令
制
定
後
半
世
紀
以
上
を
経
て
い
る
の
に
な
お
国
医
師
た
る
べ
き
資
格
者
は
乏
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か

く
し
て
国
医
師
が
常
駐
し
な
い
国
が
多
く
出
来
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
民
生
に
特
に
支
障
を
来
た
し
た
ら
し
く
な
い
こ
と
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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考
課
令
に
は
官
人
の
勤
務
成
績
を
決
定
す
る
た
め
の
条
文
が
数
多
く
あ
る
が
、
国
医
師
に
つ
い
て
は

其
医
師
。
准
二
効
験
多
少
↓
。
十
得
二
七
以
上
｜
爲
レ
上
。
得
二
五
以
上
一
爲
レ
中
。
得
二
四
以
下
一
爲
レ
下
。

と
三
等
の
考
第
を
区
別
し
て
い
る
。
因
み
に
考
課
の
基
準
は
内
官
（
京
官
）
と
外
官
（
地
方
官
）
と
で
は
相
違
が
あ
り
、
京
官
の
勤
務
成
績
に

つ
い
て
は
四
善
一
最
と
い
う
判
定
基
準
が
あ
っ
て
、
四
善
と
は
「
徳
義
有
し
間
」
「
清
愼
顯
著
」
「
公
平
可
称
」
「
格
勤
匪
レ
僻
」
の
四
条
（
考

課
令
善
条
）
で
あ
り
、
総
て
の
官
人
に
共
通
し
て
適
用
さ
れ
る
が
、
一
最
の
方
は
役
職
に
よ
っ
て
異
な
り
、
大
納
言
以
下
夫
々
に
つ
い
て
規

定
さ
れ
て
い
る
。
国
医
師
と
関
係
の
あ
る
博
士
や
医
師
に
つ
い
て
の
条
文
（
考
課
令
最
条
）
を
記
す
と

訓
導
有
し
方
。
生
徒
充
業
。
爲
二
博
士
之
最
一
。

占
候
医
卜
。
効
し
験
多
者
。
十
得
レ
セ
為
し
多
。
爲
二
方
術
之
最
一
・

と
あ
っ
て
国
医
師
の
「
上
」
は
京
官
の
医
師
の
「
最
」
に
あ
た
る
。
国
医
師
の
場
合
は
教
官
（
博
士
）
と
し
て
の
成
績
は
考
慮
に
入
れ
ら
れ

な
い
。
「
令
集
解
」
は
令
条
に
関
す
る
明
法
諸
家
の
説
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
に
就
て
も
諸
家
の
説
を
列
挙
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
が
国
医
師
の
実
際
の
勤
務
状
態
を
暗
示
す
る
も
の
が
あ
っ
て
興
味
が
深
い
。
こ
の
条
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
注
釈
家
が
患
者
の
な
い

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
五
箇
国
に
医
師
一
人
が
置
か
れ
た
の
だ
が
、
吏
民
と
い
え
ば
一
般
の
庶
民
も
医
療
を
享
受
し
得
た
よ
う
に
思
わ
れ

や
す
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
恐
ら
く
儒
教
思
想
に
基
づ
い
た
表
現
に
過
ぎ
ず
、
実
際
に
医
療
を
受
け
得
た
の
は
有
力
な
階
層
だ
け
で
あ
っ
た
こ

と
に
は
変
り
は
な
く
、
そ
の
こ
と
は
何
よ
り
も
国
医
師
の
数
か
ら
推
断
出
来
る
。

為
の
疾
病
治
療
に
極
め
て
関
係
の
う
す
か
っ
た
こ
と
を
一
層
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
思
う
。
承
和
十
二
年
の
太
宰
府
の
解
に
は

今
件
五
箇
国
去
レ
府
之
程
二
日
以
上
七
日
以
下
。
吏
民
之
中
頓
得
二
病
患
↓
。
趨
二
着
府
下
一
労
‐
二
受
医
薬
一
。
命
在
二
呼
吸
一
。
旦
不
レ
及
レ

夕
。
対
治
之
途
豈
可
レ
加
レ
此
也
。

四
国
医
師
と
考
課
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と
述
べ
て
い
る
。
し
て
象
れ
ぱ
患
者
が
六
人
に
止
ま
る
場
合
も
あ
り
得
た
の
で
あ
っ
て
、
「
大
平
年
無
二
病
者
一
」
（
古
記
）
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
（
な
お
か
か
る
場
合
は
生
徒
の
授
業
の
良
否
に
よ
っ
て
考
第
を
定
め
る
）
。
以
上
の
こ
と
は
一
般
の
庶
民
が
国
医
師
の
診
療
を
受

け
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
こ
と
を
示
し
、
医
療
を
受
け
得
た
の
は
官
人
や
有
力
者
で
あ
っ
て
、
そ
れ
と
て
も
決
し
て
そ
れ
程
の
多
人
数
で

な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
誤
り
は
あ
る
ま
い
。

次
に
十
人
の
中
七
人
に
効
験
あ
り
と
い
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
し
て
調
べ
る
の
か
。
医
疾
令
の
「
医
針
師
巡
患
条
」
に
は

医
針
師
等
。
巡
二
患
之
家
一
。
所
し
療
損
與
二
不
損
一
。
患
家
録
二
医
人
姓
名
一
申
二
宮
内
省
一
。
擦
爲
二
馴
捗
一
。
諸
国
医
師
亦
准
し
之
。

と
あ
り
、
「
令
義
解
」
は
「
謂
。
省
更
下
二
典
藥
寮
一
。
令
レ
附
二
考
妖
一
・
」
と
註
し
て
お
り
、
患
家
の
申
告
に
も
と
づ
い
て
治
療
成
績
が
考
状

に
附
せ
ら
れ
る
。
国
医
師
の
場
合
な
ら
国
府
に
報
告
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
併
し
当
時
の
庶
民
に
そ
の
よ
う
な
能
力
や
暇
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
紙
は
貴
族
に
と
っ
て
さ
え
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
報
告
し
得
る
の
は
そ
の
意
思
は
別
と
し
て
こ
れ
又
有
力
者
の
象
で
あ
ろ
う
。

庶
民
に
就
て
の
国
医
師
の
関
心
事
は
恐
ら
く
集
団
的
に
多
数
の
病
者
を
出
す
疫
病
の
勃
発
で
あ
っ
て
、
箇
食
の
疾
病
の
診
療
は
官
人
及
び
有

力
者
に
は
行
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
庶
民
の
場
合
は
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
。
ま
た
そ
れ
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
も
出
来
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

「
続
日
本
紀
」
に
は
諸
国
に
疫
病
発
生
の
記
録
が
頻
発
す
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
政
府
の
施
策
は
一
律
に
「
給
レ
藥
療
し
之
」
と
な
っ
て
い
る
。

国
医
師
の
任
務
は
、
疫
病
発
生
の
折
に
そ
の
調
査
及
び
そ
の
中
央
政
府
へ
の
報
告
（
公
式
令
「
国
有
瑞
条
」
）
、
適
当
な
薬
剤
の
選
択
、
更
に
そ
の

（
、
）

配
給
の
申
請
並
び
に
配
布
、
あ
る
い
は
疾
病
治
療
上
の
注
意
の
伝
達
な
ど
が
主
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
国
医
師
は

庶
民
に
対
し
て
は
決
し
て
現
在
の
医
師
の
よ
う
に
一
人
一
人
診
療
す
る
者
で
は
な
く
、
単
な
る
行
政
官
の
如
き
者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

年
の
考
第
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
。
現
代
の
我
々
に
と
っ
て
は
患
者
の
な
い
と
い
う
こ
と
は
脈
に
落
ち
ず
、
人
口
十

万
も
あ
れ
ば
毎
年
相
当
数
の
患
者
も
死
亡
者
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
「
釈
記
」
や
「
穴
記
」
は
患
者
が
十
人
に
も
満
た
な
い
場
合

を
さ
え
挙
げ
て
い
る
。
例
え
ば
「
釈
記
一
は

を
さ
え
挙
げ
て
い
る
。
例
え
ば
「
釈
記
」

若
病
者
止
六
人
全
療
者
爲
レ
上
耳
。
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も
し
国
医
師
が
現
在
の
医
師
の
如
き
診
療
に
従
事
し
、
そ
し
て
一
般
庶
民
個
為
に
ま
で
及
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
如
何
に
診
療
が
簡

単
な
時
代
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
繁
忙
を
極
め
る
な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
全
く
不
可
能
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
る
に

実
際
は
そ
れ
程
多
忙
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
古
文
書
に
屡
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
校
田
使
や
班
田
使
と
し
て
国
司
や
史
生
と
共
に
そ
の

名
を
列
ね
て
い
る
事
実
が
こ
れ
を
示
す
。
校
田
や
班
田
は
決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
な
い
。
恐
ら
く
そ
の
仕
事
の
労
苦
が
原
因
で
自
殺
し
た
と
思

（
翅
）

わ
れ
る
者
さ
え
あ
っ
た
。
令
制
で
規
定
さ
れ
た
職
掌
の
外
に
、
国
医
師
は
か
か
る
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

国
医
師
は
庶
民
に
と
っ
て
手
近
な
者
で
は
な
か
っ
た
。
国
医
生
は
庶
民
か
ら
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
国
医
師
が
庶
民
と
親
近

の
者
と
は
思
え
な
い
。
国
医
師
は
公
癬
そ
の
他
に
つ
い
て
史
生
と
略
を
同
様
の
待
遇
を
受
け
た
が
、
史
生
が
都
か
ら
赴
任
し
、
且
つ
位
階
を
有

す
る
者
に
限
ら
れ
て
い
る
の
に
反
し
て
、
国
医
師
は
当
国
内
の
人
物
よ
り
採
用
し
、
且
つ
位
階
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
か
ら
、
恐
ら
く
史
生
よ

（
蝿
）

り
一
段
下
の
者
と
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
併
し
実
際
は
殆
ど
の
国
医
師
が
位
階
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
明
治
以
後

と
異
な
り
当
時
の
位
階
は
庶
民
が
た
や
す
く
授
け
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
庶
民
が
自
分
た
ち
と
か
け
は
な
れ
た
富
貴
の
人
、
つ

ま
り
偉
い
人
と
見
倣
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
国
医
師
に
対
し
て
往
診
な
ど
依
頼
し
得
た
だ
ろ
う
か
（
江
戸
時
代
に
奥
医
師
に
簡
単
に
診
療
を
依
頼
し
得

な
か
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
し
。
以
上
の
事
情
も
国
医
師
が
庶
民
個
々
の
疾
病
と
は
無
縁
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
の
傍
証
と
な
る
。

る
○

国
医
生
に
つ
い
て
一

（
医
疾
令
国
医
師
条
）
。

五
国
医
師
の
職
務
と
地
位

六
国
医
生
の
前
途
と
医
師
の
数

言
し
た
い
。
国
医
生
は
典
薬
寮
医
生
と
同
じ
教
科
課
程
を
同
じ
年
限
内
に
習
得
し
て
成
業
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

（
Ｍ
）

成
業
の
後
は
国
医
師
に
も
補
せ
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
人
々
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
事
実
は
成
業
者
が
少
な
か
っ
た
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（
お
）

こ
と
は
前
に
触
れ
た
通
り
で
あ
り
蕊
ま
た
そ
の
教
官
で
あ
る
国
医
師
自
身
の
学
術
が
甚
だ
低
か
つ
た
。
順
当
に
授
業
や
勉
学
が
行
な
わ
れ
る
な

ら
ば
、
例
え
ば
大
国
に
於
て
は
毎
年
一
名
く
ら
い
は
成
業
し
て
よ
い
筈
で
あ
る
の
に
、
事
実
は
そ
う
で
な
い
の
は
如
何
な
る
訳
か
。
こ
れ
に
は

二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
国
医
生
の
志
願
者
が
少
な
く
、
従
っ
て
定
員
を
染
た
す
に
至
ら
ぬ
こ
と
、
他
の
一
つ
は
学
術
の
習
得
と

試
験
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
、
の
二
つ
で
あ
る
（
今
こ
れ
を
具
体
的
に
決
定
し
得
な
い
）
。

し
か
し
な
が
ら
立
法
者
の
意
図
は
、
そ
れ
は
勿
論
律
令
政
府
の
意
図
で
も
あ
る
が
、
律
令
制
が
よ
く
励
行
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
国
学
が

地
方
官
人
の
養
成
を
目
的
と
す
る
な
ら
ば
、
徒
ら
に
成
業
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
得
策
で
は
あ
る
ま
い
し
、
国
医
生
も
典
薬
寮
の
医
生
の
如
く

「
聰
令
者
」
を
採
用
す
る
立
前
で
あ
ろ
う
か
ら
、
政
府
は
毎
年
一
人
位
の
成
業
者
の
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
な
れ

ば
、
国
医
師
に
任
ぜ
ら
れ
る
者
は
一
名
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
任
に
堪
え
る
者
は
一
国
内
に
何
名
か
存
在
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
中
の
優
秀
な

人
物
が
一
定
の
秩
限
で
交
替
し
て
国
医
師
の
職
に
就
く
こ
と
を
予
想
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
国
医
師
を
当
国
よ
り
採
用
す
る
べ
き
こ
と
、

ま
た
終
身
官
で
な
く
秩
限
が
あ
る
こ
と
と
い
う
令
の
規
定
は
、
複
数
の
有
資
格
者
の
存
在
を
前
提
と
し
て
の
象
実
施
可
能
で
あ
る
）
。
政
府
は
勿
論
そ
れ
を
知

っ
て
い
た
し
、
さ
り
と
て
官
に
就
き
得
ぬ
無
駄
な
剰
員
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
筈
も
な
い
。
し
て
ゑ
れ
ぱ
政
府
の
意
図
は
官
医
の
養
成

ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
国
医
生
の
中
に
は
、
勿
論
そ
の
名
は
全
く
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
民
間
医
（
里
中
医
）
と

（
妬
）
。

な
っ
た
者
が
い
た
の
で
は
な
い
か
。
遂
に
成
業
し
得
な
い
で
退
学
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
者
で
も
、
素
人
に
は
ま
さ
る
か
ら
、
依
頼
を
受
け

て
診
療
に
従
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
か
か
る
民
間
医
の
学
術
は
甚
だ
低
級
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
版
本
が
容
易
に
手
に
入
る
よ
う

に
な
っ
た
江
戸
時
代
に
於
て
さ
え
民
間
医
の
水
準
が
低
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
怪
し
む
に
足
り
な
い
。

国
医
師
の
定
員
は
一
名
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
に
な
る
と
複
数
化
し
て
く
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
権
医
師
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
貞
観
四
年
（
八
六
二
）
下
野
介
伴
宿
弥
河
雄
の
奏
言
（
日
本
三
代
実
録
巻
六
）
の
中
に

今
在
任
博
士
四
人
。
医
師
三
人
。
皆
非
二
練
道
受
業
之
輩
一
。
空
費
一
俸
料
一
。
無
し
益
二
生
徒
一
。
云
々

（
ｒ
）

と
あ
り
、
医
師
は
三
人
も
い
る
が
、
何
れ
も
非
業
の
者
で
医
生
の
授
業
の
役
に
立
た
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
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律
令
制
の
医
師
・
国
医
師
と
い
う
の
は
何
れ
も
官
職
の
名
で
あ
っ
て
、
今
日
の
意
味
に
お
け
る
医
師
と
は
異
な
る
。
現
在
の
医
師
の
大
部
分

は
律
令
制
下
に
あ
る
な
ら
医
師
の
名
は
付
せ
ら
れ
な
い
。

か
か
る
官
医
に
よ
っ
て
一
般
庶
民
の
診
療
が
滞
り
な
く
行
な
わ
れ
た
か
の
よ
う
に
思
い
こ
ま
れ
や
す
い
け
れ
ど
も
、
国
医
師
は
各
国
と
も
一

名
に
す
ぎ
ず
、
そ
う
い
う
診
療
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
諸
般
の
事
情
も
国
医
師
の
診
療
は
主
と
し
て
官
人
及
び
有
力
者
の
た
め

の
も
の
で
あ
っ
て
、
庶
民
個
々
の
疾
病
に
は
殆
ど
関
与
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
庶
民
と
の
関
連
は
、
疫
病
の
発
生
の
折
な
ど
に
医
事
に
関

す
る
行
政
官
と
し
て
の
任
務
を
果
す
こ
と
位
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
為
政
者
の
怠
慢
や
悪
意
に
の
み
帰
す
べ
き
で
は
な

い
。
要
す
る
に
経
済
も
社
会
も
文
化
も
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
庶
民
の
疾
病
治
療
に
関
す
る
国
医
師
の

役
目
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
当
時
は
医
術
に
対
す
る
信
頼
も
、
従
っ
て
需
要
も
恐
ら
く
小
さ
か
っ
た
こ
と

を
附
言
し
た
い
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
か
か
る
実
情
で
済
ん
で
い
た
の
だ
と
思
う
。

小
文
は
新
村
拓
氏
の
既
に
発
表
さ
れ
た
論
文
と
内
容
が
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
諭
旨
を
一
貫
さ
せ
る
た
め
省
略
す
る
こ
と
を
得
な
か

っ
た
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。

5､？？､'35，丁､註
一 ノ し －ノ、-ソ＝ノーノ

日
本
医
史
学
雑
誌
第
二
十
三
巻
第
三
号
四
七
頁

沢
田
吾
一
「
奈
良
朝
時
代
民
政
経
済
の
研
究
」
第
二
編
第
十
章

続
日
本
紀
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
八
）
十
月
十
一
日
条

古
く
は
羽
倉
在
満
「
羽
倉
考
」
巻
一
・
滝
川
政
次
郎
「
律
令
時
代
の
農
民
生
活
」
四
七
○
頁
に
そ
の
抄
出
が
あ
る
。

続
日
本
紀
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
五
月
二
十
二
日
条

日
本
後
紀
の
延
暦
十
六
年
分
は
欠
巻
で
あ
る
が
、
次
に
挙
げ
る
弘
仁
十
二
年
の
大
和
国
の
解
に
よ
っ
て
知
り
得
る
。

七
む
す
び
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ご
く
ぎ
ｑ
〕
善
①
与
高
員
角
昌
男
く
旨
昌
目
の
旦
曽
①
《
《
閃
旨
ロ
ー
聞
く
○
葛
開
冒
．
○
冒
巨
的
巳
胃
＆
冒
昏
①
ｚ
胃
Ｐ
目
●
秒
”
Ｏ
己
の
Ｑ
ｏ
ｏ
８
曙
ぞ
農
降
旦
］
○
ご
ａ
旨
２
国
ぐ

》
】

、

、

胃
○
ぐ
昌
月
．
目
尻
ｍ
①
Ｑ
ｏ
２
Ｏ
易
乏
胃
⑦
ａ
農
＆
《
炭
呂
’
屋
ｌ
睦
島
．
（
胃
○
ぐ
目
Ｒ
Ｑ
ｏ
ｇ
○
吋
）
．
目
彦
Ｑ
乏
曾
の
吾
①
日
ｃ
ｇ
ｏ
巴
○
副
ａ
区
ｍ
旨
昏
①
冒
○
ぐ
目
８
の
》
ず
員

乏
ｑ
の
旨
ｇ
Ｑ
ｏ
９
Ｏ
凰
昌
号
①
日
○
号
同
旨
目
⑦
四
目
口
中
○
｛
壷
Ｃ
Ｏ
匡
勗
⑦
島
皇
彦
四
Ｑ
８
①
固
隠
照
日
日
＆
旨
巴
再
３
日
〕
①
貝
・
宮
昌
も
２
局
昼
毎
画
目
○
口
函
冒
㈹

８
日
目
○
口
胃
○
斤
三
国
の
○
国
曽
庁
旨
壱
○
爵
Ｂ
８
さ
Ｈ
，
岳
の
冒
日
己
芝
ｑ
①
ｐ
ｇ
８
目
ｍ
拭
国
＆
農
吾
①
冒
冒
ｏ
巷
巴
○
ご
旬
具
ｇ
Ｓ
２
ｇ
昌
樗
弓
．
○
固
昌
①
○
吾
９

（
略
）
医
疾
令
に
よ
れ
ば
，
九
年
経
っ
て
も
成
業
し
な
い
と
き
は
退
学
に
な
る
（
医
針
生
考
試
条
）
筈
で
あ
る
が
、
天
長
七
年
の
太
政
官
符
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
年
三
十
一
才
で
成
業
し
な
い
者
が
相
当
数
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
は
仲
々
退
学
に
な
ら
ぬ
ら
し
い
。
国
学
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
Ⅳ
）
受
業
、
非
業
と
は
平
安
時
代
の
国
博
士
医
師
の
資
格
を
表
わ
す
言
葉
で
、
受
業
と
は
諸
道
の
試
験
に
合
格
し
た
か
、
あ
る
い
は
夫
々
の
道
の
中
央
の

博
士
の
推
挙
を
受
け
た
者
を
指
し
、
非
業
と
は
そ
の
よ
う
な
経
歴
あ
る
い
は
資
格
を
持
た
な
い
者
を
い
う
（
延
喜
式
部
式
受
業
非
業
条
）
。

へへへへ

15141312
ｰｰ 画一

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
、
）

（
ｕ
）

新
村
拓
「
鎮
守
府
医
師
と
太
宰
府
医
師
に
つ
い
て
」
日
本
医
史
学
雑
誌
第
二
十
二
巻
第
三
号

類
聚
三
代
格
巻
五
太
政
官
符
応
下
省
二
史
生
二
人
一
置
中
博
士
医
師
各
一
人
上
事

類
聚
三
代
格
巻
五
太
政
官
符
応
し
補
二
五
畿
内
丼
志
摩
伊
豆
飛
弾
佐
渡
隠
岐
淡
路
等
諸
国
博
士
医
師
一
事

類
聚
三
代
格
巻
五
太
政
官
符
応
し
補
二
筑
後
肥
前
豊
前
豊
後
五
箇
国
医
師
一
事

例
え
ば
天
平
九
年
（
七
三
七
）
蚫
瘡
流
行
の
と
き
之
の
治
療
上
の
注
意
を
記
し
た
官
符
が
諸
国
郡
に
流
さ
れ
た
が
、
こ
う
い
う
御
達
し
の
伝
達
に
国

医
師
は
協
力
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

萬
葉
集
巻
三
挽
歌
の
部
に
「
攝
津
国
班
田
史
生
丈
部
龍
麿
自
経
死
之
時
、
判
官
大
伴
宿
祢
三
中
作
歌
一
首
」
と
い
う
長
歌
が
あ
る
。

新
村
拓
「
国
医
師
に
つ
い
て
」
日
本
医
史
学
雑
誌
第
二
十
二
巻
第
一
号

薗
田
守
良
「
新
釈
令
義
解
」
（
律
令
研
究
会
覆
刻
本
上
巻
一
八
二
頁
）

天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
の
勅
に
「
如
聞
頃
年
諸
国
博
士
医
師
。
多
非
二
其
才
一
託
請
得
選
．
非
二
唯
損
し
政
一
。
亦
無
し
益
し
民
．
自
今
以
後
不
し
得
二

更
然
争
云
々
‐
｜
と
あ
る
。

弓
昏
①
○
○
日
日
日
］
両
①
○
宮
①
四
口
Ｑ
牙
①
｛
一
嗣
○
盲
］
‐
涜
言
〉
》
ｅ
８
ぐ
日
の
①
Ｑ
ｏ
Ｒ
ｏ
ｅ

■

、
：
冨
芝
○
沢
己
夛
自
画
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hand,thoughthepopulationoftheprovinccswasverysmallinancientJapan,itwasquiteimpossiblefbrthe"KokII-ishi''

tocxamineandtrcatalltl,cpatients・Infhct,onlyhighomcialsandinHuentialmeninthep､･ovinccscouldbetrcatedby

the@:Koku-ishi''.

Inadditiontotheextremeunbalancebetweenthepopulationandthenumberofdoctors,therewereseveralother

circumstanccsthatprovetherewerenocontactsbetweenthe@(Koku-ishi''andpaticntsamongthepeople.

1The<(Koku-ishi''usedtotakepartinsomeotheradministrativebusiness･Thisfactshowsthattheyhadconsiderable

sparetimeinspiteof､theirmedicaltasks.

2EveryoneofthemhadusuallyacourtrankandahighsalaryfromtheprovincialofHce・Asitwas,theyhadboth

positionandwealth・Howcouedthepooraskthe‘‘Koku-ishi,，totreattheirpatients？Asfbrdiscascofcommonpeop1c，

whatwastheroleofthe‘‘Koku-ishi，,insuchcircumstancesthen？Perhapsthevwereonlvo髄cialsfbrmedicalmanagement

attheoutbreakofepidemicdisease・Thereportsoftheaffairstothegovernment,theapplicationfbrthedemandof､

medicines,thedistributionofthesemedicinesandthetransmissionofadviceontreatmenttotl'epatients,allthesewerethe

PrincipaltasksoftheGfKoku-ishi''concerningthediseaseofthecommonpeople.

（
門
［
）

①
③
因



Ｃ
ａ
Ｏ
鴨
邑
は
一
七
二
年
、
国
鋤
日
○
侭
秒
冒
営
『
①
の
９
芝
冒
持
の
で
閃
品
①
周
の
三
男
と
し
て
う
ま
れ
た
。
一
七
三
一
年
、
Ｏ
ｘ
さ
ａ
大
学
の

○
再
匡
○
○
斤
鴨
を
卒
業
後
、
博
乱
目
大
学
に
お
い
て
医
学
を
お
さ
め
、
一
七
三
七
年
に
卒
業
し
た
。
ち
な
み
に
浮
図
冨
凶
ぐ
の
は
。
且
○
鴨
邑

が
入
学
す
る
三
年
前
の
一
七
二
九
年
に
胃
亘
ｇ
大
学
を
辞
し
て
い
る
。

1

一
八
世
紀
に
お
け
る
小
児
科
学
は
、
内
科
学
に
比
し
て
未
発
達
な
分
野
で
あ
り
、
小
児
の
疾
病
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
養
育

に
つ
い
て
の
知
識
を
も
と
め
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
七
四
八
年
に
出
版
さ
れ
た
９
：
鴨
目
の
《
夢
ｐ
厚
い
皇
昌
。
畠
ｚ
回
国
侭
駒
且
吾
。
昌
騨
昌
措
ｃ
日
。
貝
ｇ
ｏ
巨
島
目
・
》
）
は
、
自
然
の
理
に

か
な
っ
た
育
児
法
を
と
い
た
書
物
と
し
て
、
近
代
的
育
児
学
の
礎
石
に
も
た
と
え
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
、
社
会
史
的
背
景
と

の
関
連
を
ふ
ま
え
て
考
察
を
く
わ
え
て
ゆ
き
た
い
。

一
『
．
○
四
ユ
○
ぬ
閏
〕
に
つ
い
て

は
じ
め
に

君
屋
国
日
岳
号
彊
冒
の
『
育
児
論
』

羅
轤
議
罎
一
誌
蕊
畷
和
五
十
三
年
四
月
二
十
七
日
黄
付

深
瀬
泰
旦
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ン
バ
ー
に
え
ら
ば
れ
た
。

一
七
六
四
年
に
国
騨
弓

を
有
し
て
い
る
。
一
七
斗

住
い
は
①
８
個
の
聾
．
国

国
璽
ｏ
｝
に
お
い
て
開
業
の
の
ち
、
一
七
四
七
年
に
峰
フ
リ
ス
ト
ル
王
立
病
院
の
内
科
医
に
え
ら
ば
れ
た
。
一
七
四
九
年
七
月
、
ロ
ン
ド
ン
拾

て
児
養
育
院
（
弓
。
巨
且
盲
四
国
。
営
国
］
）
の
監
督
官
に
え
ら
ば
れ
、
一
七
五
二
年
に
は
英
国
学
士
院
の
メ
ン
毒
ハ
ー
と
な
っ
て
ロ
ン
ド
ン
に
移
り
す

ん
だ
。
一
七
五
五
年
に
は
○
×
ず
ａ
》
０
脚
目
胃
丘
的
①
の
両
大
学
か
ら
医
学
博
士
の
称
号
を
さ
づ
け
ら
れ
、
一
七
五
八
年
六
月
、
内
科
学
会
の
メ

国
胃
ぐ
の
冒
口
○
尾
島
ｏ
旨
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
一
七
九
二
年
に
も
二
回
目
の
講
演
を
お
こ
な
う
と
い
う
輝
し
い
経
歴

七
九
七
年
二
月
二
六
日
、
八
六
歳
の
高
齢
で
ロ
ン
ド
ン
に
て
死
亡
し
、
厚
岸
画
日
墓
地
に
ほ
う
む
ら
れ
た
。
ロ
ン
ド
ン
の

（
１
）

庁
．
国
ｇ
］
９
吊
尾
葺
巨
胃
の
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。溌溌蝋溌溌溌議 鍵鴬鍵＃

図1WilliamCadOgan

ロ
ン
ド
ン
捨
て
児
養
育
院

一
六
六
八
年
、
船
乗
り
の
家
に
う
ま
れ
た
弓
盲
目
農

９
国
日
は
、
四
○
年
間
、
貿
易
船
の
船
長
と
し
て
海
で

（
注
１
）

く
ら
し
た
の
ち
、
一
七
一
九
年
に
引
退
し
た
。
引
退
後
ま

も
な
く
ロ
ン
ド
ン
を
お
と
づ
れ
た
○
○
国
日
は
、
道
ば
た

に
す
て
ら
れ
た
こ
ど
も
の
姿
に
つ
よ
く
心
を
う
た
れ
、
捨

て
児
の
た
め
に
彼
ら
を
収
容
す
る
施
設
を
つ
く
る
必
要
性

を
感
じ
た
。

一
八
世
紀
に
は
、
生
活
の
ま
ず
し
さ
か
ら
、
母
親
か
こ

ど
も
を
や
っ
か
い
な
お
荷
物
と
考
え
て
、
捨
て
た
り
、
殺

し
た
り
す
る
こ
と
が
お
お
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
あ
た

た
か
い
心
の
持
主
で
あ
っ
た
○
○
国
日
は
、
そ
れ
ら
捨
て
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国
四
目
旦
昌
が
音
率

寄
附
し
て
い
る
。

《
伺
い
い
ミ
》
を
日
本
語
に
う
つ
す
場
合
、
ふ
つ
う
「
随
筆
」
と
訳
し
て
い
る
。
気
ま
ま
な
、
筆
の
は
し
る
に
ま
か
せ
た
文
章
と
と
ら
え
ら
れ
て

お
り
、
随
想
あ
る
い
は
随
想
録
な
ど
と
い
う
言
葉
が
う
か
ん
で
く
る
。
文
学
あ
る
い
は
文
芸
の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
文
章
を
「
随
筆
」
と
と
ら

え
て
い
る
が
、
外
国
で
い
う
《
固
い
吻
葛
》
ゞ
は
も
っ
と
ひ
ろ
い
意
味
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

言
。
目
Ｆ
Ｏ
Ｃ
序
の
有
名
な
『
悟
性
論
』
は
一
向
い
い
塁
堕
８
目
。
ｑ
日
長
国
巨
日
騨
昌
ご
目
の
勗
国
且
冒
唄
》
で
あ
り
、
己
い
く
丘
国
巨
日
の
が
あ
ら
わ
し
た

『
人
間
の
悟
性
に
関
す
る
哲
学
的
論
文
』
の
原
題
も
《
宕
巨
。
吻
呂
冨
邑
厚
恩
苫
８
口
８
昌
掲
国
目
自
画
ｐ
ご
昌
号
易
国
冒
昌
晶
雪
）
な
の
で
あ
る
。
感
想

や
体
験
の
表
現
に
と
ど
ま
ら
ず
、
主
義
、
主
張
に
う
ら
う
ち
さ
れ
て
い
る
論
文
あ
る
い
は
小
論
と
い
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
本
書
も
二
月
児

論
』
と
訳
す
の
が
、
内
容
を
正
確
に
表
現
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
初
版
は
一
七
四
八
年
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
正
し
い
名
称
は
、
《
芦
ｐ
厚
い
昌
息
。
。
ｚ
目
風
品
鱒
且
昏
①
昌
鱒
自
侭
の
日
命
目
ｇ
ｏ
冨
匡
‐

儲
①
目
）
酎
○
冒
昏
①
胃
国
儲
吾
８
月
胃
の
①
患
①
胃
、
ｇ
シ
嘱
望
》
で
あ
る
。

児
に
心
か
ら
の
同
情
を
お
ぼ
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
七
年
に
わ
た
る
努
力
が
み
の
っ
て
一
七
三
九
年
に
こ
の
養
育
院
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ

本
院
の
所
在
は
一
八
○
○
年
頃
の
ロ
ン
ド
ン
の
地
図
に
よ
る
と
、
大
英
博
物
館
の
北
東
、
約
八
百
メ
ー
ト
ル
、
ｏ
昌
さ
且
聾
．
に
面
し
た
位

置
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
で
は
《
６
○
国
日
〕
唖
国
の
匡
吻
国
皇
鴨
○
属
目
》
》
と
よ
ば
れ
て
、
こ
ど
も
達
の
遊
び
場
に
な
っ
て
い
る
。

（
注
２
）

プ
（
匂
。

捨
て
児
養
育
院
の
資
金
調
達
は
困
難
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
設
立
建
白
書
に
賛
成
の
署
名
を
し
た
貴
婦
人
た
ち
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
方
面

か
ら
建
設
の
た
め
の
寄
附
金
が
よ
せ
ら
れ
た
。
の
ち
に
は
ｏ
８
個
①
三
世
も
三
千
ポ
ン
ド
の
寄
附
を
申
し
で
て
お
り
、
一
七
四
七
年
に
は

四
脚
目
。
胃
が
音
楽
会
を
ひ
ら
い
て
資
金
を
あ
つ
め
て
い
る
。
さ
ら
に
一
七
五
○
年
以
降
は
、
毎
年
オ
ラ
ト
リ
オ
「
メ
サ
イ
ア
」
の
演
奏
収
益
を

《
両
の
忠
君
屋
宮
口
ｚ
〔
罠
の
言
唄
、
に
つ
い
て
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初
版
本
の
扉
を
み
る
と
著
者
の
名
は
し
る
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
単
に
《
毎
辱
鯛
思
菖
§
ロ
・
・
と
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
筆
者
の
所
有
す
る
復

刻
版
で
は
、
こ
の
下
に
《
自
慰
．
ｏ
鼠
。
鴨
昌
具
陣
営
ｏ
弓
と
。
ヘ
ン
で
の
か
き
こ
み
が
糸
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
原
本
の
所
有
者
が
心
お
ぼ
え
に
か

き
い
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
著
者
の
名
が
明
記
さ
れ
た
の
は
第
三
版
か
ら
で
あ
り
、
初
版
出
版
の
年
か
ら
一
七
七
二
年
の
二
四
年
間
に
一
○
版

を
か
さ
ね
て
い
る
。
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|Ij窯‘;』,摩鍵舞灘譲蕊て
;蔑熱註：}”鑿議〃#::蕊議の一
”蕊溌』蕊‘竃":‘1ﾙiL:!:鑿‘蕊蕊黙‘:j職:::蚤蕊毒誌一一一一 セ

リ臼？■畦溌鑿識蕊誤り11*…""

JIJ;"亭受■号蕊謹蕊舞悪墨憲
一~胃’－．廷-E

;I:,ﾙﾄ:'"‘

：？■悪口蕊；.．

‘#型:､
,:,11~'1，'

i職!‘i‘i鍵黛撫:!『嬢I蕊のて識1:；：
：蕊:灘!}職豐:§職蕊：病い

』:』･群’．．

i 露:‘":』--鐸‘峯:-
“jざ製::謹秘院た

IE.:~,:』__' 、""_繰_←="…ゞ_.=一ゞ”蕊？蕊蕊、

：磯議聯澤
浦;職或;‘氏:群“

畠..:!"．.!『.､

f_ご:§::::

"1ゞ漁ぶ
,.-,,,歩..,~‘堵,-‘韻,11プー,,､''1--砧'-,,.-,,,,,

磯誠報'j,麟聴鶴鎚峰

織り:&:山::‘;窯:毒
謂潔：･‘::!::､:蕊::§
．．､:．､幸f､.．.‘.･･･.::.．．：．i．.．::2.､､

蕊"1壷:i毒:鑿I：

図2『育児論』（初版）の扉てて
そ児
れ養

ぎ動書が育

亙鴬舞冊常手りおそ役め捨
だでくくににて

てなのした想児そ腎亙：箸
とく こたつ像養の？．価と官
な 、ど育°し育著2，格しの
るさも児よ て 院

灘澤
で ら達法りいは
あににを理た、
ろそた採論よそ

留な系ら青う5，のい用にりれ

。､~ ' こすすかもをぺ手でれ児
どるる な、推1紙あ、の
も殺こつは進ジをつ出理
達裁と たるしにかた版念
ををに 、かたみく。さと
救ふよよに入るにれ実
うせ、つ り世 々こ いた践
たぐて自 のが とた のに
めぱ、 然中 はが っがつ
の かおにのじでた本 い

士
酔
‐
Ｉ
、
冊
Ｌ
，
：
●
。
．
◇
．
噂
．
．
”

§ﾆーﾆ

（‐‐

ﾆﾆｰ

303 （15）



一
七
四
七
年
、
彼
の
家
庭
に
唯
一
の
娘
で
あ
る
卑
騨
旨
８
ｍ
が
誕
生
し
、
自
分
自
身
の
こ
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
関
心
が
か
き
た
て
ら
れ
た
。

そ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
理
論
的
な
知
識
を
、
そ
れ
が
実
用
に
た
え
う
る
知
識
と
し
て
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

確
信
が
、
育
児
論
を
発
表
す
る
決
意
を
か
た
め
さ
せ
た
に
ち
が
い
な
い
。
さ
ら
に
当
時
の
育
児
知
識
や
育
児
の
手
技
が
自
然
の
理
に
か
な
っ
た

も
の
で
な
く
、
い
た
づ
ら
に
こ
ど
も
を
く
る
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
痛
感
し
て
い
た
⑦
且
○
個
口
は
、
そ
れ
を
た
だ
す
こ
と
が
、
こ
ど
も

の
幸
福
に
つ
な
が
る
こ
と
を
ね
が
っ
て
、
こ
の
論
文
を
か
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
わ
ず
か
三
四
・
ヘ
ー
ジ
の
小
冊
子
で
、
見
出
し
は
な
く
、
決
し
て
理
解
し
や
す
い
文
章
と
は
い
え
な
い
。
こ
こ
ろ
象
に
主
題
を
列
挙
し

て
ゑ
る
と
「
衣
服
、
新
鮮
な
空
気
、
栄
養
法
（
母
乳
栄
養
、
人
工
栄
養
、
乳
母
に
よ
る
栄
養
、
離
乳
）
、
睡
眠
、
生
歯
、
歩
行
、
言
語
」
な
ど
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
病
的
状
態
に
つ
い
て
は
、
蛆
虫
と
生
歯
に
原
因
す
る
も
の
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も
わ
ず
か
二
。
ヘ
ー
ジ
を
し
め
る
に
す
ぎ

ず
、
ま
さ
に
養
育
の
書
の
名
に
は
じ
な
い
書
物
で
あ
る
。

○
且
。
盟
昌
は
こ
ど
も
達
を
き
せ
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
、
厚
着
を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
く
り
か
え
し
述
べ
て
い
る
。
新
生
児
に
も
、
で
き

る
だ
け
ゆ
っ
た
り
し
た
、
ゆ
る
や
か
な
衣
服
を
き
せ
て
や
る
べ
き
だ
と
い
う
。
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
衣
服
の
重
朶
と
熱
に
く
る
し
め
ら
れ
、
自
由

で
あ
る
べ
き
手
足
は
つ
よ
い
束
縛
を
う
け
て
、
こ
ど
も
は
難
渋
す
る
。
つ
か
わ
な
い
手
足
は
つ
よ
く
な
ら
な
い
し
、
圧
迫
を
う
け
た
柔
か
い
肉

私
が
ま
さ
に
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
ど
も
達
は
一
般
に
、
着
せ
す
ぎ
で
あ
り
、
た
べ
す
ぎ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
私
は
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
病
気
を
こ
れ
ら
の
原
因
に
帰
し
た
い
。
：
．
…
最
初
の
大
き
な
誤
り
は
、
新
生
児
は
い
く
ら
あ
た
た
か
く
保
っ
て
も
、
あ
た

た
め
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
偏
見
の
た
め
、
こ
ど
も
達
を
フ
ラ
ン
ネ
ル
や
お
く
る
み
で
く
る
み
、
そ
の
衣
服

（
３
）

の
重
さ
は
こ
ど
も
の
体
重
に
ほ
と
ん
ど
等
し
い
。

こ
ど
も
の
衣
服
と
新
鮮
な
空
気
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－

現
代
社
会
に
お
い
て
、
人
間
は
自
己
の
す
む
環
境
を
人
工
的
に
操
作
し
て
、
思
い
の
ま
ま
の
人
工
気
候
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
成
功
し
て
お

り
、
そ
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
、
と
く
に
都
市
部
の
気
温
は
上
昇
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
に
す
承
な
れ
た
わ
れ

わ
れ
に
は
、
想
像
す
る
こ
と
さ
え
困
難
な
こ
と
な
が
ら
、
過
去
に
お
い
て
は
、
寒
気
は
こ
と
の
ほ
か
き
び
し
か
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
で
は
し
ば
し
ば
テ
ム
ズ
河
が
凍
結
し
て
、
氷
の
上
に
居
酒
屋
が
つ
く
ら
れ
、
床
屋
が
店
び
ら
き
を
し
、
勇
ま
し
い
連
中
の
中
に
は

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
者
も
あ
っ
た
。
と
く
に
一
六
九
六
年
に
は
六
頭
だ
て
の
馬
車
が
通
行
で
き
る
ほ
ど
の
厚
い
氷
で
川
面
は
お
お
わ
れ
た
と

（
６
）

い
う
。
伝
統
あ
る
氷
上
市
は
、
一
八
一
三
年
か
ら
一
八
一
四
年
に
か
け
て
の
冬
に
ひ
ら
か
れ
た
の
が
最
後
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
頃
か

ら
都
市
部
の
気
温
が
徐
々
に
上
昇
し
て
い
る
の
を
し
る
。

体
は
ね
じ
れ
、
変
形
す
る
。
こ
ど
も
に
厚
着
を
し
い
る
と
い
う
風
習
が
ふ
る
く
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
安
土
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
の
布

教
の
た
め
来
日
し
た
国
鳥
が
、
彼
我
の
文
化
や
風
俗
と
比
較
検
討
し
て
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
子
供
は
長
い
間
溌
裸
に
包
ま
れ
、
そ
の
中
で

（
４
）
（
注
３
）

手
を
拘
束
さ
れ
る
」
と
の
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
し
る
こ
と
が
で
き
る
。

。
且
○
鴇
目
は
ゆ
る
や
か
な
衣
服
の
必
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
新
鮮
な
空
気
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
の
べ
て
い
る
。

厚
着
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
後
一
ヶ
月
の
健
康
な
こ
ど
も
も
軟
弱
と
な
り
、
外
気
に
た
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
ド
ア
や
窓
が

こ
わ
れ
て
、
長
い
こ
と
不
注
意
に
、
あ
け
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
新
鮮
な
微
風
が
産
室
の
い
き
ぐ
る
し
い
空
気
の
中
に
は
い
り
こ
ん

で
、
と
き
に
は
こ
ど
も
も
母
も
恢
復
し
が
た
い
感
冒
に
か
か
る
。
：
…
・
し
か
し
、
実
は
新
生
児
で
も
、
つ
め
た
く
し
た
り
、
衣
服
を
ゆ
る

や
か
に
し
た
り
し
て
も
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。
成
人
よ
り
む
し
ろ
薄
す
着
を
の
ぞ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
ど
も
は
生
来
、
熱
が
た

か
い
も
の
で
あ
り
、
冬
の
夜
の
寒
気
に
さ
え
成
人
以
上
に
た
え
ら
れ
る
。
…
…
こ
ど
も
を
、
あ
や
ま
っ
た
養
育
に
よ
っ
て
弱
く
さ
せ
た

（
５
）

り
、
病
気
に
さ
せ
た
り
し
な
け
れ
ば
、
自
然
は
こ
ど
も
を
大
き
な
辛
苦
に
さ
え
、
た
え
う
る
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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洋
の
東
西
を
と
わ
ず
冬
の
寒
気
が
い
か
に
き
び
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
様
子
を
川
の
凍
結
と
い
う
事
実
を
と
お
し
て
目
の
あ
た
り
し

る
こ
と
が
で
き
る
。
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
や
都
市
ガ
ス
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
暖
を
と
る
た
め
の
燃
料
と
し
て
は
石
炭
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
が
、
運

搬
手
段
が
貧
弱
な
た
め
に
高
価
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
や
社
会
状
況
に
く
わ
え
て
、
当
時
の
医
師
の
大
多
数
が
こ
ど
も
を
充
分
に
あ
た
た
か
く
く
る
ん
で
、
あ
た
た
か
い
部

屋
に
と
ぢ
こ
め
て
お
く
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
光
を
さ
え
ぎ
っ
た
暗
い
部
屋
に
ね
か
せ
て
お
く
こ
と
さ
え
推
奨
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
、
こ
れ
に
敢
然
と
し
て
反
対
を
と
な
え
る
。
且
○
盟
冒
の
意
見
は
注
目
に
あ
た
い
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

わ
が
国
で
も
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
冬
に
大
寒
波
が
来
襲
し
、
隅
田
川
が
凍
結
し
た
こ
と
を
杉
田
玄
白
の
『
後
見
草
』
に
み
る
こ
と
が

（
７
）

で
き
る
。
『
武
江
年
表
』
に
も
厳
冬
の
様
子
が
散
見
さ
れ
る
。

一
八
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
は
流
行
病
の
巣
で
あ
っ
た
。
天
然
痘
、
コ
レ
ラ
、
。
へ
ス
ト
な
ど
、
現
在
の
文
明
社
会
で
は
ま
っ
た
く
染
る
こ
と
の
で

き
な
い
病
気
が
椙
獄
を
き
わ
め
、
お
お
く
の
い
た
い
け
な
生
命
を
う
ば
っ
て
い
た
。
一
九
世
紀
の
な
か
ば
、
一
八
四
九
年
に
な
っ
て
さ
え
、
夏

の
数
ケ
月
は
コ
レ
ラ
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
巨
騨
口
邑
は
そ
の
日
誌
に
、
九
月
中
は
こ
れ
が
原
困
で
毎
日
二
百
人
か
ら
四
百
人
の
死
者
が
で
た
と

（
８
）

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
冬
厳
寒
、
川
点
の
氷
厚
く
、
通
ひ
船
自
由
な
ら
ざ
る
由
に
て
諸
物
の
価
甚
だ
貴
か
り
し
。

（
９
）

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
こ
の
冬
寒
気
つ
よ
く
、
両
国
川
氷
り
て
己
刻
ま
で
舟
の
往
来
絶
え
し
事
あ
り
。
駿
河
は
暖
国
な
る
に
よ
り
氷

は
六
、
七
十
年
も
見
し
人
な
か
り
し
に
、
今
年
は
御
城
堀
氷
と
ぢ
た
り
と
な
む
。

（
皿
）

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
一
二
月
、
厳
寒
、
両
国
川
氷
あ
り
。

８
８
彊
己
が
す
す
め
る
天
然
栄
養
法
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又
死
亡
表
に
も
と
づ
い
て
、
冨
胃
胃
屋
ら
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
生
ま
れ
た
こ
ど
も
の
七
五
％
以
上
が
五
歳
に
た
っ
す
る
前
に
死
亡
し
て
い
る
と

（
皿
）

の
べ
、
捨
て
児
養
育
院
の
監
督
官
の
一
人
で
も
あ
る
函
画
ロ
ミ
塁
は
、
一
歳
未
満
の
教
区
嬰
児
の
う
ち
、
年
季
奉
公
に
出
る
年
齢
ま
で
い
き
の

（
鴫
）

こ
る
の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い
と
の
べ
て
い
る
。

飲
料
水
と
と
も
に
、
牛
乳
に
つ
い
て
も
事
情
は
同
様
で
あ
っ
た
。
品
質
は
わ
る
く
、
そ
の
う
え
入
手
す
る
こ
と
さ
え
む
づ
か
し
い
。
や
せ
た

牝
牛
を
飼
っ
て
い
る
牧
牛
業
者
は
、
牛
乳
運
搬
業
者
に
牛
乳
を
う
り
、
牛
乳
運
搬
業
者
は
そ
れ
を
地
下
室
に
た
く
わ
え
、
こ
こ
か
ら
牛
乳
は
半

分
水
の
よ
う
な
青
味
が
か
っ
た
液
体
に
な
っ
て
、
し
か
も
値
段
は
倍
に
な
っ
て
手
桶
に
い
れ
て
戸
口
か
ら
戸
口
へ
と
は
こ
ば
れ
た
。
一
七
九
四

年
の
『
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
州
農
業
概
観
』
は
、
「
繊
細
な
神
経
の
人
は
こ
う
い
う
牛
乳
商
人
の
不
潔
な
習
慣
を
十
分
知
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
牛

こ
れ
ら
流
行
病
の
危
険
を
の
が
れ
て
も
、
非
衛
生
的
な
環
境
が
こ
ど
も
の
死
亡
率
を
さ
ら
に
た
か
め
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
給
水
施
設
は
一
二
世
紀
頃
か
ら
着
々
と
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
が
、
供
給
さ
れ
る
水
の
質
は
き
わ
め
て
悪
か
っ
た
。
た
と

え
ば
テ
ム
ズ
河
に
そ
そ
ぐ
フ
リ
ー
ト
川
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
川
の
中
で
も
有
用
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、
市
民
が
保
健
や
衛
生
に
お
か
ま
い
な

し
に
汚
物
や
屑
を
な
げ
す
て
る
た
め
、
水
質
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
水
を
ロ
ン
ド
ン
市
民
が
飲
料
水
と
し
て
も
ち
い
て
い

（
翅
）

た
の
で
、
非
衛
生
さ
は
ぎ
わ
ま
れ
り
、
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

伝
染
病
の
流
行
や
不
潔
な
飲
料
水
の
供
給
は
こ
ど
も
の
生
命
を
い
か
に
ち
ぢ
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
９
８
鴨
画
は
ロ
ン
ド
ン
の
死
亡
表

を
調
査
し
て
、
そ
の
約
半
数
が
五
歳
以
下
の
こ
ど
も
で
あ
る
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
、
）

し
る
し
て
い
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
死
亡
表
）
を
う
め
て
い
る
人
々
の
約
半
数
は
五
歳
以
下
で
死
ん
で
、
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
世
に
生
を
う
け
た
人
々
の

（
昭
）

う
ち
、
半
数
は
役
に
立
つ
よ
う
に
な
る
ま
え
に
逝
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
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乳
は
の
め
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
の
べ
て
い
る
。
負
担
に
た
え
う
る
も
の
は
、
高
価
を
承
知
で
ロ
ゞ
〈
の
乳
を
の
み
、
水
増
し
し
な
い
保
証
の
た

（
妬
）

め
、
街
頭
を
ひ
き
ま
わ
し
て
戸
口
で
お
客
自
身
の
茶
碗
に
乳
を
し
ぼ
っ
て
い
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
供
給
体
制
は
、
人
工
栄
養
に
と
も
な
う
高
い
死
亡
率
に
つ
な
が
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
９
８
噌
昌
が
人
工
栄
養
を
は

っ
き
り
否
定
し
て
い
る
の
は
卓
見
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

人
工
栄
養
を
否
定
し
た
○
且
。
盟
口
は
必
然
的
に
母
乳
栄
養
を
推
奨
す
る
。

Ｃ
ａ
。
噌
目
が
、
母
乳
を
あ
た
え
る
こ
と
は
、
乳
児
ば
か
り
で
な
く
、
母
親
に
と
っ
て
も
の
ぞ
ま
し
い
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
は

い
て
も
、
捨
て
児
養
育
院
の
よ
う
な
特
殊
な
状
況
で
は
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
次
善
の
策
を
乳
母
に
よ
る
授
乳
に
も
と

（
四
）

め
、
乳
母
を
え
ら
ぶ
場
合
の
規
準
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
項
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
づ
、

日
清
潔
な
健
康
な
女
性
で
あ
る
こ
と
。

が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
充
分
で
は
な
く

最
初
の
母
乳
は
下
剤
の
は
た
ら
き
を
し
、
長
い
こ
と
た
ま
っ
て
い
た
排
泄
物
を
き
れ
い
に
す
る
。
だ
か
ら
母
乳
を
や
め
れ
ば
、

な
障
害
が
あ
ら
わ
れ
る
。
母
乳
は
徐
為
に
性
質
が
か
わ
り
、
下
剤
と
し
て
の
は
た
ら
き
が
す
ぐ
な
く
な
り
、
栄
養
は
一
層
、

（
肥
）

る
。
そ
し
て
こ
ど
も
が
こ
の
む
最
高
で
唯
一
の
食
品
と
な
る
。

私
は
人
工
栄
養
を
あ
ら
ゆ
る
栄
養
法
の
な
か
で
も
っ
と
も
不
自
然
で
、
危
険
な
も
の
と
お
も
う
。
私
の
み
る
と
こ
ろ
、
三
人
に
一
人
さ
え

（
Ⅳ
）

生
き
の
び
る
こ
と
は
な
い
の
だ
か
ら
。

あ
き
ら
か

曲
豆
吉
田
に
な
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○
二
○
歳
か
ら
三
○
歳
の
女
性
が
よ
い
。

と
い
う
。
そ
れ
は
若
い
女
性
よ
り
母
乳
が
よ
く
で
る
し
、
高
齢
者
よ
り
量
も
お
お
く
、
質
も
よ
い
。

白
二
’
三
ヶ
月
前
に
分
娩
し
た
女
性
が
の
ぞ
ま
し
い
。

こ
の
よ
う
な
乳
母
に
充
分
な
乳
汁
の
分
泌
を
期
待
す
る
た
め
に
、
乳
母
は
適
切
な
食
事
を
と
る
べ
き
こ
と
を
の
べ
、
そ
れ
に
関
し
て
注
意
深

い
指
示
を
あ
た
え
て
い
る
。

現
代
の
小
児
科
学
や
育
児
学
の
立
場
か
ら
み
て
、
な
じ
ま
な
い
部
分
が
二
、
三
ゑ
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
暇
疵
を
お
ぎ
な
っ
て
あ
ま
り
あ

る
内
容
に
染
ち
た
本
書
を
、
一
八
世
紀
と
い
う
未
開
発
の
時
代
に
あ
ら
わ
し
た
。
且
○
鴨
口
は
、
《
《
恩
吾
ｑ
３
ｏ
匡
丘
○
日
の
）
》
と
よ
ば
れ
る
に

ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
論
文
の
要
旨
は
第
七
九
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
五
三
・
三
・
二
五
）
に
お
い
て
発
表
し
た
。

へへ

性注
21
ｰン

乳
母
の
食
事
は
適
当
な
量
の
肉
と
野
菜
を
ふ
く
む
必
要
が
あ
る
。
毎
日
、
大
量
の
野
菜
や
．
〈
ン
と
一
緒
に
、
滋
養
の
あ
る
肉
を
た
べ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
う
ま
い
肉
汁
や
ミ
ル
ク
が
朝
食
や
夕
食
に
も
っ
と
も
よ
い
。
飲
み
物
は
ア
ル
コ
ー
ル
分
の
す
ぐ
な
い
ビ
ー
ル
、
あ
る
い

は
ミ
ル
ク
、
水
が
よ
い
。
し
か
し
、
ワ
イ
ン
や
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
つ
よ
い
飲
朶
物
は
一
滴
た
り
と
も
口
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
乳
母

（
別
）

に
エ
ー
ル
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
を
与
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
こ
ど
も
に
与
え
る
に
等
し
い
。
ど
ん
な
結
果
に
な
る
か
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
６
）

冒
旨
写
皇
ら
（
乞
認
）
に
よ
る
と
一
七
二
○
年
と
も
い
う
。

（
皿
）

瞥
筐
（
ら
３
）
は
一
七
四
一
年
に
開
設
さ
れ
た
と
の
べ
て
お
り
、
”
自
ら
③
ｌ
堕
一
（
〕
員
（
岳
霞
）
は
最
初
の
入
院
児
を
む
か
え
た
の
が
、
一
七
四
一
年

（
配
）
（
通
）

で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
阜
命
く
島
画
冒
（
ら
急
）
は
一
七
四
五
年
に
完
成
し
、
開
院
し
た
と
の
べ
る
な
ど
、
設
立
年
次
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
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(R)Still:Op.cit.p501

(SI)Rendle-ShOrt,M.,andJ・Rendle-Short:TheFatherofChildCare,LilbofWilliamCadoogan,Bristol,1966,p.12

On$(AnEssayuponNursing''writtenbyW.Cadogan

YasuakiFUKASE,M､，．

"AnEssayuponNursingandtheManagementofChildren''writtenbyDr.WilliamCadogan(1711-1797)wasPublished

inl748andisscentobeachild-rearingbookfilledwithreasonableandnaturalmethodsofnursing･TheEssayisan

importantlandmarkinthehistoryofinftmtmanagement.Cadoganwrotealetterinwhichidealsandinstructionfbrnursing

andmanagementofchildrenareminutelymentionedtooneofthegovernorsoftheFoundlingHospitalofLondonandthis

letterwaspublishedasonevolumebyorderoftheGeneralCommitteeoftheFoundlingHospital.
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（
ぬ
函
）

Ｈ
【
の



（
１
）

本
邦
に
お
け
る
帝
王
切
開
術
（
以
下
帝
切
と
略
す
）
の
歴
史
は
、
秩
父
の
伊
古
田
純
道
と
岡
部
均
平
が
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
四
月
二
十
五

日
に
施
行
し
た
時
ま
で
棚
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）

小
川
鼎
三
博
士
に
よ
れ
ば
、
本
邦
に
お
け
る
帝
王
切
開
術
の
最
初
の
記
載
が
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
の
日
付
の
序
文
を
有
す
る
伏
屋
素
狄

の
「
和
蘭
医
話
」
の
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
帝
切
は
一
八
○
○
年
代
の
初
頭
に
日
本
の
医
師
の
間
に
知
れ
渡
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）

し
か
し
伊
古
田
純
道
ら
の
帝
切
は
、
も
ち
ろ
ん
無
麻
酔
で
あ
り
、
全
身
麻
酔
下
の
帝
切
は
明
治
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
従
来
、
全
身
麻

酔
下
に
帝
切
が
行
わ
れ
た
の
は
明
治
十
八
年
の
大
森
お
よ
び
池
田
の
症
例
が
最
初
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
池
田
が
こ
の
症
例
を
ド
イ
ツ
語

で
ド
イ
ツ
の
医
学
雑
誌
に
発
表
し
た
た
め
、
日
本
の
医
師
の
間
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
来
た
。

（
４
）

し
か
し
実
際
に
は
こ
れ
よ
り
六
年
前
の
明
治
十
二
年
十
二
月
に
は
横
浜
で
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
な
ど
外
国
人
医
師
に
よ
る
全
身
麻
酔
下
の
帝
切
が

行
わ
れ
た
こ
と
は
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

以
下
明
治
以
降
の
帝
切
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
、
帝
切
の
語
史
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

一
、
は
じ
め
に

本
邦
に
お
け
る
明
治
前
半
の
帝
王
切
開
術

ｌ
と
く
に
全
身
麻
酔
下
の
帝
王
切
開
術
に
つ
い
て
Ｉ

纈
霜
議
灘
一
誌
蕊
需
曙
和
五
十
三
年
五
月
十
九
日
受
付

松
木
明
知
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（
５
）

六
角
謙
吉
は
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
に
よ
る
帝
切
例
を
明
治
十
三
年
一
月
十
日
に
報
告
し
て
い
る
（
図
１
）
。

患
者
は
横
浜
の
オ
ラ
ン
ダ
領
事
館
の
書
記
官
ワ
ン
デ
ポ
ー
氏
の
妻
が
二
十
六
歳
で
初
産
で
あ
っ
た
。
明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
陣
痛
が

始
っ
て
も
胎
児
を
娩
出
で
き
な
い
た
め
、
医
師
ホ
ウ
ィ
ー
レ
ル
が
診
察
し
た
と
こ
ろ
骨
盤
狭
窄
と
判
明
し
た
。
医
師
シ
モ
ン
と
相
談
し
、
穿
頗

術
を
試
糸
る
も
不
成
功
に
終
っ
た
。
午
後
四
時
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
が
招
か
れ
た
。
診
察
の
結
果
直
ち
に
「
セ
セ
リ
ア
ン
術
」
を
施
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
診
断
さ
れ
、
同
家
で
手
術
が
行
わ
れ
た
。

＝ ＝ ＝＝＝＝

■
■
８
１
０
０
２
Ⅱ
０
ざ
Ｅ
ｆ
Ｉ
０
■
Ｊ
ｌ
Ｉ
２
。
０
，
０
ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ
咄
ｆ
４
ｊ
１
０
ｌ
Ⅱ
Ｌ
，
‐
１
１
‐
Ｉ
３
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
４
Ｉ
Ｉ
０
０
ｆ
ｌ
Ｐ
Ｉ
ｌ
１
１
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
９
１
．
１
凸
。
‐
６
‐
１
１
１
‐
ｉ
１
１
４
Ｄ
１
１
ｉ
，
Ｉ
０
６
４
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
‐

多
少
共
荊
勢
チ
砿
汲
ス
ル
域
朝
肋
破
ジ
ン
是
一
小
．
恥
ナ
リ
ト
雌
田
何
脚
ダ
ル
者
ハ
術
。
之
チ
服
脾

シ
テ
敢
一
天
忽
也
・
弓
ス
可
戴
皇
犬
凡
ソ
将
川
ハ
勉
メ
テ
忠
考
ノ
飲
食
嗜
好
等
二
注
窓
シ
思
老
嗜
好
ス

ル
所
〃
物
、
明
犬
害
逓
此
者
・
二
非
し
飛
槻
。
恋
剣
シ
軒
典
フ
ル
チ
可
聯
式
唯
従
二
擢
生
上
砂
理
流

試
拘
捉
遼
テ
其
嗜
好
式
叫
物
チ
雌
禁
以
以
テ
之
ヲ
典
鵠
ザ
舶
力
加
読
糾
却
宏
之
チ
不
可
ナ
リ
非
ネ

畢
寛
患
巻
ノ
嗜
好
式
恐
所
弘
城
品
ハ
川
チ
典
艸
体
・
１
迩
聴
メ
ペ
キ
者
士
以
乃
力
竺
以
下
次
耽
謡
舛

姓
増
．
流
○
セ
、
リ
了
ソ
術
聯
施
・
ン
燕
ル
報
告
和
漁
驚
諏
．
ゞ
．
“
ふ
：
一
橋
減
．
・
・
・
．
、
揃
六
燭
脈
吉
裁
謹
跳
錦
・

’
１

明
浦
説
二
年
十
．
二
月
二
十
烈
日
在
擶
撹
測
聞
剛
群
訊
宵
ソ
ゾ
デ
般
打
氏
〆
斐
年
齢
二
手
上
ハ
期
賦
弧

壯
初
産
妊
娠
月
漁
チ
分
娩
唇
臨
塾
誰
倣
尊
常
ｊ
↓
藷
シ
〃
一
般
柵
昆
異
永
ル
筑
争
錆
雌
魁
時
隼
經
ア

陳
摘
綱
讃
・
而
域
断
兇
チ
娩
出
菫
孟
能
ハ
ス
囚
矛
慢
雑
ド
ル
才
ゥ
邪
ｉ
レ
ル
氏
蜘
指
繋
臆
内
汽
挿

入
祷
以
テ
共
産
路
手
翰
ス
孝
二
釜
骨
盤
ノ
ロ
孤
普
縫
快
侭
二
ソ
〈
伍
昌
謂
溝
入
‐
と
蕊
易
喜
娩
出

Ⅱ
Ⅲ
岫
川
抑
刈
洲
川
咄

溌
誤
・
ガ
ラ
ザ
疋
ヲ
以
一
〆
肘
ク
ド
た
シ
モ
ソ
氏
卜
諜
皿
穿
帥
術
ヲ
試
ム
腿
。
迭
誤
二
・
果
渉
ズ
午
后
四
時

１
１

頃
為
至
如
又
臘
シ
ト
ル
ヱ
ル
ド
ソ
イ
ヂ
氏
チ
招
ク
氏
（
．
此
報
ヲ
排
汁
ャ
Ⅲ
十
幕
泡
、
１
．
万
潔
術
一
独

二
、
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
ら
に
よ
る
帝
切

図1

手
術
者
は
ホ
ウ
ィ
ー
レ
ル
、
エ
ル
ド
レ
イ
ヂ

の
二
人
、
助
手
は
シ
モ
ン
、
ロ
ー
ド
と
報
告
者

の
六
角
謙
吉
の
三
人
で
あ
っ
た
。

六
時
四
十
分
に
ま
ず
迷
滕
薬
を
吸
入
せ
し

め
、
膳
の
や
や
上
か
ら
恥
骨
上
ま
で
皮
膚
切
開

を
加
え
次
い
で
子
宮
を
切
開
し
て
男
児
を
取
り

出
し
た
。
子
宮
収
縮
は
良
好
で
あ
っ
た
。
子

宮
、
創
口
を
縫
合
し
、
リ
ス
テ
ル
の
防
腐
乾
綿

紗
で
創
部
を
覆
っ
た
。
手
術
時
間
は
二
十
分
で

あ
っ
た
。
モ
ル
ヒ
ネ
を
皮
下
注
射
し
て
、
術
後

の
創
部
痛
に
対
処
し
、
安
静
を
得
た
。

六
角
の
論
文
に
は
術
後
第
一
日
の
十
二
月
二
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⑤
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Ｈ
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シ
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ス
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脈
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明
か
と
な
っ
た
。

（
４
）

も
「
穿
願
術
」
を
試
み
た
後
だ
け
に
当
然
死
亡
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
石
原
博
士
も
死
亡
と
断
定
し
て
い
る
。

（
刀
）

し
か
し
、
明
治
二
十
年
の
ホ
ウ
ィ
ー
レ
ル
の
論
文
中
に
「
ド
ク
ト
ル
エ
ル
ド
リ
ッ
チ
氏
及
ド
ク
ト
ル
ホ
ウ
ィ
ラ
ル
両
氏
十
年
前
此
法
二
由
テ

此
術
ヲ
行
上
良
結
果
ヲ
得
今
尚
母
子
健
全
ナ
リ
ト
云
う
」
と
い
う
条
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
児
は
死
亡
し
た
の
で
は
な
く
、
救
命
さ
れ
た
こ
と
が

1･
－

ス凡
寸二
"11
十）|ザ
シ三合

Ⅲ分
。純

オ､l也
僻ソ．
ゴj：1．

ラ．メ

卿乃
シ・1－

姓産
対婆
。ナ

野招
ブノキ
ヲ･術
介ナ
シ錐

チ岫
描引
榔セ
シシ

冷ヌ
M.Wf
沈司、
チ白

施線
彰チ

.l上樅
1Liif
盾ス
刀ル
チ大

以約
テ五

脱雌
雌ルiII
テ動
穿豚

一
亨
伽
肺
祁
肪
ノ
雅
批
｝
一
・
曲
ル
ヵ
懐
雄
期
慨
三
浦
千
去
七
藻
丙
典
岬
潔
ニ
ゴ
》
諦
群
千
打
炭
瀧
氷
チ
批
伽
。
》
迷
朧
半
ァ

Ｆ
ＪＩげ

（
６
）

麻
酔
に
関
し
て
は
、
単
に
「
迷
檬
薬
」
と
あ
る
が
、
術
者
の
一
人
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
が
発
行
し
た
「
近
世
医
説
」
の
記
載
な
ど
か
ら
考
盧
す
れ

口十
淋
推
子
芦
沿
》
ゴ
之
チ
猫
Ⅲ
ザ
子
侮
．
韮
式
祁
上
之
チ
善

維
猟
学
徐
々
。
創
口
ヨ
リ
貼
兇
チ
挟
出
シ
防
噸
海
綿
全
一

以
テ
丁
揮
二
子
樹
内
チ
拭
上
鵬
線
亘
テ
縫
合
ス
五
日
佃
茎

温
三
十
九
庇
忠
姉
那
生
ノ
理
ァ
．
１
午
午
後
全
身
惟
悪
豚
言

図'2

十
六
日
よ
り
一
月
一
日
ま
で
の
朝
夕

の
体
温
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
カ

氏
で
一
○
○
’
一
○
○
・
八
の
間
に

あ
り
、
第
七
日
目
に
半
抜
糸
し
て
い

プ
（
》
○

六
角
は
最
後
に
「
此
手
術
ノ
如
キ

ハ
本
邦
二
於
テ
吾
輩
ノ
未
タ
見
聞
セ

ザ
ル
所
ナ
ル
カ
ュ
ヘ
ニ
直
チ
ニ
之
ヲ

報
道
ス
其
結
果
如
何
〈
尚
他
日
ヲ
俟

テ
之
ヲ
報
告
ス
可
シ
」
と
記
し
て
い

る
が
、
実
際
に
は
報
告
し
な
か
っ
た

模
様
で
あ
る
。

児
に
つ
い
て
は
、
単
に
「
男
児
ナ

リ
」
と
の
桑
記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
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しず
、

千 戸 ･

'%10
背

明
治
二
十
八
年
四
月
に
福
岡
で
施
行
さ
れ
た
大
森
と
池
田
に
よ
る
廠
痕
性
膣
狭
窄
に
対
す
る
帝
切
に
つ
い
て
は
す
で
に
石
原
博
士
に
よ
り
紹

（
８
）

介
さ
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。
彼
ら
が
守
局
胃
の
局
固
目
“
ｏ
胃
署
。
ｇ
ｇ
ぃ
。
冒
岸
に
投
稿
し
た
た
め
、
同
年
十
月
に
な
っ
て
掲
載
さ
れ
、
そ

の
た
め
彼
等
の
業
績
が
余
り
日
本
で
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
と
云
わ
れ
た
。

し
か
し
、
大
森
、
池
田
は
そ
れ
を
中
外
医
事
新
報
社
お
よ
び
東
京
医
事
新
報
社
に
送
っ
た
た
め
、
各
社
は
同
年
末
の
雑
誌
に
翻
訳
し
て
掲
載

「
カ
イ
ゼ
ル
シ
ュ
’
一
ツ
ト
」
以
外
に
救
助
の
方
法
は
な
い
と
考
え
、
午
後
八
時
か
ら
手
術
を
施
行
し
た
。
迷
檬
薬
を
吸
入
せ
し
め
て
か
ら
手

術
を
開
始
し
、
胎
児
を
取
り
出
し
た
。
母
は
術
後
三
十
九
度
の
高
熱
、
呼
吸
困
難
が
少
し
続
い
た
が
、
利
尿
は
つ
い
て
い
た
。
そ
の
後
一
時
軽

快
し
た
が
、
遂
に
二
日
目
の
六
日
午
後
九
時
に
異
常
痙
筆
と
呼
吸
困
難
を
訴
え
て
死
亡
し
た
。
児
に
つ
い
て
は
何
ら
記
載
が
見
ら
れ
な
か
っ
た

が
死
亡
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

温
三
十
九
度
で
あ
っ
た
。

ぱ
、
こ
れ
は
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
と
見
て
差
し
支
え
が
な
か
ろ
う
。

本
症
例
は
外
国
人
医
師
が
外
国
人
に
対
し
て
施
行
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
日
本
に
お
け
る
最
初
の
全
身
麻
酔
下
の
帝
切
で
あ
ろ
う
。

松
浦
千
里
は
明
治
十
五
年
七
月
四
日
下
総
香
取
郡
仕
原
村
の
二
十
五
歳
の
産
婦
に
行
っ
た
帝
切
例
を
報
告
し
て
い
る
（
図
２
）
。
患
者
は
五
歳

の
時
僅
麻
質
私
（
リ
ュ
ー
マ
チ
）
に
罹
患
し
、
化
膿
性
左
股
関
節
炎
と
な
り
、
大
腿
骨
頭
は
脱
臼
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。

妊
娠
し
分
娩
に
及
ん
で
脱
臼
し
た
骨
頭
の
た
め
産
道
が
圧
迫
さ
れ
、
子
宮
口
は
僅
か
に
一
指
開
大
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
脈
拍
は
百
二
十
、
体

四
、
大
森
、
池
田
に
よ
る
帝
切

（
ワ
ー
）

三
、
松
浦
千
里
に
よ
る
帝
切
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両
者
は
殆
ど
同
一
で
あ
る
が
、
患
者
属
。
§
ａ
ｓ
を
中
外
医
事
新
報
で
は
「
小
田
歌
」
と
し
、
東
京
医
事
新
報
誌
で
は
「
古
田
ゥ
タ
」
と

し
て
い
る
。
い
ず
れ
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
症
例
で
は
母
児
共
に
救
命
さ
れ
た
。

な
お
大
森
、
池
田
は
明
治
十
八
年
か
ら
二
十
年
の
間
に
約
七
十
例
の
開
腹
術
を
施
行
し
、
そ
の
中
五
十
例
は
卵
巣
の
疾
患
で
あ
っ
た
。
彼
等

（
、
）
（
皿
）
（
７
）

は
そ
の
結
果
を
再
び
厚
壗
冒
の
局
固
冒
吻
。
胃
芝
ｏ
ｇ
ｇ
ぃ
。
胃
鼻
に
投
稿
し
、
そ
の
日
本
語
訳
は
医
事
新
聞
の
三
百
二
十
八
号
以
下
三
回
に
わ
た

（
皿
）

っ
て
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
手
術
に
際
し
て
は
消
毒
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
池
田
は
再
び
明
治
二
十
七
年
二
十
九
歳
の

膣
狭
窄
の
産
婦
に
対
し
て
ポ
ロ
ー
の
手
術
を
行
い
、
母
児
共
に
救
っ
た
症
例
を
報
告
し
て
い
る
。
彼
ら
が
極
め
て
精
力
的
に
仕
事
を
し
た
こ
と

が
こ
れ
ら
の
報
告
に
よ
っ
て
も
十
分
に
理
解
さ
れ
る
。

三
十
一
歳
の
一
回
の
経
産
婦
で
前
回
の
難
産
に
よ
る
膣
狭
窄
の
た
め
帝
切
を
施
行
し
た
。
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
麻
酔
下
で
古
典
的
縦
切
開
を
行
っ

た
。
手
術
時
間
は
二
時
間
で
あ
っ
た
。
産
婦
は
不
幸
に
し
て
術
後
死
亡
し
た
が
、
児
は
生
育
し
た
と
編
者
が
附
記
し
て
い
る
。
な
お
当
時
外
国

の
帝
切
の
死
亡
率
は
ア
メ
リ
カ
三
十
三
％
、
イ
タ
リ
ー
八
十
七
％
、
イ
ギ
リ
ー
〈
五
十
％
な
ど
で
、
平
均
す
る
と
一
六
○
五
人
中
死
亡
し
た
の
は

八
六
七
人
で
、
五
十
四
％
で
あ
っ
た
と
い
う
。

いー一

た病
◎崩予

ハ
イ
テ
ン
（
君
．
ぐ
自
身
筍
国
⑦
乱
目
の
靴
）
は
大
森
ら
の
手
術
に
遅
れ
る
こ
と
三
月
の
明
治
十
八
年
七
月
二
十
三
日
に
東
京
大
学
医
学
部
第

（
狸
）

病
院
で
帝
切
を
施
行
し
宮
下
が
報
告
し
た
。
宮
下
は
、
六
角
、
松
浦
、
大
森
ら
の
帝
切
を
全
く
知
ら
ず
、
本
症
が
本
邦
の
第
一
例
と
考
え
て

（
恥
）

ハ
イ
テ
ン
に
よ
る
帝
切
に
遅
れ
る
こ
と
約
四
カ
月
の
明
治
十
八
年
十
一
月
二
十
一
日
、
熊
本
県
の
人
吉
で
人
吉
病
院
長
石
井
と
宮
原
勝
次
が

五
、
ハ
イ
テ
ン
に
よ
る
帝
切

六
、
宮
原
に
よ
る
帝
切
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明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
、
横
浜
で
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
ら
と
帝
切
を
施
行
し
た
ホ
ウ
ィ
ラ
ル
は
、
約
十
年
後
の
明
治
二
十
一
年
五
月
に
神

（
巧
）

奈
川
の
十
全
病
院
で
四
十
一
歳
の
産
婦
の
帝
切
を
行
っ
た
。
報
告
者
は
ホ
ウ
ィ
ラ
ル
と
福
田
啓
造
で
あ
っ
た
。

横
位
の
た
め
、
分
娩
が
進
行
せ
ず
、
切
胎
術
も
強
度
な
子
宮
収
縮
の
た
め
不
可
能
で
、
結
局
帝
切
を
行
っ
た
。
術
者
は
ホ
ウ
ィ
ラ
ル
で
、
助

手
は
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
と
福
田
啓
造
で
あ
っ
た
。
麻
酔
薬
は
記
し
て
い
な
い
が
、
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
ら
し
く
、
古
典
的
帝
切
を
行
っ
た
。
胎
児
は

す
で
に
死
亡
し
て
い
た
。
術
後
一
時
創
部
の
化
膿
の
た
め
発
熱
が
見
ら
れ
た
が
、
五
十
六
日
目
に
治
癒
退
院
し
た
。

前
で
も
述
べ
た
が
、
本
論
文
に
よ
っ
て
明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
、
ホ
ウ
ィ
ラ
ル
ら
の
行
っ
た
帝
切
で
母
児
共
に
救
わ

れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
歳
の
未
婚
の
産
婦
。
妊
娠
十
ヵ
月
で
陣
痛
始
る
も
分
娩
せ
ず
、
宮
原
が
需
め
に
応
じ
て
往
診
し
た
時
に
は
す
で
に
破
水
し
、
児
心
音
は

聴
取
不
能
で
あ
っ
た
。
骨
盤
狭
窄
に
加
え
て
両
側
股
関
節
の
運
動
障
害
の
た
め
、
胎
児
切
胎
術
な
ど
を
試
み
た
が
、
成
功
せ
ず
、
遂
に
帝
切
に

踏
象
き
っ
た
。

帝
切
を
施
行
し
た
。

麻
酔
は
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
を
用
い
、
古
典
的
帝
切
を
行
っ
た
。
手
術
時
間
は
二
時
間
。
し
か
し
母
は
翌
二
十
二
日
午
前
九
時
カ
ン
フ
ル
注
射

に
も
拘
ら
ず
心
臓
麻
揮
で
死
亡
し
た
。

（
略
）

柴
田
耕
一
、
山
崎
増
造
は
明
治
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日
、
静
岡
県
掛
川
病
院
で
帝
切
を
行
っ
た
。

一
九
歳
の
女
性
で
、
妊
娠
八
ヵ
月
。
腔
腔
が
殆
ん
ど
盲
管
に
終
っ
て
い
る
程
の
狭
窄
の
た
め
、
帝
切
の
適
応
と
な
っ
た
。

八
、
柴
田
、
山
崎
に
よ
る
帝
切

七
、
ホ
ウ
ィ
ラ
ル
に
よ
る
帝
切
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胎
児
は
一
六
八
○
グ
ラ
ム
で
、
呼
吸
困
難
は
シ
ュ
ル
チ
ェ
ー
氏
の
蘇
生
法
を
試
み
、
漸
く
一
時
は
成
功
し
た
が
、
生
後
十
一
日
に
哺
乳
力
微

弱
の
た
め
死
亡
し
た
。
母
は
術
後
の
経
過
良
好
で
、
術
後
四
十
八
日
で
全
治
退
院
し
た
。

こ
の
中
で
柴
田
は
「
ゼ
ク
チ
オ
ッ
ェ
ザ
レ
ア
」
の
語
源
に
言
及
し
、
一
蓋
シ
「
ツ
ェ
ザ
レ
ア
」
〈
帝
王
ノ
義
ニ
ァ
ラ
ス
「
ツ
ェ
ー
ド
ー
」
私

ガ
切
ル
ョ
リ
来
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
記
し
、
シ
ー
ザ
ー
と
全
く
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

の
た
め
、

ら
れ
た
。

大
阪
緒
方
病
院
の
緒
方
正
渭
と
福
井
繁
子
は
明
治
二
十
七
年
十
月
七
日
に
三
十
三
歳
の
一
回
経
産
婦
に
ポ
ロ
ー
の
手
術
を
行
っ
た
。
前
回
の

分
娩
が
難
産
で
、
そ
の
た
め
膣
狭
窄
を
来
た
し
、
そ
の
た
め
帝
切
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

患
者
は
フ
ェ
ー
ル
ブ
リ
ソ
ゲ
ル
法
で
消
毒
し
、
手
術
を
開
始
し
た
が
、
麻
酔
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

子
宮
を
開
い
て
象
る
と
児
は
す
で
に
死
亡
し
て
い
た
。
図
３
に
示
す
ご
と
く
、
子
宮
を
摘
除
し
子
宮
の
頸
部
周
囲
と
腹
膜
を
カ
ッ
ト
グ
ー
ト

で
縫
合
し
、
子
宮
断
端
を
腹
膜
外
に
出
し
た
。
切
断
面
の
粘
膜
は
と
く
に
。
〈
ク
レ
ン
で
焼
灼
し
た
。
後
に
断
端
は
脱
落
し
、
謄
状
と
な
っ
た
。

十
一
月
五
日
に
全
治
退
院
し
た
。

公
立
長
野
病
院
の
今
井
政
公
院
長
と
吉
沢
義
夫
医
員
は
明
治
二
十
七
年
四
月
七
日
、
妊
娠
十
四
ヵ
月
、
陣
痛
様
の
痛
後
満
三
ヵ
月
以
上
経
過

し
た
二
十
三
歳
の
農
婦
に
対
し
て
開
腹
術
を
行
っ
た
。

患
者
は
排
尿
後
、
入
浴
し
、
清
潔
な
衣
服
を
着
用
し
て
手
術
室
に
入
っ
た
。
麻
酔
は
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
吸
入
せ
し
め
た
が
、
患
者
が
飲
酒
家

た
め
、
麻
酔
の
導
入
に
二
十
分
要
し
た
。
古
典
的
帝
切
で
、
子
宮
を
切
開
し
た
と
こ
ろ
、
胎
児
は
第
一
位
を
取
り
し
か
も
腰
帯
纒
絡
が
認
め

JT
／u

，

（
卯
）

十
、
今
井
に
よ
る
帝
切

（
蛸
）

緒
方
に
よ
る
ポ
ロ
ー
氏
帝
切
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一三四一 塾三十五百三節報新邪啓外中

「
１
１
１

○
鼎
ロ
ー
」
氏
帝
王
切
開
術
チ
施
シ
胆
膜
外
二
鹿
髄
シ
”
兎
論
職
（
承
前
）

．

・
鯉
一
識
鋤
訓
諏
郷
‐

以
上
二
圃
弩
ケ
ッ
ト
ゲ
ッ
ト
‐
寡
以
テ
腹
膜
チ
縫
合
セ
ル
チ
示
ス

第

第
一
回

二

岡

線
ノ
部
二
於
テ
聴
取
久
共
敵
百
五
十
至
チ
算

式外
陰
部
ノ
砿
育
可
良
陰
毛
ノ
發
生
中
等
ニ
シ
テ

大
陰
暦
《
左
右
雨
側
共
一
一
和
ャ
淨
川
シ
小
陰
唇

八
鞍
育
中
等
ナ
リ
腱
入
口
《
周
壁
相
密
接
シ
鹿

女
膜
全
〃
峡
投
弐
後
連
合
ノ
部
二
於
テ
破
裂
チ

認
ム
小
陰
唇
チ
左
右
一
一
披
脇
ス
ル
汗
ハ
腱
入
口

心

ハ
淵
斗
舩
テ
ナ
ジ
前
雌
壁
和
ャ
脱
出
琴
テ
露
ハ

ル
共
粘
脱
ハ
和
ャ
貧
血
ノ
壯
チ
呈
〆

内
診
メ
ル
’
一
雁
笹
ハ
四
仙
迷
ノ
長
ナ
チ
右
ダ

涌
斗
状
ノ
盲
端
チ
以
一
プ
雁
ル
共
末
鵡
部
《
上
下

一
一
行
走
セ
ル
所
ノ
結
締
職
ノ
索
状
物
チ
現
ハ
ス

腺
粘
膜
ハ
滑
澤
一
一
シ
テ
談
塗
ナ
ク
振
痕
紐
織
ノ

状
チ
呈
弐
症
脳
ヨ
リ
核
ス
ど
一
子
宮
雌
部
ハ
鯛

知
ス
ル
可
能
《
式
而
ジ
テ
下
脚
一
一
於
一
プ
ハ
浮
肌

チ
面
エ
メ

患
潅
ノ
身
曇
竹
雄
ノ
諾
征
線
《
左
ノ
如
ジ

嵯

身
量
百
四
十
二
仙
迷
前
上
練
一

仙
迷
心
腸
特
桶
二
十
五
・
五
仙
迷

二

十
三

図3
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麻
酔
は
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
で
開
腹
し
、
次
い
で
羊
水
五
○
○
○
“
が
送
出
し
、
腹
腔
か
ら
二
八
八
○
グ
ラ
ム
の
女
児
の
屍
を
摘
出
し
た
。
全

身
の
皮
膚
は
剥
離
し
て
緑
褐
色
を
呈
し
て
い
た
。

産
婦
は
術
後
瘻
孔
を
形
成
し
た
が
漸
次
狭
少
と
な
り
、
遂
に
四
十
日
に
退
院
し
た
。

手
術
に
踏
み
切
っ
た
。

二
十
五
歳
の
膣
狭
窄
の
産
婦
に
対
し
て
ポ
ロ
ー
の
手
術
を
施
行
し
た
。
明
治
三
十
年
二
月
二
十
七
日
よ
り
陣
痛
が
始
っ
た
が
、
内
診
で
膣
よ

り
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
所
で
殆
ん
ど
盲
端
に
終
っ
て
お
り
、
中
央
に
小
孔
を
有
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

翌
二
十
八
日
に
な
っ
て
陣
痛
は
益
々
増
強
し
た
が
児
頭
は
下
降
せ
ず
、
膣
の
状
態
に
は
全
く
改
善
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
遂
に
ポ
ロ
ー
の

麻
酔
に
つ
い
て
は
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
児
は
娩
出
後
三
十
分
の
人
工
呼
吸
後
漸
く
蘇
生
し
た
。

（
８
．
９
）

膣
の
断
端
は
従
来
の
大
森
、
池
田
の
ポ
ロ
ー
の
手
術
以
来
、
い
ず
れ
も
腹
膜
外
に
処
置
さ
れ
て
い
た
が
、
本
症
例
で
は
腹
腔
内
に
処
置
さ
れ

た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
術
後
六
十
四
日
に
母
児
共
無
事
退
院
し
た
。

以
上
が
明
治
に
入
っ
て
か
ら
三
十
年
に
至
る
ま
で
の
帝
切
の
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
五
年
に
は
ハ
ワ
イ
日
本
人
病
院
の
日
本
人
医

（
躯
）

師
毛
利
伊
賀
と
小
林
参
三
郎
が
、
帝
切
四
症
例
を
経
験
し
、
東
京
医
事
雑
誌
一
二
八
○
号
に
報
告
し
て
い
る
。

小
川
鼎
三
博
士
に
よ
れ
ば
、
伏
屋
素
狄
は
初
め
帝
切
を
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ま
ま
「
ケ
イ
ヅ
ル
レ
ー
キ
ス
ネ
ー
」
と
記
載
し
た
。
し
か
し
江
戸
時

代
に
は
「
帝
切
」
の
訳
語
は
と
く
に
特
定
の
も
の
は
な
く
幕
末
に
至
っ
て
「
剖
産
術
」
の
訳
語
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。

（
５
）

「
剖
産
術
」
な
る
語
は
一
般
的
で
な
く
、
明
治
十
二
年
の
六
角
の
報
告
で
は
「
セ
セ
リ
ァ
ン
術
」
と
し
て
（
）
の
中
に
「
裁
腹
術
」
と
あ

（
虹
）

十
一
、
熊
谷
に
よ
る
ポ
ロ
ー
の
手
術

十
二
、
帝
切
の
語
史
学
的
考
察

320（32）



て酔
も右下明

の 術さ っ司
と以れた明一同ポ

り
、

な
お
本
稿
の
要
旨
は
昭
和
五
十
三
年
三
月
第
七
十
九
回
日
本
医
史
学
会
（
宮
崎
）
で
発
表
し
た
。

文
献

（
１
）
石
原
力
日
本
に
お
け
る
産
科
学
の
発
達
と
帝
王
切
開
、
産
婦
人
科
の
世
界
二
四
巻
一
○
八
七
頁
昭
和
四
七
年

（
２
）
小
川
鼎
三
江
戸
時
代
の
帝
王
切
開
産
婦
人
科
の
世
界
二
四
巻
一
○
七
三
頁
昭
和
四
七
年

治
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
の
横
浜
で
施
行
さ
れ
た
ホ
イ
ー
ラ
ル
、
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
ら
に
よ
る
帝
切
の
症
例
は
、
本
邦
で
最
初
の
全
身
麻

帝
切
で
あ
っ
た
。
麻
酔
は
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
。
手
術
は
二
十
分
で
終
了
し
、
母
児
共
に
健
全
で
あ
っ
た
。

の
症
例
以
下
明
治
三
十
年
ま
で
に
本
邦
で
施
行
さ
れ
た
帝
切
症
例
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
と
共
に
、
「
帝
王
切
開
術
」
の
語
史
に
つ
い

後
徐
禽
に
星

考
え
ら
れ
る
。 （

７
）
（
９
）

松
浦
の
報
告
で
は
「
カ
イ
ゼ
ル
シ
ュ
ニ
ッ
ト
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
八
年
の
大
森
、
池
田
の
帝
切
は
「
ポ
ル
ロ
ー
氏
切
開
術
」

（
加
）

ル
ロ
ー
氏
帝
王
切
開
術
」
と
日
本
語
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
妬
、
’
四
）

じ
く
明
治
十
八
年
の
宮
下
の
報
告
で
は
「
国
帝
切
開
術
」
な
る
語
が
使
用
さ
れ
、
翌
明
治
十
九
年
’
二
十
五
年
の
文
献
で
ば
「
国
帝
切
開

ま
た
は
「
国
帝
裁
開
術
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

治
二
十
五
年
か
ら
三
十
五
年
に
か
け
て
の
文
献
で
は
「
帝
王
切
開
」
、
「
帝
裁
開
」
と
「
帝
王
・
…
：
」
が
漸
く
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
に
至

・
日
本
婦
人
科
学
会
第
一
巻
を
通
覧
し
て
も
「
帝
王
切
開
術
」
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
未
だ
「
国
帝
裁
開
術
」
の
語
も
散
見

（
３
）

、
佐
藤
恒
二
が
大
正
四
年
に
、
伊
古
田
純
道
の
事
蹟
を
報
告
し
た
際
に
は
「
国
帝
裁
開
術
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。

後
徐
禽
に
「
帝
王
切
開
術
」
が
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
末
年
に
は
殆
ん
ど
「
帝
王
切
開
術
」
と
な
り
、
今
日
に
至
っ
た
も

言
及
し
た
。

結
語
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（
犯
）
今
井
政
公
、
吉
沢
義
夫
腹
腔
一
一
於
ケ
ル
帝
裁
開
ノ
治
癒
実
験
東
京
医
事
新
誌
八
九
七
（
九
九
五
頁
）
、
八
九
八
号
（
一
○
五
五
頁
）
明
治
二

十
八
年
六
月
八
日
、
六
月
十
五
日

ａ
）
遠
藤
三
千
二
ポ
ル
ロ
ー
ノ
手
術
ノ
治
験
岡
山
医
学
会
雑
誌
九
四
号
三
六
七
頁
明
治
三
十
年
十
一
月
三
十
日

佐
藤
恒
二
我
邦
二
於
ケ
ル
最
初
国
帝
裁
開
術
日
本
婦
人
科
学
会
雑
誌
十
巻
二
八
七
頁
大
正
四
年

石
原
力
本
邦
初
の
帝
王
切
開
臨
床
医
学
新
聞
一
六
九
号
昭
和
四
九
年
三
月

六
角
謙
吉
セ
セ
リ
ア
ン
術
ヲ
施
シ
タ
ル
報
告
東
京
医
事
新
誌
九
四
号
明
治
十
三
年
一
月
十
日

松
木
明
知
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
の
「
近
世
医
説
第
一
号
」
に
つ
い
て
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
巻
五
四
頁
昭
和
五
十
三
年

松
浦
千
里
奇
形
妊
婦
二
「
カ
イ
ゼ
ル
シ
ュ
’
一
ツ
ト
」
ヲ
施
シ
タ
ル
治
験
医
事
新
聞
七
三
号
十
一
頁
明
治
十
六
年
一
月
十
五
日

○
日
目
）
国
．
巨
．
岸
。
§
』
】
．
》
国
目
⑦
汗
昌
。
８
の
い
目
３
目
呂
呼
弓
。
、
罵
尉
旨
の
壗
匿
目
吻
呂
。
君
。
。
胃
昌
ｏ
胃
岸
圏
（
陰
）
》
患
輿
忌
》
○
陣
。
耳

木
森
治
豊
、
池
［

大
森
治
豊
、
池
吊

国
．
○
日
○
国
璽
匡
臼

田
の
び
門
巨
”
夢
胃
、
の
○

大
森
治
豊
、
池
田
陽
一
卵
巣
手
術
五
十
回
ノ
報
告
医
事
新
聞
三
百
二
十
八
号
明
治
二
十
三
年
五
月
七
日

池
田
陽
一
ポ
ル
ロ
ー
氏
式
国
帝
裁
開
術
ヲ
施
シ
テ
母
子
共
二
安
全
ナ
リ
シ
再
度
ノ
治
験
中
外
医
事
新
報
三
百
三
十
三
号
、
三
百
三
十
四
号

明
治
二
十
七
年
二
月
五
日
二
月
二
十
日

宮
下
俊
吉
医
学
部
第
一
病
院
二
於
テ
施
行
シ
タ
ル
国
帝
切
開
術
東
京
医
事
新
誌
三
百
八
十
五
号
明
治
十
八
年
八
月
十
五
日

宮
原
勝
次
国
帝
切
開
術
治
験
中
外
医
事
新
報
百
四
十
一
号
明
治
十
九
年
二
月
十
日

宮
原
勝
次
国
帝
裁
開
術
治
験
東
京
医
事
新
誌
四
○
七
号
明
治
十
九
年
二
月
十
日

ホ
ウ
ィ
ラ
ル
、
福
田
啓
造
国
帝
裁
開
術
実
験
中
外
医
事
新
報
一
二
六
号
明
治
二
十
二
年
三
月
二
五
日

山
崎
増
造
国
帝
切
開
術
治
験
東
京
医
事
新
誌
七
四
三
号
明
治
二
十
五
年
六
月
二
五
日

緒
方
正
清
、
福
井
繁
子
ポ
ロ
ー
氏
帝
王
切
開
術
ヲ
施
シ
腹
膜
外
二
処
置
シ
タ
ル
治
験
中
外
医
事
新
報
三
百
五
十
二
’
三
号
明
治
二
十
七
年

牌
、
、
、

緒
方
正
清
、
福
井
繁
子
ポ
ロ

十
一
月
二
十
日
、
十
二
月
五
日

池
田
陽
一
ポ
ル
ロ
ー
氏
国
帝
切
開
術
中
外
医
事
新
報
一
三
九
号

池
田
陽
一
ポ
ル
ロ
ー
氏
帝
王
切
開
術
東
京
医
事
新
報
四
○
三
号

匡
ご
Ｑ
園
房
且
曽
園
胃
巨
昇
働
ず
９
９
○
ぐ
目
ざ
８
日
討
昌
？
国
国
屋
自
国

明
治
十
九
年
一
月
十
日

明
治
十
八
年
十
二
月
十
九
日

匿
冒
吻
呂
の
葛
。
呂
目
の
。
胃
俸
Ｚ
。
．
』
亨
侭
甲
ぶ
い
弓
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ロ
巨
昌
侭
凹
も
⑦
門
旨
旦
津
○
日
届
己
８
房
弓
』
回
８
国
］
具
蔚
昼
ｏ
閉
の
ｍ
ｇ
８
唾
閏
●
８
国
、
の
９
』
○
冒
乏
角
①
Ｈ
●
ｇ
ｏ
風
＆
旨
］
ｐ
冠
Ｐ
旨
の
、
⑦
目
⑦
島
。
陛
宕
匡
冒
巴
唖

鼬
己
旦
冒
日
○
算
の
秒
い
①
ｍ
◇
○
浬
○
門
○
毎
吋
目
冬
．
い
い
自
ｍ
ａ
さ
吋
卿
昼
①
村
昌
Ｐ
目
①
陸
昏
ｇ
甘
い
．

、

○
具
具
蔚
昌
己
昌
局
員
亜
》
、
①
ぐ
①
昌
吻
貫
く
写
＆
）
琶
○
名
の
ぐ
胃
・
ぽ
ぃ
【
具
吾
⑦
浄
冒
、
盈
島
ａ
Ｒ
さ
『
①
〕
昌
凰
長
○
門
呉
席
門
昏
の
○
胃
吋
質
５
口
．

国
侍
旨
昌
巳
○
四
の
巳
の
ｇ
届
匡
曾
胃
５
旨
○
目
］
い
む
ｐ
ロ
①
い
⑦
良
。
①
、
四
門
①
画
口
吻
⑦
ｇ
ざ
口
ご
乏
陪
巴
い
○
Ｈ
旨
い
Ｑ
の
〕
冒
二
』
菌
も
四
℃
①
『
．

４
■

貢
肖
詳
盲
腸
○
四
ｍ
①

○
昌
○
胃
営
日
陪
●
い
く
亀
昂
ご
》
画
己
昌
呂
夛
『
○
日
騨
口
）
恩
滞
貨
吻
具
畠
①
〉
写
鼻
５
』
ご
ａ
旨
Ｋ
Ｏ
冒
彦
閏
巨
Ｐ

で
堅
己
い
胃
己
号
①
ロ
画
８
ｍ
目
８
旨
い
①
９
５
口
乏
脚
、
巨
冒
号
門
目
月
掛
字
畠
号
呂
の
８
鵠
び
く
己
同
．
聾
巨
画
具
匡
島
陣
鴨
日
己

弓
巨
、
３
ｍ
①
乏
麗
Ｈ
ｇ
ｏ
具
の
ｇ
び
く
〆
①
昌
匿
の
匡
閃
○
戸
丙
口
丙
ロ
．
○
匡
○
８
さ
吋
日
葛
闇
国
名
も
○
い
の
Ｑ
８
毒
ゆ
ぐ
①
す
の
句
旨

、
胃
彦
①
動
時
胃
の
①
、
騨
門
命
即
目
、
①

匡
昌
・
の
門
函
①
旨
①
門
四
一
秒
画
①
堕
陣
〕
⑦
吻
一
四
。

（
配
）
毛
利
伊
賀
、
小
林
参
三
郎
帝
王
切
開
術
実
験
報
告
東
京
医
事
雑
誌
一
二
八
○
号
一
六
二
三
頁
明
治
三
十
五
年
十
一
月
一
日

（
詔
）
小
川
鼎
三
帝
王
切
開
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ａ
⑩
二
頁
昭
和
四
十
一
年
五
月

○
＄
胃
の
閏
〕
の
の
只
さ
ご
〔
旨
旦
輿
の
①
冒
閏
巴
シ
冒
朋
９
＄
圃
固
室
凰
邑
四

ｓ
①
国
営
降
邑
潟
胃
の
９
号
①
旨
①
畳
同
国

、
①
９
５
邑
旨
］
脚
も
釦
昌
乏
四
ｍ
巨
Ｈ
ａ
ｑ
ｓ
〆
①
口
す
ぐ
』
巨
昌
ｇ
ｏ
胃
床
①
Ｑ
四
○
局
○
亘
の
冨
ず
巨
旨
〕
、
、
蝉
医
○
ざ
『
の
ぐ
①
門
》
』
庁
乏
閉
口
２
℃
の
罠
９
．
日
①
口

中

少
匡
８
日
○
夛
寓
毎
月
、
ご
宍
胃

ぎ
こ
騨
吻
旦
芦
脚
、
胃
○
ｍ
⑦
Ｑ
骨
○
ぽ
ぃ
ぐ
①
釦
画
沙
門
吋
○
与
言

○
吾
角
守
制
蒟
昌
も
ぽ
湧
冨
口
目
唖
．

①
獄
百
℃
］
○
望
の
。
即
い
、
の
ロ
①
門
画
』
四
口
⑦
翼
言
①
ご
○
ぬ
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今
般
、
京
都
大
学
医
学
部
婦
人
科
学
産
科
学
教
室
に
あ
る
旧
図
書
室
の
片
隅
か
ら
和
装
本
一
二
部
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
旧
図
書
室
は
、

昭
和
四
十
年
医
学
部
図
書
館
が
完
成
し
て
以
来
、
殆
ん
ど
利
用
さ
れ
る
事
な
く
閉
鎖
さ
れ
た
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
為
か
、
今
回
発
見
さ
れ
た

和
装
本
も
、
人
の
目
に
触
れ
る
事
な
く
眠
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

此
の
度
、
こ
れ
ら
の
本
を
整
理
・
分
類
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
京
都
帝
国
大
学
婦
人
科
学
産
科
学
教
室
第
二
代
教
授
、
故
高
山
尚
平
及
び

そ
の
縁
の
方
為
の
旧
蔵
本
で
あ
る
事
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
書
籍
を
「
高
山
文
庫
」
と
名
付
け
、
今
後
京
都
大
学
医
学
部

婦
人
科
学
産
科
学
教
室
に
永
久
保
存
す
る
事
と
な
っ
た
。
高
山
文
庫
に
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
わ
た
る
医
籍
・
漢
籍
が
数
多
く
あ
り
、
当

時
の
医
学
を
推
し
量
る
上
で
貴
重
な
資
料
に
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
高
山
文
庫
」
に
は
、
故
高
山
尚
平
教
授
の
父
で
あ
り
、
札

幌
病
院
（
現
市
立
札
幌
病
院
）
開
祖
と
も
い
わ
れ
る
高
山
周
徳
旧
蔵
に
な
る
書
籍
が
多
数
あ
り
、
そ
の
奥
書
を
研
究
す
る
事
に
よ
っ
て
、
従
来

不
明
と
さ
れ
て
い
た
高
山
周
徳
の
青
年
時
代
を
幾
分
な
り
と
も
明
ら
か
に
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

今
回
は
、
特
に
「
高
山
文
庫
」
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
の
由
来
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
の
で
此
処
に
発
表
す
る
。

高
山
文
庫
ｌ
高
山
尚
平
旧
蔵
書
に
つ
い
て

は
じ
め
に

石
黒

驍
轤
諒
罐
一
釉
跨
講
畷
和
五
十
三
年
七
月
二
十
九
日
貴
付

達
也
西
村
敏
雄
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■

書
籍
の
時
代
推
移
を
知
る
事
が
出
来
る
。

「
高
山
文
庫
」
に
は
、
旧
蔵
者
を
類
推
す
る
手
掛
り
と
な
る
蔵
書
印
・
署
名
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
蔵
書
印
や
署
名
は
、
単
独
の

事
も
あ
れ
ば
幾
種
類
か
組
合
わ
さ
っ
て
存
在
す
る
事
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
蔵
書
印
あ
る
い
は
署
名
を
検
討
す
る
事
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

高
山
文
庫
は
総
数
二
一
部
二
六
一
冊
か
ら
な
り
、
そ
の
う
ち
医
籍
は
六
十
一
部
九
十
四
冊
で
あ
る
。
医
籍
六
十
一
部
の
う
ち
三
十
六
部

は
、
写
本
又
は
自
筆
の
備
忘
録
で
あ
り
、
活
字
本
は
明
治
十
六
年
刊
の
「
花
柳
病
論
」
一
部
の
み
で
あ
る
。
筆
写
の
時
期
を
明
ら
か
に
し
得
る

写
本
の
中
で
最
も
古
い
医
籍
は
、
「
文
化
十
三
丙
子
冬
十
月
初
二
写
之
思
誠
堂
高
山
履
写
之
」
の
奥
書
が
あ
る
「
小
児
方
巻
」
で
あ
る
。

「
高
山
文
庫
」
の
総
目
録
は
、
本
論
の
最
後
に
掲
げ
る
。

ま
ず
、
高
山
文
庫
本
に
認
め
ら
れ
る
蔵
書
印
又
は
、
所
持
者
の
印
を
列
記
す
る
。
括
弧
内
は
、
そ
の
出
現
回
数
で
あ
る
。

一
、
高
山
盛
印
（
二
十
八
）

五
、
高
山
（
三
文
判
・
十
一
）

六
、
楽
善
舎
高
山
氏
○
○
記
（
三
）

七
、
吉
岡
氏
○
○
○
（
一
）

EI=一一
、、、、

高
山
盛
印
（
二
十
罰

高
山
氏
印
（
十
七
）

高
山
図
書
之
章
（
一

翠
裡
館
（
二
十
三
）

高
山
（
三
文
判
１

高
山
文
庫
の
内
容

旧
蔵
者

（
三
十
五
）
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○
判
読
不
能

こ
れ
ら
の
印
の
う
ち
「
高
山
図
書
之
章
」
印
は
、
「
洛
陽
於
燈
下
写
之
、
文
化
庚
寅
」
の
奥
書
が
あ
る
写
本
か
ら
、
明
治
二
十
七
年
発
刊
の

「
長
崎
叢
書
」
に
わ
た
る
約
八
十
年
間
の
書
籍
に
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
「
植
田
蔵
書
之
印
」
や
「
徳
尊
蔵
」
の
署
が
認
め
ら
れ
る
他
家
蔵
書
に

ま
で
及
ん
で
い
る
事
か
ら
、
「
高
山
文
庫
」
の
最
後
の
旧
蔵
者
印
と
考
え
ら
れ
る
。
本
印
は
、
「
高
山
文
庫
」
が
故
高
山
尚
平
の
蔵
書
で
あ
る

事
を
類
推
す
る
手
掛
り
と
な
っ
た
「
目
鼻
凹
冨
日
画
評
言
胃
と
の
署
名
と
併
存
す
る
の
で
、
故
高
山
尚
平
自
身
の
蔵
書
印
と
推
測
さ
れ
る
。
ま

た
、
三
文
判
の
「
高
山
」
印
は
、
「
高
山
図
書
之
章
」
印
と
の
み
併
存
す
る
の
で
本
印
も
故
高
山
尚
平
自
身
の
印
と
考
え
ら
れ
る
。
「
翠
裡
館
」

は
、
「
嘉
永
四
辛
亥
歳
夏
五
月
於
長
原
観
順
堂
写
之
、
翠
裡
館
山
名
周
徳
」
（
花
岡
氏
雑
方
）
、
「
明
治
八
年
求
之
翠
裡
館
山
名
寛
子
剛
所
持
」

（
化
学
入
門
）
な
ど
の
奥
書
の
あ
る
事
か
ら
、
山
名
家
の
家
塾
名
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
翠
裡
館
は
、
「
右
終
五
冊
、
翠
裏
館
閑
人
書
」

（
相
考
害
）
の
奥
書
か
ら
推
測
し
て
、
翠
裏
館
と
も
書
い
た
よ
う
で
あ
る
。
楽
善
舎
が
高
山
氏
の
家
塾
名
で
あ
る
事
は
、
「
楽
善
舎
高
山
氏
○

○
記
」
の
印
が
あ
る
事
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
「
吉
岡
氏
」
「
建
根
堂
」
「
植
田
氏
」
に
つ
い
て
は
詳
で
な
い
。
「
生
坂
藩
」
は
、
池
田
丹
波
守

の
所
領
で
、
寛
文
の
頃
よ
り
池
田
家
の
支
封
で
あ
っ
た
。
今
も
岡
山
に
生
坂
の
地
名
が
遣
っ
て
い
る
。
こ
の
生
坂
藩
旧
蔵
の
本
が
、
何
故
高
山

文
庫
に
ま
ぎ
れ
込
ん
で
い
る
の
か
、
今
回
の
調
査
で
は
明
ら
か
で
な
い
。

次
に
、
高
山
文
庫
の
書
籍
の
旧
蔵
者
あ
る
い
は
筆
写
者
を
明
ら
か
に
し
得
る
署
名
を
列
記
す
る
。
括
弧
内
は
、
出
現
回
数
で
あ
る
。

一
、
高
山
盛
ま
た
は
高
山
盛
周
徳
（
計
四
）

二
、
高
山
杣
夫
（
一
）

十九八
、、、

二
、
高
山
杣
夫
（

三
、
高
山
謙
（
一
）

生
坂
藩
（
一
）

建
撰
堂
蔵
（
一

植
田
蔵
書
之
印

（
一
）

（
一
）

（38） 326



十
七
、
翠
裡
（
裏
）
館
（
五
）

十
八
、
弓
Ｐ
冨
冒
昌
脚
砕
冒
｝
風
（
一
）

こ
れ
ら
の
姓
名
あ
る
い
は
号
の
う
ち
、
高
山
盛
周
徳
と
高
山
杣
夫
は
同
一
人
物
で
あ
る
。
（
北
海
道
庁
行
政
資
料
課
に
遣
る
高
山
周
徳
自
筆
の
履
歴

書
に
、
通
称
杣
夫
と
あ
る
）
。
こ
の
高
山
周
徳
こ
そ
、
京
都
大
学
婦
人
科
学
産
科
学
教
室
第
二
代
教
授
、
故
高
山
尚
平
の
実
父
で
あ
る
。
高
山
周

徳
は
、
山
名
家
か
ら
養
子
に
い
っ
て
お
り
、
そ
の
時
期
は
、
前
出
の
花
岡
雑
方
の
奥
書
に
「
嘉
永
四
辛
亥
…
…
山
名
周
徳
」
と
あ
る
に
も
拘
ら

四
、
高
山
養
源
弘

五
、
高
山
履
（
一

六
、
高
山
あ
る
い

七
、
山
名
周
監
（

八
、
山
名
周
治
郎

九
、
山
名
玄
竜
。
（

十
、
山
名
周
徳
（

十
一
、
山
名
寛
子
剛

十
二
、
山
名
氏
蔵
（

十
三
、
平
井
氏
あ
る

十
四
、
山
本
（
一
）

十
五
、
徳
尊
蔵
（
一

十
六
、
広
瀬
氏
秘
書

十
七
、
辻
氏
秘
書
（

高
山
養
源
弘

高
山
履
（
一
）

高
山
あ
る
い
は
高
山
氏
所
蔵

山
名
周
監
（
一
）

山
名
周
治
郎
（

山
名
玄
竜
。
（
一
）

山
名
周
徳
（
一
）

山
名
寛
子
剛
、
小

山
名
氏
蔵
（
二
）

平
井
氏
あ
る
い
は
平
井
姓
蔵
書

（
一
） （

一
）

関
山
名
寛
・
山
名
寛
斎
（
計
六
）

（
一
）

（
一
）

（
一
）

（
一
）

（
斗
叫
一
ハ
）

へ

各
一■一一凸

凹
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ず
、
布
欽
己
解
鵠
則
に
は
「
高
山
盛
、
嘉
永
癸
丑
冬
十
二
月
於
楽
善
舎
南
窓
写
」
と
あ
る
事
か
ら
、
嘉
永
四
年
か
ら
同
六
年
に
か
け
て
の
事
と

思
わ
れ
る
。
高
山
周
徳
は
、
天
保
六
年
七
月
備
前
に
生
れ
（
美
作
医
人
伝
、
岡
山
県
医
師
会
発
行
）
、
明
治
初
年
に
渡
道
、
札
幌
病
院
の
設
立
に
尽

力
し
、
明
治
十
四
年
四
月
二
十
四
日
病
残
し
た
。
こ
の
時
高
山
周
徳
は
、
同
病
院
の
副
院
長
の
地
位
に
あ
っ
た
。
高
山
周
徳
の
北
海
道
に
於
け

る
事
蹟
は
、
宮
下
舜
一
氏
の
「
高
山
周
徳
再
考
」
（
北
海
道
医
報
）
に
詳
し
い
。

高
山
謙
の
名
は
、
「
探
蝦
録
」
に
「
安
政
五
戊
午
三
月
高
山
謙
写
」
と
あ
る
ば
か
り
で
、
詳
し
く
は
判
ら
な
い
。
ま
た
、
高
山
履
に
つ
い
て

も
「
文
化
十
三
丙
子
冬
十
月
初
写
之
、
思
誠
堂
高
山
履
写
之
」
（
小
児
方
巻
）
の
記
述
が
あ
る
の
桑
で
、
詳
し
い
事
は
明
ら
か
で
な
い
。
高

山
養
源
の
名
は
、
前
出
の
「
美
作
医
人
伝
」
に
み
ら
れ
、
元
治
元
年
十
月
十
日
残
と
あ
る
。
高
山
周
徳
の
養
父
で
あ
ろ
う
か
。

山
名
家
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
吐
方
考
」
の
中
で
、
「
阿
蘭
陀
本
草
摘
要
」
の
後
害
に
「
文
政
丑
十
二
年
猟
月
下
旬
焉
書
之
、
辻
氏
蔵
山

名
周
治
郎
」
と
あ
り
、
次
い
で
「
諸
方
抜
華
」
の
後
書
に
は
「
文
政
六
歳
未
三
月
吉
日
山
名
周
監
」
と
あ
る
の
で
、
山
名
周
監
と
同
周
治
郎

は
同
一
人
物
と
推
測
さ
れ
る
。
故
高
山
尚
平
の
孫
に
あ
た
る
高
山
尚
義
氏
（
東
京
都
江
戸
川
区
に
て
産
婦
人
科
開
業
）
宅
に
伝
わ
る
過
去
帳
に
よ

る
と
、
山
名
周
監
は
高
山
周
徳
の
実
父
で
あ
り
、
弘
化
三
年
二
月
十
六
日
残
し
た
（
戒
名
、
覚
木
定
入
信
士
）
。
山
名
玄
竜
の
名
は
、
「
和
蘭
局

方
」
に
「
万
延
元
歳
冬
十
月
山
名
玄
竜
所
写
高
山
氏
蔵
」
と
あ
る
の
承
で
、
詳
し
く
は
判
ら
な
い
。
山
名
寛
、
山
名
剛
は
周
徳
自
筆
の
詩
稿
に

「
家
弟
名
字
説
、
弟
汝
年
子
未
有
名
字
、
今
名
汝
日
寛
字
子
剛
：
。
：
」
と
あ
る
の
で
、
周
徳
の
実
弟
と
思
わ
れ
る
。
山
名
寛
の
長
男
、
啓
二
氏

が
、
平
井
家
の
跡
を
継
い
で
い
る
（
高
山
尚
義
氏
談
）
の
で
、
平
井
氏
旧
蔵
の
書
籍
が
二
部
高
山
文
庫
に
ま
ぎ
れ
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
姓
名
以
外
（
山
本
、
広
瀬
、
辻
、
徳
尊
）
に
関
し
て
は
不
詳
で
あ
る
。
ま
た
、
前
記
の
署
名
以
外
に
、
解
読
不
能
の
も
の
が
五
個

あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
詳
し
い
考
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
発
見
さ
れ
た
「
高
山
文
庫
」
は
、
多
く
が
山
名
家
（
翠
裡
館
）
及
び
高
山
家
（
楽
善
舎
）
に
伝
わ
っ
た
医
籍
、
漢
籍
で

高
山
文
庫
の
由
来
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高
山
尚
平
が
亡
く
な
る
大
正
十
四
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
、
高
山
尚
平
の
門
下
生
と
し
て
京
都
大
学
に
居
ら
れ
た
山
田
一
夫
京
都
府
立
医
科

大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
と
、
高
山
尚
平
の
残
後
、
蔵
書
の
大
部
分
は
古
本
屋
に
売
却
し
、
そ
の
時
門
下
生
は
形
見
分
け
に
蔵
書
を
一
冊
ず
つ
頂

戴
し
た
が
、
今
回
見
つ
か
っ
た
よ
う
な
蔵
書
に
つ
い
て
は
何
も
記
憶
が
な
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
高
山
尚
義
氏
に
よ
る
と
、
高
山
尚
平

の
蔵
書
の
う
ち
洋
書
は
京
都
府
医
師
会
に
、
和
装
本
は
京
都
大
学
に
寄
贈
し
た
よ
う
に
聞
い
て
い
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
京
都
府
医
師

会
の
杉
立
義
一
氏
に
依
頼
し
て
京
都
府
医
師
会
館
内
の
図
書
室
を
調
査
し
て
も
ら
っ
た
が
、
高
山
尚
平
旧
蔵
を
裏
づ
け
る
洋
書
は
発
見
さ
れ
な

以
上
の
よ
う
に
、
高
山
尚
平
ゆ
か
り
の
書
籍
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
京
都
大
学
婦
人
科
学
産
科
学
教
室
に
眠
る
事
に
な
っ
た
の

か
詳
か
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
回
発
見
さ
れ
た
「
高
山
文
庫
」
は
、
京
都
大
学
の
み
な
ら
ず
日
本
医
学
の
発
展
を
辿
る
上
の
貴
重

な
史
料
と
な
る
だ
ろ
う
。
今
後
本
教
室
で
大
事
に
保
存
す
る
事
を
明
記
し
て
お
く
。

こ
の
「
高
山
文
庫
」
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
京
都
大
学
に
齋
ら
さ
れ
た
も
の
か
、
高
山
尚
平
教
授
時
代
最
後
の
助
教
授
で
あ
り
、
か
つ
高
山

尚
平
残
後
教
室
を
継
い
で
京
都
大
学
婦
人
科
学
産
科
学
教
室
第
三
代
教
授
と
な
っ
た
岡
林
秀
一
が
、
亡
く
な
っ
た
今
と
な
っ
て
は
確
か
め
よ
う

か
つ
た
。

ｑ
も
な
い
。

あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
籍
は
、

た
も
の
で
あ
る
。

医
学
害一

、

一
一
、

高
山
文
庫
内
容
目
録

金
遺
要
略
巻
ノ
ー
（
写
本
）
漢
張
仲
景
著
、
晋
王
叔
和
撰
次
、
南
涯
先
生
口
授

傷
寒
論
張
仲
景
著
正
徳
乙
未
刊

高
山
周
徳
の
長
男
、
故
高
山
尚
平
に
伝
わ
り
、
更
に
高
山
尚
平
自
身
の
蔵
書
も
加
わ
り
、
京
都
大
学
に
伝
世
さ
れ
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三
、
医
家
必
携
堀
内
忠
亮

四
、
大
平
楽
府
滅
方
梅
著

五
、
叢
桂
亭
医
事
小
言
四

六
、
西
説
医
範
提
綱
全
六

七
、
日
新
医
事
抄
二
冊
（

八
、
診
候
丼
病
学
論
（
写
本

九
、
豚
論
津
田
淳
三
著

十
、
虎
狼
痢
病
論
（
写
本
）

十
一
、
度
尊
地
（
写
本
）
別
名

十
二
、
花
柳
病
論
（
活
字
本
）

十
三
、
散
花
新
書
全
三
冊

十
四
、
内
科
新
説
（
写
本
）

十
五
、
全
鵲
新
論
（
写
本
）

十
六
、
官
板
博
物
新
編
全
三

十
七
、
無
題
写
本
（
角
ノ
神
経

十
八
、
螢
窓
餘
事
（
自
筆
の
備

十
九
、
小
児
方
巻
（
写
本
）
（

二
十
、
盲
楽
煉
方
全
二
冊
（
写

叢
桂
亭
医
事
小
言
四
冊
原
南
陽
先
生
口
述

西
説
医
範
提
綱
全
六
冊
宇
田
川
榛
斉
著
風
雲
堂
刊

日
新
医
事
抄
二
冊
（
療
疫
新
法
編
）
思
多
楽
蔑
謁
児
著
緒
方
子
文
重
訳
文
久
二
年
刊

診
候
丼
病
学
論
（
写
本
）
（
坪
井
誠
軒
の
診
候
大
概
他
数
編
あ
り
）

豚
論
津
田
淳
三
著
安
政
戌
午
風
乎
軒
刊

虎
狼
痢
病
論
（
写
本
）
（
他
に
古
列
亜
没
爾
谷
斯
説
、
コ
レ
ラ
病
論
を
含
む
）

度
尊
地
（
写
本
）
別
名
綴
毒
一
掃
論
恨
鐸
列
吉
濁
髭
俶
著
日
野
蔭
香
重
訳

花
柳
病
論
（
活
字
本
）
清
野
勇
口
述
明
治
十
六
年
刊

散
花
新
書
全
三
冊
難
波
抱
節
口
述
嘉
永
三
年
幼
食
館
刊

内
科
新
説
（
写
本
）
合
信
著

全
鵲
新
論
（
写
本
）
合
信
著

官
板
博
物
新
編
全
三
冊
合
信
著

無
題
写
本
（
角
ノ
神
経
叢
ヨ
リ
其
原
ヲ
資
リ
云
々
）

螢
窓
餘
事
（
自
筆
の
備
忘
録
。
脳
、
眼
球
な
ど
の
精
細
画
あ
り
）

小
児
方
巻
（
写
本
）
（
文
化
十
三
年
筆
写
）

盲
楽
煉
方
全
二
冊
（
写
本
。
内
容
は
、
春
林
軒
膏
方
便
覧
、
栗
崎
流
青
薬
煉
方
、
阿
藺
陀
膏
法
、
春
林
軒
青
方
。
文
化
年
間
に
筆

写
一

堀
内
忠
亮
著
安
政
四
年
刊
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二
十
一
、
吐
方
考
（
写
本
。
州

二
十
二
、
究
理
堂
備
用
方
府

二
十
三
、
神
遣
法
全
三
冊

二
十
四
、
日
用
方
画
（
写
本
）

二
十
五
、
方
函
（
写
本
、
天
桐

二
十
六
、
諸
家
方
画
（
写
本
）

二
十
七
、
蒲
解
幾
氏
日
用
方
韮

二
十
八
、
越
而
実
幾
経
験
書

二
十
九
、
武
篤
児
薬
生
諭
へ

三
十
、
七
新
薬
全
三
冊

三
十
一
、
遠
西
方
彙
全
九
ｍ

三
十
二
、
袖
珍
薬
説
合
巻
一

三
十
三
、
袖
珍
内
外
方
叢
△

三
十
四
、
薬
性
新
論
全
三
皿

三
十
五
、
単
浬
児
氏
方
符
ｅ

三
十
六
、
穆
氏
薬
論
全
三
皿

三
十
七
、
謨
斯
篇
水
腫
扁
宕

三
十
八
、
済
生
三
方
二
冊

三
十
九
、
扶
氏
経
験
遺
訓
今

蒲
解
幾
氏
日
用
方
叢
全

越
而
実
幾
経
験
書
二
冊

武
篤
児
薬
生
諭
全
十
三

七
新
薬
全
三
冊
司
馬

遠
西
方
彙
全
九
冊
加

袖
珍
薬
説
合
巻
一
冊

袖
珍
内
外
方
叢
全
四
冊

薬
性
新
論
全
三
冊
（
写

単
浬
児
氏
方
符
（
写
本
）

穆
氏
薬
論
全
三
冊
穆

謨
斯
篤
水
腫
扁
（
写
本
）

済
生
三
方
二
冊
（
写
本

扶
氏
経
験
遺
訓
全
十
冊

方
函
（
写
本
、
天
保
六
年
筆
写
）

（
写
本
）
杉
田
成
郷
訳

全
十
冊
（
写
本
）
職
歌
藺
度
著
緒
方
公
裁
・
緒
方
子
文
訳

叢
全
二
冊
伊
東
貫
斉
訳
万
延
元
年
広
胖
堂
刊

二
冊
（
写
本
。
越
爾
実
幾
、
模
永
児
両
先
生
集
輯
経
験
書
）

全
十
三
冊
林
洞
海
訳
補
安
政
三
年
刊

司
馬
凌
海
著
文
久
二
年
尚
新
堂
刊

冊
加
幾
安
頓
著
伊
東
貫
斉
訳
文
久
二
年
広
胖
堂
刊

一
冊
慧
絶
著
乗
田
衝
平
訳
明
治
三
年
刊

全
四
冊
（
写
本
）
謨
鳥
普
刺
歌
著
伊
東
南
洋
訳

冊
（
写
本
）
括
林
著
緒
方
子
文
訳
（
未
定
稿
）

他
に
阿
蘭
陀
本
草
摘
要
、
諸
方
抜
葦
、
蘭
訳
卒
非
児
考
を
含
む
。
文
政
年
間
の
写
本
）

全
三
冊
（
写
本
）
小
石
元
端
著

丹
波
頼
理
和
気
義
啓
撰
文
政
五
年
上
梓
温
故
堂
刊

穆
斯
篤
著

江
馬
榴
園
訳
慶
応
三
年
精
勤
堂
刊
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四
十
、
原
病
（
写
本
）
職
歌
蘭
度
著
石
川
遠
重
訳

四
十
一
、
峨
歌
蘭
方
函
（
写
本
）
扶
歌
蘭
度
著
三
宅
英
斎
訳

四
十
二
、
昂
斯
急
救
篇
井
薬
剤
篇
（
写
本
）

四
十
三
、
唇
薬
竪
法
依
依
結
爾
別
児
篤
著
石
黒
恒
太
郎
訳

四
十
四
、
萬
歴
新
書
宇
田
川
興
斎
訳
安
政
七
年
風
雲
堂
刊

四
十
五
、
和
蘭
局
方
二
冊
（
写
本
）
江
馬
静
安
訳

四
十
六
、
和
蘭
用
薬
便
覧
六
六
先
生
著
天
保
八
年
三
都
書
建
刊

四
十
七
、
化
学
入
門
全
十
六
冊
（
初
編
一
冊
、
後
編
全
十
巻
十
四
冊
、
外
編
一
冊
）
初
編
竹
原
平
治
郎
訳
慶
応
三
年
刊
。
後
編
、

編
桂
川
甫
策
・
石
橋
八
郎
訳
明
治
三
年
刊
貫
堂
刊

四
十
八
、
布
欽
己
解
鵲
則
（
写
本
）
布
欽
己
著
新
宮
涼
庭
訳

四
十
九
、
解
剖
新
論
第
四
号
（
写
本
）
和
蘭
陸
軍
第
二
等
医
官
満
私
歌
爾
度
氏
口
授
（
未
完
）

五
十
、
生
理
発
蒙
全
七
冊
李
遡
著
島
村
鼎
甫
訳
慶
応
二
年
五
松
楼
刊

五
十
一
、
済
衆
録
（
写
本
）
非
爾
篤
児
著
佐
藤
大
博
士
訳

五
十
二
、
外
科
良
方
集
（
写
本
）
寛
政
五
年
写

五
十
三
、
青
州
花
岡
先
生
金
瘡
秘
録
（
写
本
）
他
に
花
岡
氏
雑
方
、
南
蛮
流
外
科
秘
方
を
含
む
。
花
岡
氏
雑
方
は
嘉
永
四
年
の
写
本
。

五
十
四
、
金
瘡
口
訳
（
写
本
）
青
州
先
生
口
述
天
保
三
年
筆
写

五
十
五
、
創
痩
新
説
全
二
冊
愚
轄
周
著
島
村
鉱
仲
訳
慶
応
二
年
刊

五
十
六
、
外
科
必
読
全
十
冊
（
写
本
）
箕
作
院
甫
著
（
未
定
稿
）

五
十
七
、
外
科
通
術
全
二
冊
石
黒
忠
恵
著
明
治
九
年
刊

外
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五
十
八
、

五
十
九
、

六
十
、

六
十
一
、

其
の
他

六
十
二
、

六
十
三
、

六
十
四
、

六
十
五
、

』
、
Ｏ
Ｆ
Ｉ
』
、
、

一
ノ
ー
ー
ノ

六
十
七
、

六
十
八
、

六
十
九
、

七
十
、

七
十
一
、

七
十
二
、

七
十
三
、

七
十
四
、

七
十
五
、

廣
三
大
家
絶
句
雲
解
大
窪
詩
佛
山
本
緑
陰
撰
文
化
九
年
刊

小
竹
篠
崎
先
生
嘉
永
絶
句
抜
葦
（
写
本
）
他
に
、
松
陰
先
生
詩
抄
、
百
城
詩
紗
、
諸
家
詩
抄
を
含
む
。

詩
文
集
（
自
筆
本
）
大
江
広
元
論
、
織
田
右
府
論
、
蜀
先
生
論
、
宋
高
宗
論
、
寄
原
有
相
書
、
興
麹
生
害
、
林
子
平
書
像
記
等

斎
石
初
藁
（
写
本
）

唐
宋
精
選
聯
珠
詩
格

詩
韻
児
解
巻
ノ
下
上
田
静
・
高
元
文
著
文
政
八
年
刊

詩
韻
含
英
巻
ノ
ー
、
巻
ノ
十
の
象

和
語
円
機
活
法
全
六
冊
宮
川
一
翠
子
著
天
保
三
年
三
書
堂
刊

韻
府
一
隅
全
二
冊
呉
趨
顔
慾
功
麓
莊
輯
文
化
十
一
年
養
賢
堂
刊

唐
詩
解
頤
全
二
冊
淡
海
竺
顯
常
著
寛
政
二
年
刊

唐
詩
選
墨
本
宝
暦
七
年
嵩
山
房
刊

李
千
鱗
唐
詩
選
唐
音
済
南
李
肇
龍
著
安
永
六
年
嵩
山
房
刊

精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
巻
十
一
番
易
黙
斉
他
撰

鵬
斉
先
生
詩
紗
全
二
冊
文
政
二
年
刊

産
論
翼
加
川
玄
廸
全
二
冊
嘉
永
六
年
再
刻
版
（
他
に
乾
の
象
一
冊
残
存
。
安
永
四
年
版
か
）

婦
嬰
新
説
（
写
本
）
合
信
著

達
生
園
方
穀
（
写
本
）
柴
原
子
敬
山
成
子
恭
著

眼
目
峨
衡
論
（
写
本
）
土
生
義
胤
著
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七
十
六
、
佐
藤
塩
谷
太

七
十
七
、
西
崖
生
詩
文

七
十
八
、
詩
稿
（
高
山
一

七
十
九
、
石
井
明
道
士

八
十
、
徐
版
元
補
筐

八
十
一
、
告
志
篇
景

八
十
二
、
款
法
轄
論

八
十
三
、
文
鵠
辨
明
抜

八
十
四
、
詩
経
名
物
辨

八
十
五
、
雑
文
集
（
自

八
十
六
、
雑
文
集
（
自

八
十
七
、
斎
藤
青
山
二

八
十
八
、
甲
寅
習
文
稿

八
十
九
、
旭
莊
先
生
漂

九
十
、
探
蝦
録
（
写

九
十
一
、
桟
雲
峡
雨
日

九
十
二
、
桟
雲
峡
雨
詩

九
十
三
、
詳
解
笑
林
廣

自
筆
の
雑
文
・
詩
等
あ
り
。

佐
藤
塩
谷
大
槻
三
家
詩
文
抄
（
写
本
）

詩
稿
（
高
山
周
徳
の
自
筆
詩
稿
）

石
井
明
道
士
巻
十
、
十
一
、
十
二
の
み
（
写
本
）

徐
版
元
補
注
家
求
筌
寛
政
四
年
の
再
刻
版

告
志
篇
景
山
公
著
文
久
三
年
弘
道
館
刊

紋
法
轌
論
一
冊
（
写
本
）

告
志
篇
景
山
公
著
寺

款
法
轄
論
一
冊
（
写
十

文
鵠
辨
明
抜
華
（
写
本
）

西
崖
生
詩
文
稿
（
写
本
）

詩
経
名
物
辨
解
一
冊
（
写
本
、
巻
ノ
ー
、
二
、
三
の
み
）

雑
文
集
（
自
筆
本
。
魏
叔
子
春
秋
戦
論
、
亜
美
理
賀
書
翰
諄
他
）

雑
文
集
（
自
筆
本
。
丙
丁
畑
戒
録
序
、
林
凱
他
）

斎
藤
青
山
二
家
論
文
集
（
写
本
）

旭
莊
先
生
漂
客
記
井
続
日
本
記

探
蝦
録
（
写
本
）
横
井
豊
山
著

桟
雲
峡
雨
日
記
全
二
冊
竹
添
光
鴻
著
明
治
十
二
年
刊

桟
雲
峡
雨
詩
草
竹
添
光
鴻
著
明
治
十
二
年
刊

詳
解
笑
林
廣
記
巻
ノ
ー
の
承
遊
顔
主
人
墓
輯
文
政
十
二
年
玉
厳
堂
刊
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百
七
、
山
陽
頼
翁
新
居
帖
巻
之
一

百
八
、
長
崎
夜
話
草
抜
害
（
写
本
）
嘉
永
四
年
筆
写

百
九
、
長
崎
叢
書
全
五
冊
西
道
仙
・
安
中
半
三
郎
校
閲
長
崎
古
文
書
出
版
会
編
明
治
二
十
七
年
刊

百
十
、
知
足
斉
永
田
先
生
遺
稿
小
松
帯
刀
編
明
治
三
十
二
年
刊

百
十
一
、
医
聖
永
田
徳
本
伝
小
松
帯
刀
著
明
治
三
十
二
年
刊

（
最
後
に
、
高
山
周
徳
に
関
す
る
資
料
を
多
数
提
供
し
て
頂
い
た
札
幌
市
の
宮
下
舜
一
博
士
、
東
京
都
の
高
山
尚
義
博
士
、
京
都
市
の
杉
立
義
一
博
士
に

九
十
四
、
鳩
棄
漫
筆
全
二
冊
（
写
本
）

九
十
五
、
精
忠
義
士
実
録
全
十
冊
（
写
本
）

九
十
六
、
赤
穂
義
士
手
簡
（
紫
野
瑞
光
院
遣
燭
碑
等
）

九
十
七
、
国
史
略
四
冊
（
第
一
巻
欠
）
明
治
十
二
年
再
版

九
十
八
、
日
本
外
史
全
二
十
冊
（
写
本
）

九
十
九
、
日
本
外
史
論
文
講
義
竹
添
治
三
郎
講
述
（
活
字
本
）

百
、
慶
安
大
平
記
十
冊
（
写
本
）

百
五
、
流
年
運
限
論
（
写
本
）

百
六
、
牧
牛
書
抜
書
（
写
本
）

百
二
、
淀
川
合
戦
見
聞
奇
談
全
二
冊
（
絵
入
）

百
三
、
無
題
写
本
（
顔
相
に
関
す
る
記
述
）

百
四
、
相
考
書
第
一
巻
（
自
眉
至
耳
。
写
本
）

百
一
、
慶
應
見
聞
録
（
絵
入
）

〆
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ShoheiTakayama,oftheDepartmentofObstetricsandGynccology,KyotolmperialUniversitySchoolofMedicine･The
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respectively･Allofthebookscontainedinthislibraryarelistedattheendofthepresentpaper.Itisassumedthatthey
areusen,linstudyingJapanesernedicalhistorybetweentheBakumatsuandtheMeijiperiod.
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を
兼
ね
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
ト
ゥ
ル
・
フ
の
出
生
地
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
開
業
医
と
し
て
、
外
科
医
組
合
の
講
師
と
し
て
、
ま
た
市
長
と
し
て
、

一
生
を
捧
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ト
ゥ
ル
・
フ
の
恩
師
・
ハ
ー
ウ
は
死
去
す
る
直
前
の
一
六
一
六
年
に
、
ウ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
の
フ
ァ
ブ
リ
カ
、
エ
ピ
ト

ー
メ
を
複
刻
出
版
し
、
解
剖
学
を
含
む
自
然
科
学
の
研
究
と
い
う
、
ウ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
の
伝
統
精
神
を
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
生
か
し
た
。
ウ
ェ
ザ
リ

ゥ
ス
の
出
身
校
で
あ
る
ル
ー
ゥ
ァ
ン
と
ゥ
エ
ザ
リ
ウ
ス
な
ら
び
に
パ
ー
ウ
の
出
身
校
で
あ
る
パ
ド
ア
の
二
つ
の
大
学
か
ら
、
ラ
イ
デ
ン
に
引
き

継
が
れ
た
学
風
と
輝
く
栄
光
を
、
今
度
は
ト
ゥ
ル
。
フ
が
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
に
も
持
っ
て
き
た
い
と
思
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
の
証
拠
と
し
て
、
パ
ー
ウ
の
死
後
間
も
な
い
一
六
一
八
年
に
、
ト
ゥ
ル
プ
は
自
分
の
手
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
い
て
、
フ
ァ
ブ
リ

ヵ
、
エ
ピ
ト
ー
メ
の
複
刻
版
を
再
発
行
し
て
、
師
パ
ー
ウ
の
恩
に
報
い
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
の
解
剖
学
教
室
の
入
口
に
は
、
初
代
の
教

授
と
し
て
、
ト
ゥ
ル
・
フ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
新
井
正
治
博
士
に
よ
る
）
。
ま
た
市
長
と
し
て
、
自
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
の
学
長

（
２
）

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
外
科
医
組
合
○
冨
昌
侭
菅
“
Ｉ
輿
匡
の
は
オ
ラ
ン
ダ
の
最
も
古
い
医
師
組
合
で
あ
る
。
月
潟
“
ｇ
に
よ
れ
ば
、
ア
ム
ス
テ
ル

ト
ゥ
ル
プ
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

ニ
コ
ラ
ー
ス
・
ト
ゥ
レ
。ノ
ブ

(11)

悪
霊
謹
轌
一
誌
蕊
零
和
五
十
三
隼
三
月
十
日
愛
付

古

川

明
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（
２
．
８
．
喝
）

そ
の
後
長
く
こ
の
講
堂
が
使
用
さ
れ
た
と
い
う
。

皆
〕
号
３
ｍ
国
○
目
目
（
一
七
九
八
）
ま
で
続
い
た
（
表
１
）
。

蕊鑑……

ダ
ム
の
医
師
モ
ン
ニ
コ
フ
曽
冨
ご
目
鴎
昌
○
口
目
涛
○
南
（
一
七
○
七
’
一
七
八
七
）

の
著
書
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
外
科
医
組
合
の
特
権
、
認
可
、
条
令
（
一
七
三

（
蝿
）

六
）
」
に
、
そ
の
歴
史
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
Ｚ
畠
ｇ
ｍ

Ｊ谷
口組

の
著
書
で
も
、
そ
の
歴
史
は
詳
し
い
。

医科

最
初
の
解
剖
は
一
五
五
○
年
に
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
屍
体
は
盗
み
に

外ムダ
よ
っ
て
受
刑
し
た
タ
イ
ト
函
匡
：
碕
弓
巨
管
と
い
う
名
の
女
子
で
、
こ
の
解

ル
、
ノ

テ
リ
剖
は
女
子
修
道
院
内
の
紡
績
室
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
当
時
オ
ラ
ン
ダ
を

ス
よ

７
ム
、
支
配
し
て
い
た
ス
・
へ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
。
へ
二
世
の
後
援
を
得
て
、
毎
年
裁
判
所

図
諏
岬
か
ら
組
合
に
、
解
剖
用
屍
体
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の

剖
皿
組
合
に
は
、
適
当
な
指
導
医
が
い
な
か
っ
た
が
、
一
五
七
八
年
に
、
コ
ス
テ

解
く

の

ル
巨
脚
秒
鼻
の
ロ
旨
昌
の
Ｎ
Ｏ
Ｃ
目
○
○
切
扁
尾
（
一
五
一
○
’
一
五
九
二
）
が
解
剖
の
講
師

上階
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
正
式
の
講
義
が
開
始
さ
れ
た
。

の場

解
剖
を
実
施
す
る
場
所
は
ｚ
の
、
の
聾
．
巨
閏
鴨
爲
冒
教
会
の
上
に
あ
る
食

市肉

肉
市
場
、
屠
殺
所
ぐ
胃
吻
国
昌
ｇ
の
階
上
に
あ
る
解
剖
室
ロ
の
目
自
○
日
』
の
，

食

〆
騨
日
曾
に
移
さ
れ
、
約
四
○
年
間
そ
こ
が
使
わ
れ
た
（
図
７
）
。
よ
う
や

く
一
六
一
九
年
に
な
っ
て
、
牙
富
農
§
自
得
胃
景
が
講
師
の
時
代
に
、

蟹
．
シ
具
。
昌
葛
胃
瞥
の
上
方
に
完
成
し
た
組
合
の
解
剖
講
堂
に
移
転
し
、

一
）

一
。
ト
ゥ
ル
プ
は
第
四
代
の
講
師
で
、
歴
代
の
講
師
は
表
の
通
り
、
第
一
○
代
の
ボ
ン

・
外
科
医
組
合
の
あ
っ
た
場
所
は
、
現
在
一
一
ユ
ー
マ
ル
ク
ト
広
場
目
の
匡
乏
日
閏
冨
ｌ
豆
①
宮
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表1アムステルダム外科医組合の解剖学講師

LecturersofAnatomyintheSurgicalGuildofAmsterdam

講師の名(Names) 期間(Terms)

MaartenJanszoonCoster

SebastiaanEgberts

JohanFonteynl

NicolaasTulp

JohannesDeyman‘

FrederikRuvsch
‘

WillemR6ell

PetrusCamper

FolkertSnip

AndreasBoon

■
凸
ｑ
■
凸
■
■
■
■
●

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

９
１
８
３
６
１
５
１
１
８

９
２
２
５
６
３
５
６
７
９

５
６
６
６
６
７
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

８
９
１
８
３
６
７
５
２
１

７
９
２
２
５
６
２
５
６
７

５
５
６
６
６
６
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ruysch(1638～1731)は高年になったため，死去した1731年より前にR6ellを
後任者としていた。

の
中
央
に
あ
る
歴
史
博
物
館
関
唾
８
易
呂
‐
冒
扁
２
日
》
一
己
。
乏
創
品
（
昔
の
計
量

所
）
望
〉
の
あ
た
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
一
二
○
四
年
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
侯
昌
閏
翫
凰
シ
日
巽
堅

が
こ
の
地
を
開
放
し
、
ヘ
ー
ス
ブ
レ
ヒ
ト
二
世
の
号
耳
の
。
胃
目
ぐ
口
画
少
日
吻
邑

（
一
二
○
○
’
二
三
○
）
が
こ
こ
に
築
城
し
、
そ
の
後
三
世
が
ア
ム
ス
テ
ル
川

困
ぐ
冒
少
目
唖
匡
に
ダ
ム
を
構
築
し
た
の
が
、
そ
の
地
名
の
起
源
に
な
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ダ
ム
の
あ
と
が
い
ま
の
ダ
ム
広
場
で
あ
る
。
こ
の
村

落
に
つ
い
て
最
初
に
記
載
さ
れ
た
史
料
は
、
ホ
ラ
ン
ト
伯
フ
ロ
リ
ス
四
世

国
。
易
弓
①
箇
呉
国
。
昏
且
が
通
行
税
を
免
除
す
る
特
権
を
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
住
民
に
与
え
た
文
書
で
、
一
二
七
五
年
の
も
の
で
あ
る
、
一
三
○
五
年
に

は
、
自
治
権
を
獲
得
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
は
都
市
の
形
体
を
し
て
い
た

ら
し
い
。
わ
が
国
の
鎌
倉
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は

商
業
都
市
と
し
て
長
く
栄
え
、
今
日
で
は
オ
ラ
ン
ダ
の
法
制
上
の
首
都
と
な
っ

（
別
・
翠
）

て
い
る
。

一
六
三
六
年
に
ト
ゥ
ル
プ
の
編
集
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
薬
局
方
は
そ
の
後

版
を
重
ね
た
が
、
第
四
版
（
一
六
四
三
）
か
ら
扉
画
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

（
認
）

ム
市
に
関
係
あ
る
紋
章
を
添
え
る
よ
う
に
な
っ
た
（
図
８
）
。
上
部
は
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
の
紋
章
で
、
王
冠
、
三
つ
の
聖
ア
ン
デ
レ
十
字
架
、
二
匹
の
む
か
い

獅
子
か
ら
成
っ
て
い
る
。
紋
章
の
下
中
央
に
あ
る
楕
円
板
の
な
か
に
は
、
蛇
と
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け
た
。
市
民
の
対
独
抵
抗
を
称
え
て
、
ユ
リ
ア
ナ
女
王
が
一
九
四
七
年
に
市
民
に
与
え
た
三
つ
の
こ
と
ば
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
紋
章
に

（
皿
）

記
さ
れ
た
。
国
の
圧
冨
霞
叩
く
嬰
号
の
圖
号
ご
〕
闇
冨
曽
冨
鼻
侭
英
雄
的
、
果
断
、
慈
悲
で
あ
る
。

一
九
七
五
年
一
○
月
二
七
日
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
七
○
○
年
祭
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
一
○
○
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
大
が
か
り
な

記
念
行
事
だ
と
い
う
。
七
○
○
年
記
念
切
手
に
は
、
ダ
ム
広
場
、
王
宮
、
新
教
会
、
慰
霊
碑
な
ど
を
中
心
と
す
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
地

図
の
上
に
、
広
場
に
集
ま
る
群
集
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
９
）
。
図
で
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、
な
か
の
文
字
ロ
ン
昌
は
ロ
四
国
‐
も
匡
口
》

侭
○
ｚ
甸
少
惇
昌
印
は
〆
。
ご
旨
匡
鶯
國
冨
い
）
は
属
昌
２
葛
①
閥
の
幹
〕
旨
○
ｚ
は
巨
○
昌
巨
日
の
具
の
そ
れ
ぞ
れ
の
略
で
あ
る
。

ト
ゥ
ル
。
フ
は
か
れ
の
解
剖
学
講
義
の
画
に
よ
っ
て
、
レ
ン
、
プ
ラ
ン
ト
と
親
交
が
厚
か
っ
た
が
、
レ
ン
ゞ
プ
ラ
ン
ト
の
晩
年
は
ト
ゥ
ル
・
フ
の
出
世

（
３
）
（
、
）
（
翅
）
（
別
）

と
反
対
に
、
淋
し
い
も
の
だ
っ
た
。
国
③
鼻
吻
。
胃
曙
、
嘉
門
、
土
方
、
の
四
口
目
①
『
ら
に
よ
れ
ば
、
ト
ゥ
ル
。
フ
が
一
六
五
四
年
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
長
に
就
任
す
る
二
年
前
に
、
市
庁
舎
が
火
災
に
あ
っ
た
の
で
、
ゞ
〈
ロ
ッ
ク
建
築
の
新
庁
舎
が
言
。
：
ご
画
邑
８
日
胃
昌
に
よ
っ
て
設
計
さ

図8

アムステルダム薬局方Pharmacopoea

Amsteledamensisの扉画

(Schoutenより）

薬
草
を
か
ら
ま
せ
た
調
剤
く
ら
を
握
る
手
が
雲

の
な
か
か
ら
現
わ
れ
出
た
と
こ
ろ
を
描
き
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
薬
局
方
の
優
秀
な
こ
と
を
誇
っ

て
い
る
。
こ
の
薬
局
方
は
ト
ゥ
ル
プ
の
死
去
し

た
一
六
七
四
年
ま
で
に
、
第
五
版
（
一
六
五
一
）
、

第
六
版
（
一
六
六
○
）
と
改
版
さ
れ
、
そ
の
扉

画
は
そ
の
後
も
続
け
ら
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
オ
ラ
ン
ダ
王
族
は
イ

ギ
リ
ス
に
亡
命
し
た
が
、
国
民
は
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
を
拠
点
と
し
て
、
果
断
な
地
下
運
動
を
続
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ト
ゥ
ル
プ
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
長
に
任
命
さ
れ
て
、
外
科
医
組
合
の
講
師
を
辞
任
し
た
と
き
に
は
、
自
宅
で
盛
大
な
送
別
の
宴
が
開
か

れ
た
。
宴
に
列
席
し
た
の
は
組
合
長
の
］
３
ぐ
四
目
旨
①
㈹
陣
ｇ
》
○
○
日
病
９
号
①
日
と
管
理
者
の
壱
。
３
国
。
鼻
》
房
融
秒
。
号
巨
冒
・
》
冨
旦
吾
湧

固
く
命
貝
闇
で
あ
る
。
送
別
記
念
に
贈
ら
れ
た
銀
杯
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
有
名
な
銀
細
工
彫
刻
師
冒
ｐ
旨
い
再
自
日
Ｐ
の
作
で
、
表
面
に
彫
ら

れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
図
案
の
原
型
に
は
、
シ
目
色
①
号
厚
斡
員
８
と
い
う
美
し
い
チ
『
－
－
リ
ッ
プ
の
品
種
が
選
ば
れ
た
（
図
凹
。
こ

の
杯
は
永
く
外
科
医
組
合
に
保
管
さ
れ
、
現
在
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
立
美
術
館
聾
＆
匙
嘗
冨
晨
の
巨
日
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

灘
ウ
デ
ィ
ウ
ス
・
キ
ゥ
イ
リ
ス
」
を
描
い
た
。
し
か
し
こ
の
大
作
品
は
一
年
た
た
な
い
う
ち

に
取
り
外
さ
れ
、
そ
こ
は
他
の
画
家
に
よ
っ
て
描
き
替
え
ら
れ
た
。
そ
の
原
因
は
未
だ
に
不
明
だ
が
、
当
時
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
貴
族
の
趣

（
ｎ
．
鵡
・
別
）

味
が
フ
ラ
ン
ド
ル
的
で
、
晩
年
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
美
術
か
ら
、
は
る
か
に
隔
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
支

援
者
だ
っ
た
ト
ゥ
ル
プ
市
長
も
力
お
よ
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ニ
コ
ラ
ー
ス

家
の
入
口
に
、

め
に
記
し
た
。

診制

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
ト
ゥ
ル
プ
）

、
ト
ゥ
ル
プ
の
本
名
が
Ｑ
脚
⑦
切
国
の
§
い
い
○
○
口
で
あ
り
、
自
分
の
家
の
前
が
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
の
競
売
所
で
あ
っ
た
と
か
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
が
彫
ら
れ
て
い
た
と
か
い
う
こ
と
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
《
《
目
巳
ロ
》
の
名
で
よ
ば
れ
た
こ
と
は
、
は
じ
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（
証
）

飯
田
に
よ
る
と
、
一
九
六
○
年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
渡
蘭
四
○
○
年
祭
を
行
っ
た
と
い
う
か
ら
、
一
六
世
紀
の
中
ご
ろ
に

入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
球
根
の
栽
培
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
西
南
部
ハ
ー
レ
ム
と
ラ
イ
デ
ン
の
中
間
、
リ
ッ
セ
匡
閉
の
》
ヒ
レ
ホ
ム
国
農
品
○
日

が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
北
海
沿
岸
の
砂
地
の
土
壌
が
適
し
て
い
る
と
い
う
。
リ
ッ
セ
の
ク
ー
ケ
ン
ホ
ー
フ
嗣
呂
胃
昌
具
公
園
は
、
チ
ュ
ー

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
目
昌
冒
鴨
目
＆
画
ロ
圏
は
オ
ラ
ン
ダ
の
国
花
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
小
ア
ジ
ア
、
ト
ル
コ
付
近
の
地
中
海
沿
岸
に
自

生
し
て
い
た
ユ
リ
科
の
多
年
性
草
本
で
あ
る
。
ト
ル
コ
人
に
よ
っ
て
、
「
チ
ュ
リ
パ
ム
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
頭
に
巻
く
タ
ー
等
ハ
ン

の
こ
と
で
、
こ
の
花
の
形
に
似
て
い
る
の
で
名
付
け
ら
れ
た
。
一
六
世
紀
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
入
り
、
オ
ラ

の
こ
と
で
、
こ
の
花
の
形
淳

ソ
ダ
を
中
心
に
広
ま
っ
た
。

》

的
の
、
。
ロ
○
口
丙
①
口
尉
）
国
畏
時
Ｑ
①
目
石
田
○
⑦
や

日
①
命
胃
①
厨
の
属
○
ぐ
の
匙
討
Ｑ
⑦
邑
巴
、
８
計
①
①
冒
房
汀
巨
ぐ
画
昌
旦
画
旨
丙
す
”
昌
彦
①
匙
望
の
吾
①
①
目
。
国
四
打
ず
①
丘
）
旨
○
自
国
の
旨
昼
Ｑ
頤
①
彦
○
匡
旦
①
Ｐ
昌
己
門
冒
岸
①
量

の
国
８
斤
目
①
①
ａ
①
馬
ぐ
凹
昌
頤
胃
丘
く
い
ロ
旦
脚
目
歸
ず
ゅ
巴
．
胃
箆
Ｎ
匙
号
胤
胃
》
目
脚
日
①
昼
斥
号
嗣
８
》
胃
斤
Ｑ
匡
庁
２
３
口
鴨
烏
ｇ
蔚
昌
、
鴨
、
ｇ
ｏ
胃
‐

庸
目
ミ
。
］
●
号
目
・
）
〕
「
わ
た
く
し
の
外
科
医
組
合
在
任
中
に
、
組
合
長
、
管
理
者
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
交
誼
を
感
謝
し
て
、
杯
の
中
味
を
飲
朶

乾
し
ま
す
。
こ
の
杯
は
感
謝
の
意
を
こ
め
て
、
外
科
医
組
合
に
寄
贈
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
永
く
栄
光
あ
る
組
合
の
記
念
品
と
な
る
こ
と

を
信
じ
ま
す
」
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リ
ッ
プ
、
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
、
水
仙
な
ど
の
美
し
い
花
園
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

ま
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
西
南
の
ア
ル
ス
メ
ー
ル
ど
い
日
の
角
に
は
、
こ
れ
ら
の
花
の
市
場
が
あ
る
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
は
愛
の
花
と
し

て
、
色
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
花
こ
と
ば
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
古
く
は
球
根
が
貴
重
と
し
て
、
投
機
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
で
は

（
型
）

一
、
○
○
○
種
に
お
よ
ぶ
多
く
の
品
種
が
作
ら
れ
、
年
間
輸
出
量
は
約
八
万
ト
ン
に
達
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
は
、
江
戸
後
期
一
八
六
三
年

に
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸
入
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
い
ま
で
は
新
潟
県
、
富
山
県
、
京
都
府
か
ら
山
陰
地
方
に
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

現
在
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
世
界
の
多
く
の
国
々
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
花
を
描
い
た
切
手
が
非
常
に
多
い
こ
と
を
み
て
も
明
瞭
で

革
韓
報
騨
印

，
ｑ
４
喀
導
睡
唖

卜

~I■罰1-班ロロq,P…

( 1）（2）

図］1

オランダのチューリップ切手

あ
る
。
世
界
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
切
手
の
な
か
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
の
二
種
を
選
ん
で
、
こ
こ
に
掲
載

し
た
（
図
ｕ
）
。

①
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
さ
れ
た
園
芸
見
本
市
国
。
§
号
を
記
念
し
て
、
一
九
六
○
年
五

月
二
三
日
に
発
行
さ
れ
、
冒
卑
旨
。
の
鵠
①
と
フ
ラ
ン
ス
語
が
添
え
て
あ
る
が
、
こ
の
花
の
品
種
で

花
の
女
王
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
切
手
の
付
加
金
は
社
会
福
祉
事
業
、
文
化
事
業
の
基
金
に
寄
付

さ
れ
た
。
灰
、
緑
、
赤
の
三
色
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
で
あ
る
。

③
一
九
七
三
年
三
月
二
○
日
に
発
行
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
国
花
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
と
そ
の

球
根
の
輸
出
を
表
現
し
て
、
花
ざ
か
り
の
状
況
を
図
案
に
し
て
い
る
。
赤
、
緑
、
黒
の
三
色
グ
ラ

ビ
ア
印
刷
で
あ
る
が
、
前
者
と
と
も
に
カ
ラ
ー
が
出
せ
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
切
手
は
こ
の
ほ
か
に
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
ト
ゥ
ル
プ
と
直
接
関

係
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
深
入
り
し
な
い
。
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ニ
コ
ラ
ー
ス
・
ト
ゥ
ル
プ
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
名
画
「
ト
ゥ
ル
プ
の
解
剖
学
講
義
」
の
登
場
人
物
の
代
表
と
し
て
、
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
画
は
か
れ
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
外
科
医
組
合
の
講
師
と
し
て
、
後
進
を
指
導
し
て
い
る
姿
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
か
れ
の
医
学

業
績
の
代
表
と
し
て
、
「
医
学
観
察
」
の
名
著
が
あ
り
、
ま
た
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
薬
局
方
」
を
完
成
さ
せ
た
。
外
科
医
組
合
を
辞
任
し
て
か

ら
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
長
に
就
任
し
て
、
約
二
○
年
間
に
わ
た
り
、
政
治
的
手
腕
を
発
揮
し
た
。

（
弱
）

一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
前
半
に
わ
た
る
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
国
．
胃
の
『
冨
騨
ぐ
⑦
を
中
心
と
し
た
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
最
盛
期
の
基
盤
を
築

き
上
げ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
繁
栄
に
寄
与
し
た
ト
ゥ
ル
プ
の
功
績
は
、
先
輩
の
フ
ォ
レ
ー
ス
ト
国
２
９
ぐ
昌
胃
局
①
２
（
一
五
一
三
’
一
五
九
七
）
、
。
ハ

ー
ゥ
嗣
圃
卿
乏
ら
と
と
も
に
賞
讃
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
の
大
要
は
第
七
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
五
○
、
四
、
一
三
、
大
阪
）
で
講
演
し
た
（
日
本
医
史
学
誌
雑
一
二
巻
二
号
に
抄
録
掲
載
）
。

指
導
、
協
力
を
頂
い
た
緒
方
富
雄
、
小
川
鼎
三
、
大
鳥
蘭
三
郎
、
新
井
正
治
、
大
矢
全
節
、
長
門
谷
洋
治
、
酒
井
シ
ヅ
の
諸
先
生
、
な
ら
び

に
、
日
蘭
学
会
の
宕
巨
号
ぐ
号
い
〉
”
・
国
．
畠
①
脇
農
具
消
侭
Ｆ
葛
騨
冒
弓
鈎
冒
の
諸
氏
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

文
献

（
１
）
古
川
明

（
２
）
弓
湧
酌
⑦
Ｐ
国
．

“
唾
“
》
』
や
い
い
。

（
３
）
国
ｇ
屏
呂
角
．

（
４
）
の
○
匡
乏
言
】
〕

（
５
）
国
巨
①
緯
号
孟

（
６
）
ｏ
Ｏ
ａ
ｏ
目
）
・
〕
↑

摘
要

《
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
名
画
「
ト
ゥ
ル
プ
と
デ
ー
マ
ン
の
解
剖
学
講
義
」
日
本
医
史
学
雑
誌
二
○
（
四
）
二
八
九
’
三
一
二
、
昭
四
九

回
国
・
旨
・
〉
弓
吋
脚
昌
一
臼
＆
津
○
日
号
①
ご
昌
呂
｛
ゼ
ン
昌
曽
ご
降
巳
蔚
昌
ｍ
ｚ
旨
○
盲
畠
弓
匡
ざ
．
目
ａ
．
Ｆ
静
患
）
鼈
や
陰
い
》
ら
い
雰
患
《
臼
？

、

〕
三
『
・
砂
叩
両
国
ロ
耳
目
昼
静
シ
肖
昌
ｓ
旨
く
呉
ロ
声
．

心

困
・
言
．
即
ｚ
甘
○
厨
閣
弓
巨
ざ
．
冒
乱
・
国
曽
．
卸

ｍ
・
夛
畠
品
ｚ
片
○
厨
房
勺
２
月
扁
画
露
男
ｚ
胃
○
厨
閉

，
冒
・
酌
昌
局
“
①
日
興
弔
騨
駕
亀
ロ
』
●
・
弓
巳
や

星
８
営
農
弓
巨
巷
．
ｚ
⑦
冬
曙
○
房
ご
目
ぐ
⑦
量
ぞ
厚
の
鵠
．
ご
認
．

い
『
Ｃ
ｌ
画
『
⑤
》
］
の
①
岸

目
こ
ぎ
（
国
会
５
円
冒
ロ
．
］
・
シ
シ
烏
諺
．
屍
只
ｅ
》
亀
干
ち
い
邑
総
．

冨
匡
骨
唄
Ｐ
屋
員
信
号
（
シ
自
侭
駕
旨
侭
９
号
の
］
・
邑
冒
（
農
〔
陞
冒
；
●
四
且
匡
幽
厨
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川
を
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（
７
）

、
ノ

戸
只
Ｕ
」

国
昌
Ｐ
少
．
良
ご
員
巨
四
旨
①
》
揖
即
国
冒
○
胃
の
号
旨
巨
匙
の
。
言
①
２
匡
匡
ぽ
く
門
①
冒
段
旨
巴
．
○
一
弓
９
弔
印
胃
旨
．
弔
閣
爵
．
己
紹
．

嘉
門
安
雄
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
新
潮
美
術
文
庫
９
新
潮
社
（
東
京
）
昭
四
九

嘉
門
安
雄
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
中
央
公
論
美
術
出
版
（
東
京
）
昭
四
三

土
方
定
一
評
伝
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
レ
イ
ン
新
潮
社
（
東
京
）
昭
四
六

Ｚ
員
滞
昌
》
切
言
・
国
〕
・
”
安
固
●
質
自
己
胃
胃
Ｆ
⑦
器
⑦
冒
蔚
シ
日
鴛
③
ａ
色
目
勗
邑
ｌ
司
器
．
祠
ｚ
・
ぐ
ゅ
目
尻
口
目
も
①
ロ
①
旨
Ｎ
Ｏ
Ｃ
屋
．
シ
同
尻
席
且
目
邑
．

弓
匡
言
Ｚ
．
“
○
宮
国
ぐ
畠
○
画
①
吻
冒
の
昌
３
ｏ
・
国
ｇ
ｇ
ｚ
ｏ
ぐ
四
・
シ
旨
い
目
８
日
〕
尉
駅
ｅ
箇
罵
》
国
・
言
．
匡
胃
鱒
暑
講
談
社
古
典
医
学
文
庫
）
．

の
閏
．
易
○
目
）
同
国
‐
恥
鈩
旨
冒
胃
○
口
色
９
５
口
．
５
号
①
国
冨
Ｃ
曼
○
崗
冒
の
ｇ
ｏ
旨
①
．
ご
く
国
．
い
ぃ
匡
昌
包
曾
．
ｍ
○
○
・
・
国
邑
騨
号
言
言
い
秒
冒
Ｑ
Ｆ
ｏ
］
昌
○
昌
．
乞
罵
．

冒
旦
○
吋
〕
閃
・
西
・
叩
シ
国
営
○
曼
昌
目
＆
甘
言
①
．
○
彦
２
．
斤
ｍ
○
．
弓
底
○
日
尉
悶
回
す
扉
胃
尉
．
、
冒
冒
眼
爵
匡
〕
昌
冒
日
い
、
届
麗
．

国
①
恥
昌
鼻
）
日
切
Ｆ
・
即
自
５
○
局
垣
目
印
回
．
。
ご
い
①
具
吾
①
三
『
○
ａ
国
①
名
⑦
叩
．
冒
且
・
国
再
．
、
》
陵
や
麗
画
）
唇
紹
．

閃
』
鼻
犀
員
口
》
蜀
詞
ｍ
ｚ
旨
○
置
開
弓
巨
蒄
釦
員
．
具
、
亘
昌
創
出
鄙
Ｑ
画
．
Ｑ
旨
◆
弓
且
冒
弄
．
貝
ご
）
色
ｌ
お
）
ら
団
．

国
胃
尉
ご
）
旨
．
鼻
○
○
匡
曼
）
。
．
即
国
営
○
時
①
号
旨
巨
段
⑦
ｏ
旨
①
、
匡
胃
四
目
①
シ
普
曹
扁
蜀
四
百
ａ
，
弔
騨
易
．
届
９
．

相
沢
豊
三
・
堀
江
健
也
日
本
に
お
け
る
脳
卒
中
の
歴
史
日
医
新
二
七
○
八
（
六
三
’
六
七
）
、
二
七
二
（
六
七
’
七
一
）
昭
五
一

飯
田
道
夫
オ
ラ
ン
ダ
風
説
古
今
書
院
（
東
京
）
昭
五
○

高
村
象
平
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
世
界
大
百
科
事
典
一
巻
（
三
五
一
）
平
凡
社
（
東
京
）
一
九
七
六

砕
一
ご
○
昌
句
弓
》
］
・
》
弓
国
日
唾
置
芹
＆
厚
．
Ｃ
昌
昌
①
己
屋
の
号
ご
く
昌
冨
．
巨
・
国
国
昌
宮
『
己
９
〕
Ｆ
ｇ
己
○
胃
己
局
閃
Ｏ
Ｑ
騨
冒
旦
貯
ｇ
ｏ
目
ｇ
シ
切
匡
ｇ
旨
い
命
旨
昌
‐

ｇ
一
旦
胃
の
＆
ａ
宮
①
）
．
国
間
乱
曾
》
シ
員
〕
閏
９
号
目
》
Ｆ
ｏ
己
号
匡
》
ｚ
⑦
乏
閏
○
房
．
届
弓
．

。
幽
冨
日
の
『
》
］
．
著
、
中
村
二
柄
訳
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
美
術
名
著
選
言
６
岩
崎
美
術
社
（
東
京
）
昭
四
三

阿
知
波
五
郎
へ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
緒
方
書
店
（
東
京
）
昭
四
四

ご
く
蒟
鴨
属
〉
シ
・
］
．
ｇ
巳
・
叩
の
８
房
ご
霞
冒
匡
閏
国
．
旨
い
国
営
ｏ
胃
さ
宅
①
＆
①
旨
目
昌
昌
狩
己
①
］
①
逼
・
固
唾
①
昌
角
●
・
ど
旨
●
の
房
己
貰
巨
〉
忌
引
．

巨
○
医
務
の
己
》
園
。
①
号
巴
・
ｍ
ｚ
尉
昌
ミ
Ｚ
ａ
ｇ
旨
昌
．
号
呂
国
品
国
静
呂
乏
○
○
ａ
①
ロ
ｇ
異
．
ｚ
・
房
国
鼻
シ
目
翼
①
ａ
四
日
）
ら
画
．

８
，
局
こ
〕
ぐ
①
貝
５
口
．
〉
○
四
国
且
回
）
．
甸
昌
冒
膀
目
①
廼
呂
１
９
ゞ
忌
引
．

国
富
目
）
Ｐ
．
ｇ
巴
・
函
国
○
四
名
匡
吻
号
①
い
胃
尚
×
涛
○
目
号
局
胃
吋
ぐ
○
国
・
侭
ｇ
丘
①
口
シ
局
席
画
扁
吋
Ｎ
①
胃
目
二
．
ぐ
巳
庸
胃
．
冒
旨
〕
８
①
ロ
ｌ
園
の
昌
口
．
岳
９
．

厘
】
己
号
○
○
日
薄
の
。
シ
、
や
ロ
①
の
①
ぃ
。
巨
①
号
昌
い
く
凹
口
号
冒
①
ｇ
ぃ
号
①
葛
輿
①
昌
酌
呂
騨
も
旨
Ｚ
ａ
ｇ
置
尉
丘
．
国
冒
旨
！
く
い
ロ
ロ
堂
５
異
◆
国
勗
２
日
〉
畠
９
首
昌
己

』
の
『
い
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ト
ゥ
ル
プ
が
指
導
を
受
け
た
ヘ
ル
ゥ
ニ
ウ
ス
は
前
回
の
惹
邑
ぐ
“
旨
困
２
自
首
“
（
一
五
四
三
’
一
六
○
一
）
で
な
く
、
そ
の
息
子
○
号
。
國
呂
‐

目
ご
唖
（
一
五
七
七
’
一
六
五
二
）
で
あ
る
。
彼
は
一
六
○
一
年
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
学
部
の
解
剖
学
講
師
と
な
り
、
パ
ー
ゥ
の
死
後
一
六
一

七
年
に
教
授
と
な
っ
た
。
ヘ
ゥ
ル
ニ
ウ
ス
は
一
六
二
○
’
一
六
二
三
に
、
解
剖
学
資
料
の
収
集
に
全
力
を
注
ぎ
、
ヘ
ゥ
ル
ニ
ゥ
ス
収
集
を
作
り

上
げ
た
（
ラ
イ
デ
ン
大
学
四
○
○
年
序
匙
“
の
ご
己
ぐ
の
風
鼠
討
ち
Ｃ
》
困
篶
唖
日
９
２
日
》
シ
日
胃
ａ
四
目
ら
計
に
よ
る
）
。

ニ
コ
ラ
ー
ス
・
ト
ゥ
ル
プ
の
名
は
い
ま
で
も
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
、
ニ
コ
ラ
ー
ス
・
ト
ゥ
ル
プ
病
院
男
８
旨
易
目
ロ
言
園
の
寄
昌
昌
堕
と

し
て
残
さ
れ
て
い
る
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
交
通
案
内
○
頁
目
冨
胃
ぐ
ｑ
ぐ
○
国
少
日
胃
己
鱒
日
》
号
○
○
号
。
の
鐘
の
ら
認
に
よ
る
）
。

前
号
の
二

訂
正
す
る
。

ｚ
８
置
儲
弓
巨
巷
（
勗
困
ｌ
晟
忍
）
冨
麗
百
○
乏
昌
勝
画
・
富
国
ｇ
閂
冒
詞
の
日
胃
抄
昌
骨
寧
吻
貯
冒
○
巨
亜
冒
旨
昌
品
《
応
少
旨
昌
日
昌
庁
協
Ｃ
冒
具
口
壗
．
弓
こ
ぎ
ご
・

令
巳

弓
毎
①
で
２
日
目
、
蜂
５
芝
函
昏
⑦
画
目
異
自
己
、
匙
号
日
○
旨
、
角
質
』
○
国
９
．
ご
局
．
目
目
ぎ
ぎ
吋
冒
、
切
言
己
③
昌
冨
〉
目
許
胃
呂
同
四
の
匙
頤
呂
匡
昌
諺
目
、
前
ａ
ｍ
日
．

号

甲
屏
①
×
８
房
員
目
①
島
ｏ
巳
ぞ
○
時
雲
『
閑
《
《
○
富
国
ぐ
日
５
口
の
堕
目
①
９
８
の
農
胃
四
房
○
画
鵠
冒
＆
旨
吾
①
も
匡
匡
月
旦
旨
昌
島
己
９
号
も
彦
四
国
ロ
関
§
○
①
届
．

シ
津
閂
胃
汽
●
①
胃
巳
坤
○
日
吾
①
噛
邑
昌
彦
⑦
諄
『
画
亜
目
日
嗣
員
．
昌
且
農
昏
の
冒
昌
○
門
島
シ
目
算
①
己
閏
昌
画
昌
旦
胃
胃
匡
号
の
も
○
駕
さ
周
四
ヶ
○
昌
冒
『
の
口
ご
滞
胃
酌
．

弓
冒
品
ミ
①
毒
画
く
①
８
口
Ｇ
旨
巳
８
号
日
ｚ
片
○
置
陽
弓
巨
ざ
Ｃ
Ｏ
昌
言
忌
巨
８
ｓ
吾
の
胃
○
名
①
目
ご
具
昏
の
ｚ
の
吾
角
宮
口
号
昌
８
戸
侭
冒
ず
○
吾
三
ｍ
目
⑦
ａ
ｓ
］

四
目
巳
も
○
』
洋
胃
画
一
ゆ
ず
』
］
詳
尉
唖

文
献
（
妬
）
（
”
）
は
日
蘭
学
会
の
蔵
書
で
、
本
文
の
随
所
に
参
照
し
た
。

コ
ラ
ー
ス
・
ト
ゥ
ル
プ
の
論
文
⑩
の
う
ち
、
一
八
・
へ
，
ｌ
ジ
（
通
算
二
二
六
）
に
記
載
し
た
「
ヘ
ゥ
ル
ニ
ウ
ス
」
に
つ
ぎ
左
の
通
り

ｚ
言
○
置
開
弓
巨
言

少
置
３
国
己
詞
ご
宍
少
夛
討
少

（
東
京
都
杉
並
区
・
篠
原
病
院
）
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「
原
書
」
序
論
第
八
節
の
大
意
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
「
外
科
学
全
体
か
、
あ
る
い
は
そ
の
大
部
分
の
こ
と
を
書
い
た
も
の
で
、
ド
イ
ツ

語
で
訳
さ
れ
た
新
著
述
家
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
も
の
が
最
も
有
名
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ン
ド
レ
・
ア
・
ク
ル
ー
チ
ェ
、
パ
レ
ウ
ス
、
タ
グ

リ
ア
コ
チ
ウ
ス
、
ホ
レ
リ
ウ
ス
、
ラ
ン
フ
ラ
ン
ク
ス
、
シ
ル
ハ
ン
ス
、
ブ
ル
ン
シ
ュ
ヴ
イ
グ
、
ラ
イ
フ
、
ア
グ
リ
コ
ラ
、
ア
カ
・
ヘ
ン
デ
ン
ス
、

ヒ
ル
ダ
ヌ
ス
、
シ
ュ
ル
テ
ト
ス
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
、
ウ
ュ
ル
ッ
、
、
へ
フ
ェ
ル
ヴ
ェ
イ
キ
、
オ
ヴ
ェ
ル
カ
ム
プ
、
ゞ
ハ
ル
ベ
ッ
テ
、
ポ
ン
ト
ウ
ク
、

ジ
ェ
ッ
セ
ニ
ウ
ス
、
ジ
ゥ
ー
ル
、
ス
ミ
ッ
ド
、
ゲ
ル
マ
ン
、
ム
ン
ニ
ク
ス
、
ム
シ
タ
ヌ
ス
、
フ
ェ
ル
ブ
ル
ッ
ゲ
、
ガ
ウ
ケ
ン
ス
、
シ
ュ
ッ
ッ
、

ク1ビﾉレ

ユ
ル
ヘ
ル
、
ノ
ル
レ
ン
、
ヌ
ッ
ク
、
ホ
ル
ラ
ッ
ヘ
ル
、
フ
ァ
ン
デ
ル
、
ス
チ
ル
レ
、
マ
イ
エ
ル
、
ル
ー
テ
、
ホ
ル
ネ
、
ブ
ラ
ン
カ
ル
ド
、
ロ

リ
ン
、
プ
ラ
、
ヘ
ル
ル
、
フ
ァ
ン
、
ソ
リ
ン
ゲ
ン
、
ユ
ン
ケ
、
プ
ル
マ
ン
、
ム
ラ
ル
ト
、
ル
・
ク
レ
ー
ル
、
シ
ャ
リ
エ
ー
ル
、
フ
エ
ル
デ
ュ

、
デ
ィ
オ
ニ
ス
、
ラ
イ
ス
、
ヴ
ォ
イ
ト
、
パ
ル
フ
ェ
イ
ン
、
ス
タ
ー
ル
、
ユ
ン
ケ
ル
。

特
に
、
創
傷
に
関
し
て
、
読
む
に
値
す
る
も
の
に
は
、
ポ
タ
ル
ス
の
銃
創
に
関
す
る
も
の
や
タ
ッ
シ
ン
の
戦
傷
外
科
術
に
つ
い
て
の
本
や
ア

ヶ
ゥ
ス
、
ゲ
ル
マ
ン
、
プ
ル
マ
ン
等
の
銃
創
に
関
す
る
著
述
等
が
あ
り
、
さ
ら
に
ベ
ロ
テ
ン
ス
の
病
院
外
科
医
に
つ
い
て
の
記
述
と
か
、
ま

18

「
瘍
医
新
耆
」
の
研
究
五
）

繩
碑
牽
極
李
誹
挿
匪
計
梱
暗
誕
瘤
昭
和
五
十
三
年
九
月
二
十
六
日
受
付

大
鳥
蘭
三
郎

347 （59）



た
シ
ュ
ル
ワ
ル
ッ
ェ
ソ
の
創
傷
に
関
す
る
二
、
三
の
注
解
な
ど
が
あ
る
。
頭
部
創
傷
に
つ
い
て
は
シ
ュ
ル
ッ
ェ
ン
の
「
傷
つ
い
た
頭
」
と
か
、

ま
た
ヴ
ォ
イ
ト
の
「
頭
部
創
傷
」
と
か
い
う
本
が
あ
る
。
致
命
傷
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
語
で
は
、
つ
ぎ
の
人
食
の
著
書
の
な
か
に
見
え
る
。

（
ａ
）
（
。
Ｄ
）

ス
エ
ヴ
ス
、
フ
ィ
ッ
ッ
ェ
ル
、
ウ
ェ
ル
シ
ュ
、
ア
ム
マ
ン
は
そ
の
「
正
解
外
科
学
」
の
な
か
や
、
チ
ッ
ト
マ
ン
の
法
医
外
科
学
の
な
か
に
、
そ
の

他
今
ハ
ウ
ッ
マ
ン
、
ヴ
オ
イ
ト
、
ヘ
ル
ヴ
ィ
ッ
ヒ
、
ク
ロ
イ
テ
ル
マ
ン
の
著
書
が
あ
る
。
潰
瘍
又
は
破
裂
潰
瘍
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
ヶ
ゥ
ス
、
プ

ー
ル
マ
ン
、
ル
ク
レ
ー
ル
、
フ
ェ
ル
ド
ッ
ク
等
の
も
の
が
あ
る
。
骨
折
や
脱
臼
に
つ
い
て
は
、
ル
・
ク
レ
ー
ル
、
パ
ル
フ
ェ
ィ
ン
、
レ
メ
リ
ー

な
ど
の
骨
療
法
の
本
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
特
に
。
フ
テ
ィ
ー
の
骨
折
に
つ
い
て
の
著
書
は
実
に
良
い
著
作
で
あ
る
。
脱
臼
に
つ
い
て
は
特
に
グ

ル
ー
ル
マ
ン
の
も
の
を
見
よ
。
風
鰊
に
つ
い
て
は
ワ
ル
テ
ル
の
も
の
が
あ
る
。
外
科
学
に
関
す
る
道
具
に
つ
い
て
は
ラ
イ
フ
．
。
〈
レ
ゥ
ス
、
ア

ン
ド
レ
ア
ス
・
ア
・
ク
ル
ー
チ
ェ
、
ア
カ
・
ヘ
ン
デ
ン
ス
、
ヒ
ル
ダ
ヌ
ス
、
ス
ク
ル
テ
ト
ス
、
ス
ミ
ス
の
も
の
の
よ
う
に
絵
入
り
で
書
か
れ
て
い

る
も
の
が
あ
る
。
外
科
学
に
用
い
ら
れ
る
道
具
を
す
べ
て
書
き
記
し
た
も
の
と
し
て
は
フ
ァ
ン
・
ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
や
デ
ィ
オ
ニ
ス
の
も
の
が
あ

る
。
包
帯
に
つ
い
て
は
、
ル
・
ク
レ
ー
ル
、
フ
ェ
ル
ド
ゥ
ク
や
霞
ハ
ー
ス
の
も
の
を
参
照
せ
よ
。
外
科
学
的
注
解
を
ド
イ
ツ
語
で
著
わ
し
た
り
、

ま
た
は
翻
訳
し
た
も
の
に
は
、
ヒ
ル
ダ
ー
ヌ
ス
、
ス
ク
ル
テ
ー
ト
ゥ
ス
、
マ
レ
ヘ
ッ
テ
ィ
ス
、
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ヶ
レ
ン
、
ロ
ー
ン
ハ
イ
ゼ
ン
、

ム
ラ
ル
ト
、
ゞ
ヘ
ロ
ス
テ
、
プ
ー
ル
マ
ソ
、
ヒ
ュ
ッ
テ
ル
、
ク
ラ
シ
ゥ
ス
や
ワ
ル
テ
ル
の
著
書
が
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
こ
れ
に
は
ハ
ノ
ー
零
ハ
ー
で

印
刷
さ
れ
た
外
科
学
集
録
も
、
ま
た
ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
自
然
、
外
科
史
学
も
こ
れ
に
属
し
て
い
る
。
骨
折
に
つ
い
て
は
ガ
イ
ゲ
ル
や
ホ
ル
ラ
ッ
ヘ

ル
の
書
を
参
照
せ
よ
、
子
供
を
母
体
内
で
保
護
し
、
こ
れ
を
生
む
こ
と
の
、
産
科
医
師
の
手
技
に
つ
い
て
は
、
ユ
ー
ヵ
リ
ゥ
ス
・
ロ
ー
デ
ィ
オ

ソ
、
ラ
イ
フ
、
パ
レ
ウ
ス
、
フ
ィ
ア
ル
デ
ル
、
モ
ー
リ
ソ
ウ
、
フ
ァ
ン
・
ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
、
フ
ェ
ル
テ
ル
、
フ
ッ
ク
ス
ホ
ル
ッ
、
ゾ
ン
メ
ル
、

ム
ラ
ル
ト
、
ウ
ェ
ル
シ
ェ
シ
ス
の
産
科
書
、
サ
キ
セ
ス
及
び
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
助
産
婦
書
、
｝
一
ツ
ク
ハ
ル
ト
の
助
産
婦
書
、
シ
ュ
テ
ィ
セ

ル
、
フ
ァ
ン
・
デ
ヴ
ェ
ン
テ
ル
、
デ
ィ
オ
’
一
ス
、
フ
ァ
ン
・
ホ
ー
ル
ン
、
ド
・
ラ
・
モ
ッ
テ
、
及
び
セ
ン
ト
・
ア
マ
ン
ド
の
著
者
が
あ
る
。
帝

王
切
開
術
に
関
し
て
は
、
ヒ
ル
ダ
ヌ
ス
、
ス
ク
ル
テ
ト
ス
、
ラ
ン
キ
シ
ュ
、
ロ
ー
ン
ハ
イ
ゼ
ン
、
ル
ロ
ー
の
書
が
あ
る
。
砕
石
術
に
つ
い
て
は

ヒ
ル
ダ
ヌ
ス
、
ト
レ
や
ヴ
ィ
ー
デ
マ
ン
の
も
の
が
あ
り
、
特
に
新
イ
ギ
リ
ス
方
式
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
ダ
グ
ラ
ス
、
シ
ェ
セ
ル
デ
ン
、
モ
レ
ァ
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一

右
の
大
意
を
「
瘍
医
新
書
」
中
の
所
説
と
く
ら
べ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
「
新
書
」
の
第
八
節

中
の
は
じ
め
の
三
行
ほ
ど
の
文
は
「
原
書
」
に
は
見
当
ら
ず
、
つ
い
で
西
洋
の
外
科
書
著
述
家
五
十
八
人
の
名
を
列
挙
し
て
い
る
。
「
瘍
医
新

書
」
で
は
こ
れ
等
の
氏
名
に
い
ち
い
ち
独
特
な
漢
字
を
あ
て
て
列
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
名
に
ル
ビ
が
ふ
っ
て
あ
る
。
こ
れ
等
の
漢
字
名
は

い
か
に
も
大
槻
玄
澤
ば
り
で
、
ル
ビ
が
な
け
れ
ば
、
な
ん
と
読
む
べ
き
な
の
か
、
見
当
が
つ
ぎ
か
ね
る
も
の
が
す
ぐ
な
く
な
い
。

ソ
ド
の
も
の
が
あ
る
。
眼
球
の
欠
損
に
つ
い
て
は
、
。
ハ
ル
テ
ィ
シ
ュ
の
も
の
を
参
照
す
べ
く
、
眼
球
と
歯
の
欠
損
に
つ
い
て
は
、
ギ
ー
ュ
モ
ー

や
フ
ェ
ル
ブ
ル
ッ
ヶ
の
も
の
が
あ
る
。
抜
歯
に
つ
い
て
は
ク
ロ
ー
ン
の
も
の
が
あ
り
、
寒
脱
疽
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ル
ダ
ヌ
ス
の
も
の
が
あ
り
、

火
傷
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ル
ダ
ヌ
ス
の
も
の
が
あ
る
。
刺
絡
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
特
別
の
本
と
し
て
ヨ
ン
ド
ト
や
ク
ロ
ー
ン
の

も
の
が
あ
る
。
刺
絡
と
吸
角
法
を
書
い
た
も
の
と
し
て
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
も
の
が
あ
る
。
打
膿
と
串
線
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
ン
ド
ル
プ
、
シ
ョ

レ
ル
や
フ
ラ
ン
ヶ
ン
の
「
串
線
提
言
」
の
著
書
が
あ
る
。
そ
の
他
、
軍
陣
で
の
外
科
医
の
参
考
書
と
し
て
は
シ
ュ
ミ
ッ
ド
、
タ
ッ
シ
ン
、
ム
ラ

ル
ト
、
・
フ
ー
ル
マ
ン
の
「
軍
陣
医
学
」
や
今
へ
ロ
ス
テ
の
「
病
院
外
科
医
」
が
参
考
に
な
る
。
航
行
中
の
外
科
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
ル

の
「
船
外
科
医
」
が
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
。
へ
ス
ト
流
行
時
の
外
科
医
に
つ
い
て
必
見
の
書
は
。
フ
ー
ル
マ
ン
の
「
・
ヘ
ス
ト
ー
外
科
医
」
が
あ
る
。

外
科
学
的
情
報
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
「
外
科
学
的
情
報
に
関
す
る
技
術
」
ま
た
は
「
創
傷
の
書
簡
」
と
題
す
る
小
冊
子
に
つ
い
て
見
ら
れ

る
。
外
科
的
薬
局
方
と
い
う
か
、
ま
た
は
ど
う
す
れ
ば
最
も
よ
い
外
科
的
薬
品
を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ベ
ロ

ス
テ
の
「
病
院
の
外
科
医
」
と
い
う
本
と
か
、
ま
た
は
ル
・
ク
レ
ー
ル
の
「
外
科
学
」
を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
等
す
べ
て
の
本
は
適
当

な
本
屋
で
見
ら
れ
る
。
な
お
、
そ
の
他
の
多
く
の
外
科
学
書
の
著
者
た
ち
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
特
に
く
わ
し
く
取
り
扱
う
筈
で

坐
の
ヲ
（
》
Ｏ
」19
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「
原
書
」
序
論
第
九
節
の
大
意
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
「
こ
れ
等
の
ほ
か
の
他
の
国
語
で
書
い
た
有
名
な
ま
た
有
能
な
医
学
著
述
家
が
あ

る
が
、
そ
れ
等
の
も
の
は
わ
た
し
の
知
る
限
り
で
は
ド
イ
ツ
語
に
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
す
ぐ
れ
た
外
科
医
、
ま
た
は
そ
れ
に
な
ろ

う
と
す
る
者
は
、
外
国
語
、
な
か
で
も
ラ
テ
ン
語
に
通
ず
る
要
が
あ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
う
し
な
い
と
こ
れ
等
の
本
に
は
す
ぐ
れ
た
外
科
医
が

必
得
て
お
く
べ
き
多
く
の
必
要
な
こ
と
が
訳
し
て
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
日
常
、
役
に
立
つ
本
が
他
国
語
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
そ
れ
等
の
国
語
を
知
ら
な
け
れ
ば
そ
れ
等
著
書
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
等
の
書
冊
の
中
に
は
、

大
学
で
採
用
さ
れ
て
、
出
版
さ
れ
、
有
名
に
な
っ
た
外
科
的
分
野
説
、
ま
た
は
闘
争
説
明
書
が
あ
り
、
多
く
の
場
合
（
す
べ
て
で
は
な
い
が
）
美

し
い
、
新
ら
し
く
、
く
わ
し
い
、
か
つ
有
益
な
出
来
事
、
観
察
、
手
術
や
用
具
に
つ
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
等
は
他
の
書
冊
で
は
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
わ
た
し
は
外
科
医
た
ち
に
、
ラ
テ
ン
語
に
通
ず
る
こ
と
を
す
す
め
た
い
。
ラ
テ
ン
語
に
常
時
接
し
て

い
れ
ば
、
か
な
り
の
利
点
が
挙
げ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」

ホ
ー
ゴ
ド
イ
シ

「
此
餘
外
科
治
術
緊
要
ナ
ル
ノ
害
撰
述
ノ
人
甚
多
シ
然
し
ド
モ
多
ク
〈
皆
異
邦
ノ
文
ヲ
以
テ
記
ス
ル
所
ナ
リ
〔
幅
悟
猫
乙
都
〕
ニ
テ
其
書
ヲ

見
ル
ト
イ
ヘ
ド
モ
意
一
一
了
解
シ
ガ
タ
シ
コ
レ
其
訳
二
由
シ
ナ
ケ
レ
。
ハ
ナ
リ
故
二
良
医
ト
ナ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
〈
博
ク
異
邦
ノ
言
語
ヲ
学
ヒ
テ
コ

ラ
テ
ソ
プ
ラ
ン
ス

レ
ヲ
講
究
ス
ル
ニ
在
り
就
レ
中
羅
甸
・
挑
郎
察
ノ
言
辮
ヲ
学
上
得
ベ
シ
此
等
ノ
國
語
文
辞
ニ
テ
記
載
ス
ル
ノ
諸
害
ニ
ハ
簡
易
緊
要
ノ
事
多
シ
唯

外
治
一
一
属
ス
ル
ノ
良
法
ヲ
知
り
得
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
日
々
切
近
ノ
要
術
モ
多
ク
ハ
他
邦
ノ
語
一
一
テ
刊
行
ス
ル
ノ
書
ア
レ
、
ハ
ナ
リ
故
二
善
ク
其
書
ト

る
0

右
の
第
二
十
節
に
掲
げ
た
と
こ
ろ
に
相
応
す
る
「
瘍
医
新
書
」
誘
導
篇
第
九
節
の
文
は
、
比
較
的
短
い
の
で
、
そ
の
全
文
を
つ
ぎ
に
抄
録
す

2021

350（62）



第
二
十
一
節
に
摘
録
し
た
と
こ
ろ
と
、
第
二
十
節
に
挙
げ
た
と
こ
ろ
と
を
比
較
照
合
す
る
と
、
両
者
は
一
見
し
て
同
じ
で
は
な
い
。
い
ま
、

細
か
い
点
に
ま
で
亘
っ
て
論
じ
よ
う
と
は
思
わ
な
い
が
、
「
瘍
医
新
書
」
の
第
九
節
の
記
載
は
、
「
原
書
」
を
忠
実
に
訳
述
し
た
も
の
で
は
な

く
、
い
わ
ゆ
る
意
訳
を
試
桑
た
も
の
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
多
い
。
た
だ
、
「
意
訳
」
は
時
と
す
る
と
「
誤
訳
」
に
通
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
「
瘍

医
新
書
」
第
九
章
の
記
載
中
に
も
こ
れ
に
類
似
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
「
瘍
医
新
書
」
第
九
節
の
後
半
の
文
は
、

「
原
書
」
の
そ
れ
に
相
応
す
る
と
こ
ろ
と
は
、
か
な
り
相
違
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
些
細
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
見
逃
が
し
て
は
な
ら

な
い
と
、
わ
た
し
は
考
え
る
。

言
ト
ー
通
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
其
良
法
ヲ
得
ル
コ
ト
難
シ
且
其
書
中
ニ
ハ
外
科
治
術
ノ
商
議
討
論
ア
ル
モ
皆
大
学
校
中
ニ
テ
諸
賢
哲
ノ
精
級
密
細
二

考
騒
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ナ
リ
コ
ノ
故
二
精
微
新
奇
ノ
善
法
良
術
他
ノ
書
中
二
見
サ
ル
所
ノ
治
療
ノ
諸
器
二
至
ル
マ
テ
皆
其
中
二
牧
ム
余
因
テ
コ
レ

ヲ
思
フ
ニ
此
道
二
志
ア
ル
モ
ノ
ハ
必
ス
先
シ
羅
甸
語
ヲ
知
ラ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
ベ
シ
学
者
能
ク
年
月
ヲ
累
ネ
コ
レ
ヲ
眼
勉
シ
メ
惰
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ

別
一
一
多
大
ノ
金
帛
ヲ
費
ス
コ
ト
無
フ
シ
メ
種
を
ノ
奇
法
異
術
ヲ
知
り
得
ラ
ル
、
ナ
リ
」
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不
具
疾
患
等
が
共
同
体
の
存
続
に
と
っ
て
障
害
と
な
る
と
考
え
ら
れ
た
と
ぎ
罪
と
認
定
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
な
ら
ば
そ
う
し
た
存
在
が

生
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
換
言
す
れ
ば
疾
患
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
を
次
に
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
別
）

病
気
に
関
す
る
記
紀
の
記
事
を
ゑ
て
い
く
と
病
因
論
と
で
も
よ
ぶ
べ
き
も
の
に
い
く
つ
か
の
類
型
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
は
病
気
を
神

へ
の
反
抗
、
離
反
の
結
果
と
す
る
も
の
で
病
気
が
罪
の
表
現
形
態
と
翠
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
倭
建
命
が
神
の
正
身
と
い
う
こ
と

（
瓢
）

を
知
ら
ず
し
て
白
猪
に
対
し
て
言
挙
、
即
ち
神
意
に
反
し
て
自
己
の
意
志
を
揚
言
し
た
た
め
に
病
を
得
た
こ
と
、
ま
た
仲
哀
天
皇
条
に
お
い
て

天
皇
が
神
の
託
宣
を
信
じ
な
い
で
熊
襲
を
討
っ
た
た
め
に
崩
御
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
ど
に
み
え
る
。
従
っ
て
病
気
へ
の
対
処
は
直
ち
に
神
意

を
求
め
る
行
為
に
は
じ
ま
り
、
例
え
ば
允
恭
天
皇
五
年
十
月
条
に
「
天
皇
、
神
の
崇
り
を
治
め
ず
し
て
皇
妃
を
亡
ひ
し
こ
と
を
悔
い
て
更
に
そ

の
答
を
求
め
た
ま
ふ
」
と
。
そ
し
て
神
意
を
履
行
し
「
悪
し
解
除
、
善
し
解
除
を
負
せ
て
長
渚
の
崎
に
出
で
て
祓
へ
涙
が
し
め
き
」
と
謝
罪
解

除
敬
神
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
病
気
は
罪
を
犯
し
た
個
人
に
課
せ
ら
れ
た
罰
ま
た
は
悔
改
め
に
至
ら
せ
る
た
め
の
処
置
と
考
え
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
病
人
や
不
具
は
罪
人
と
考
え
ら
れ
、
最
悪
の
場
合
は
水
葬
や
遺
棄
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
彼
ら
を
共

記
紀
神
話
と
医
療
下
一

（
一
二
）

騏
霧
議
謹
一
誌
躯
需
曙
和
五
十
三
年
二
月
四
日
受
付

新
村
拓
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場話てれと 親 了なるすしう どたの同
そ
の
第
三
は
禁
忌
の
侵
犯
に
よ
る
も
の
。
国
津
罪
に
己
母
犯
罪
、
己
子
犯
罪
、
母
与
子
犯
罪
、
子
与
母
犯
罪
、
畜
犯
罪
と
象
え
る
も
の
は
近

相
姦
や
獣
婚
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
国
津
罪
と
し
て
表
記
さ
れ
る
前
提
に
は
現
実
社
会
に
お
け
る
か
か
る
事
実
の
存
在
と
そ
の
結
果

し
て
の
悲
惨
な
事
態
の
招
来
が
あ
っ
た
と
象
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
の
水
蛭
子
や
淡
島
の
誕
生
の
話
も
儒
教
的
倫
理
観
に
よ
っ
て
粉
飾
さ

て
は
い
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
性
的
禁
忌
の
違
犯
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
第
三
の
類
型
に
は
触
稜
に
関
す
る
も
の
を
含
め

も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
伊
邪
那
岐
が
黄
泉
国
か
ら
帰
っ
て
き
て
河
川
で
膜
祓
を
し
、
身
体
を
潔
め
た
と
き
汚
垢
か
ら
二
柱
の
荒
振
神
が
生
じ
た

や
須
佐
之
男
が
住
い
の
下
に
便
を
置
い
た
た
め
に
、
そ
の
汚
稜
に
よ
っ
て
天
照
大
神
が
病
ん
だ
と
い
う
話
に
ぷ
る
よ
う
に
、
神
聖
で
清
浄
な

を
汚
す
こ
と
や
汚
稜
に
触
れ
る
こ
と
が
病
気
の
原
因
ま
た
は
人
を
発
病
さ
せ
る
荒
振
神
を
招
く
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
第
四
は
為
政
者
の
不
徳
、
陰
陽
不
順
に
よ
る
も
の
。
こ
れ
は
紀
編
纂
に
際
し
て
依
拠
し
た
中
国
史
書
に
あ
る
思
想
の
引
き
写
し
で
あ

（
魂
）

体
内
に
許
容
し
て
お
く
な
ら
ば
、
罪
の
災
気
が
共
同
体
全
体
に
ふ
り
か
か
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
背
後
に
は
労
働
能
力

低
い
成
員
を
か
か
え
る
こ
と
が
生
産
力
の
低
い
共
同
体
そ
の
も
の
の
存
続
に
と
っ
て
大
き
な
負
荷
と
な
っ
た
社
会
経
済
面
で
の
認
識
が
あ
っ

と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
処
置
は
生
産
力
の
高
ま
り
に
比
例
し
て
発
達
し
て
き
た
宗
教
儀
礼
（
病
人
不
具
の
追
放
に
代
わ
る
形
代
の
流
棄
や
祓
な

の
治
病
儀
礼
）
に
代
替
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

病
因
の
第
二
は
呪
誼
に
よ
る
も
の
。
例
え
ば
古
事
記
の
秋
山
之
下
氷
壮
夫
と
春
山
之
霞
壮
夫
の
物
語
に
賭
物
の
償
い
を
し
な
い
相
手
を
呪
誼

て
発
病
さ
せ
る
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
呪
誼
に
よ
る
発
病
が
一
種
の
制
裁
に
な
っ
て
い
る
。
呪
誼
を
か
け
ら
れ
る
側
に
は
そ
の
呪
誼
を
受
容

る
要
因
、
例
え
ば
共
同
体
秩
序
を
乱
す
行
為
を
し
た
と
か
、
共
同
体
成
員
と
の
間
に
不
和
を
も
た
ら
す
性
格
を
有
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
あ

。
従
っ
て
、
呪
誼
を
か
け
ら
れ
て
発
病
す
る
こ
と
は
そ
の
呪
誼
が
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
呪
詔
を
か
け
ら
れ
た
者
の
罪
が
公
に

っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
呪
誼
が
社
会
秩
序
の
維
持
機
能
を
担
っ
て
い
る
と
染
て
よ
い
。
前
の
物
語
に
お
い
て
は
約
束
の
賭
物
の
支
払
い
を
完

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
呪
記
は
解
か
れ
平
安
を
得
て
い
る
。
ま
た
有
名
な
海
幸
山
幸
の
物
語
に
み
え
る
呪
誼
も
同
様
に
考
え
て
よ
い
で
あ
る

０
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り
謡
固
有
の
病
因
観
と
は
い
え
な
い
が
、
例
え
ば
崇
神
天
皇
七
年
条
に
疾
疫
、
災
害
の
頻
発
に
対
し
「
朝
に
善
き
政
無
く
、
答
を
神
祗
に
坂
ら

む
や
」
と
し
た
り
、
同
十
二
年
に
「
徳
も
綏
す
る
こ
と
能
は
ず
、
是
を
以
て
陰
陽
謬
り
錯
ひ
て
寒
さ
暑
さ
序
を
失
へ
り
。
疫
病
多
に
起
り
て
百

姓
災
を
蒙
る
」
と
記
す
と
こ
ろ
に
ふ
え
る
考
え
方
で
あ
る
。
儒
教
の
家
父
長
制
家
族
道
徳
と
王
土
王
民
思
想
に
支
え
ら
れ
た
秩
序
観
で
あ
っ
て

支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
受
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
五
は
現
実
の
観
察
に
も
と
づ
く
も
の
、
事
故
等
に
よ
る
も
の
で
、
前
に
桑
た

大
国
主
命
の
火
傷
や
須
佐
之
男
命
の
暴
逆
に
よ
り
服
織
女
が
稜
で
女
陰
を
衝
い
て
死
ん
だ
と
す
る
外
傷
や
伊
邪
那
美
命
が
火
の
神
を
生
ん
だ
際

に
高
熱
を
発
し
、
嘔
吐
し
た
と
い
う
産
後
の
産
褥
熱
と
思
わ
れ
る
も
の
、
獣
虫
に
よ
る
傷
害
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
が
、
い
わ
ば
人
間
行
為
の

に
高
熱
を
発
し
、
嘔
吐
し
《

結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
第
六
は
邪
神
悪
霊
に
よ
る
も
の
。
例
え
ば
書
紀
巻
上
、
倭
健
命
が
信
濃
山
中
に
お
い
て
山
神
に
苦
し
め
ら
れ
る
話
な
ど
邪
神
悪
霊
の
侵

入
瀝
依
に
よ
り
、
ま
た
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
霊
が
害
さ
れ
た
り
、
喪
失
し
て
発
病
に
至
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
前
の
話
で
は

「
信
濃
の
坂
を
度
る
者
、
多
く
神
の
気
を
得
て
お
え
臥
し
つ
。
た
だ
白
き
鹿
を
殺
り
た
ま
ひ
し
よ
り
後
、
こ
の
山
を
こ
ゆ
る
者
、
蒜
を
か
み
て

人
と
牛
馬
と
に
塗
り
、
お
の
づ
か
ら
に
神
の
気
に
中
ら
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
邪
霊
に
は
そ
の
魔
力
を
消
す
威
力
を
も
つ
と
さ
れ
る
蒜

（
蝿
）

な
ど
の
霊
物
を
も
っ
て
対
抗
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
。

そ
の
第
七
は
荒
振
神
に
よ
る
と
す
る
も
の
。
荒
振
神
と
は
天
つ
神
の
い
る
高
天
原
か
ら
み
た
葦
原
の
中
つ
国
に
蟠
居
す
る
神
々
で
あ
り
、
順

化
し
な
い
神
倉
の
こ
と
で
あ
る
。
荒
振
る
行
為
と
は
高
天
原
に
お
け
る
須
佐
之
男
命
が
望
月
山
を
枯
山
な
す
泣
ち
枯
」
ら
し
、
「
悪
ぶ
る
神
の

音
、
狭
蠅
な
す
皆
満
ち
、
万
の
物
の
妖
、
悉
に
発
」
し
た
と
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
、
ま
た
天
津
罪
と
い
わ
れ
る
内
容
を
も
つ
行
為
を
い
う
の
で

（
瓢
）

あ
る
。
従
っ
て
荒
振
る
行
為
を
す
る
神
為
は
共
同
体
か
ら
追
放
さ
れ
る
か
、
鎮
圧
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
須
佐
之
男
命
は
荒

振
る
神
倉
の
い
る
葦
原
の
中
つ
国
に
追
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
出
雲
に
お
り
立
っ
た
須
佐
之
男
命
は
大
蛇
退
治
の
神
話
に
承
ら
れ
る
よ
う

に
、
そ
の
も
て
る
活
力
に
よ
っ
て
治
水
か
ん
が
い
を
し
豊
饒
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
喬
で
あ
る
大
国
主
命
は
出
雲
の
首
長
と
し
て
荒
振
る
神
々

を
平
定
し
、
国
作
り
を
完
了
す
る
と
と
も
に
天
つ
神
の
御
子
に
国
譲
り
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
み
え
る
神
話
は
過
去
に
お
け
る
、
ま
た
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そ
こ
で
次
に
病
気
へ
の
対
処
に
つ
い
て
桑
る
こ
と
に
す
る
が
、
原
理
的
に
は
病
気
の
発
生
、
ま
た
は
進
入
過
程
を
逆
に
た
ど
る
こ
と
に
あ
っ

た
と
い
え
る
。
第
一
の
神
意
の
反
抗
離
反
を
病
因
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
謝
罪
を
し
、
神
意
を
履
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
治
病
さ
れ
、
第
二

の
呪
認
に
つ
い
て
は
償
い
に
よ
っ
て
呪
記
を
解
か
せ
る
か
、
ま
た
は
呪
に
対
し
呪
を
以
っ
て
対
抗
し
、
呪
誼
を
無
力
な
も
の
に
す
る
か
の
処
置

が
と
ら
れ
る
。
第
三
の
禁
忌
の
侵
犯
に
よ
る
も
の
は
罪
を
犯
し
た
者
を
追
放
す
る
か
、
祓
に
よ
っ
て
罪
を
取
り
除
く
か
、
罪
の
原
因
と
な
る
も

の
を
除
去
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
。
第
四
の
為
政
者
の
不
徳
、
陰
陽
不
順
に
よ
る
も
の
は
善
政
に
よ
っ
て
応
え
、
第
五
の
火
傷
や
外
傷
と
い
っ

た
偶
然
的
な
事
故
に
よ
る
も
の
に
対
し
て
は
薬
草
石
な
ど
を
用
い
た
経
験
的
な
処
置
に
よ
っ
て
治
療
さ
れ
（
後
述
）
、
第
六
、
第
七
の
邪
神
悪
霊

荒
振
神
の
仕
業
と
す
る
も
の
に
対
し
て
は
饗
応
し
て
慰
撫
す
る
か
、
追
放
す
る
か
、
討
伐
す
る
か
の
処
置
が
と
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
遷
却
崇

記
紀
編
纂
時
に
お
け
る
複
雑
な
政
治
事
情
が
投
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
宗
教
的
に
は
国
譲
り
、
そ
し
て
天
孫
降
臨
の
前
提
を
な
す
と
こ
ろ

の
荒
振
神
の
平
定
は
延
喜
式
巻
八
の
祝
詞
に
象
え
る
崇
り
神
を
宮
中
の
外
に
遷
し
出
す
遷
却
崇
神
や
稜
悪
し
き
疫
の
鬼
を
追
放
す
る
追
撚
の
儀

（
妬
）

礼
に
承
ら
れ
る
思
想
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
神
話
が
史
的
構
成
を
と
っ
て
語
っ
て
い
る
も
の
は
荒
振
神
が
も
た
ら
す
病
気
や
天
災
に
対
す

る
恐
れ
と
、
そ
れ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
生
活
体
験
の
中
か
ら
生
象
出
さ
れ
た
数
々
の
呪
術
宗
教
的
な
風
習
や
儀
礼
を
下
地
に
し
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
病
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
荒
振
神
は
そ
の
神
話
的
表
現
に
お
い
て
政
治
性
が
付
加
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
六
つ
の
病
因
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
扱
い
は
倭
健
命
が
「
毒
し
ぎ
気
を
放
ち
」
て
人
民
を
苦
し
め
る
邪
神
悪
神
を
討
伐
す

る
話
（
大
和
朝
廷
に
よ
る
征
服
統
合
の
神
話
的
表
現
）
に
お
い
て
引
き
つ
づ
き
多
く
桑
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
履
中
天
皇
五
年
十
月
条
に
染
え

る
車
持
部
支
配
に
関
す
る
話
や
欽
明
天
皇
十
三
年
条
、
敏
達
天
皇
十
四
年
条
の
仏
教
受
容
に
ま
つ
わ
る
疫
病
流
行
の
話
な
ど
に
お
い
て
は
病
気

そ
の
も
の
が
政
治
的
に
巧
み
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
至
っ
て
は
複
雑
な
政
治
事
情
に
そ
の
病
因
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

も
の
で
あ
る
。
以
上
、
記
紀
に
み
え
る
病
因
に
つ
い
て
の
観
念
を
七
類
型
に
分
け
て
考
え
て
ゑ
た
。

〆、

四
､ーノ
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神
、
追
僻
、
道
饗
祭
、
鎮
花
祭
な
ど
の
宗
教
儀
礼
と
し
て
整
え
ら
れ
、
律
令
政
府
に
よ
っ
て
年
中
行
事
化
さ
れ
た
中
に
思
想
的
に
生
き
続
け
て

い
る
（
延
喜
式
祝
詞
）
。
即
ち
、
道
に
て
鬼
魅
を
饗
応
し
て
追
い
返
し
た
り
、
季
春
の
時
に
疫
神
分
散
し
て
瘤
を
行
う
の
を
鎮
め
る
た
め
の
祭
儀

は
、
書
紀
神
代
に
お
い
て
伊
邪
那
岐
命
が
黄
泉
比
良
坂
を
千
人
所
引
の
磐
石
を
も
っ
て
塞
ぎ
、
伊
邪
那
美
命
に
絶
妻
之
誓
を
わ
た
す
神
話
に
そ

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
治
病
の
た
め
の
宗
教
儀
礼
は
本
来
は
儀
礼
を
執
行
す
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
治
療
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

年
中
行
事
化
さ
れ
た
儀
礼
に
お
い
て
は
そ
の
意
味
が
う
す
れ
、
神
話
の
再
演
を
通
じ
て
病
気
に
対
す
る
予
防
的
な
意
義
に
重
点
が
移
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
意
味
に
お
い
て
治
病
儀
礼
が
古
代
社
会
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
り
、
疫
病
の
流
行
時
に
お
け
る
四
角
四
境

祭
な
ど
は
そ
の
顕
著
な
例
と
い
え
る
。

病
気
は
肉
体
的
な
苦
痛
を
病
人
に
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
社
会
に
と
っ
て
も
ま
た
大
き
な
負
荷
を
与
え
る
も
の
で
あ

り
、
病
気
か
ら
の
解
放
が
個
人
の
み
な
ら
ず
、
社
会
に
と
っ
て
も
ま
た
重
要
な
も
の
で
あ
り
本
質
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
宗
教
の
出
発

は
人
間
が
永
遠
に
生
き
ら
れ
な
い
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
（
自
然
の
法
則
）
へ
の
認
識
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
認
識
か
ら
生
ず
る
敗
北
感
、
劣
等

感
か
ら
人
間
の
生
命
を
防
衛
す
る
こ
と
に
宗
教
の
機
能
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
自
然
の
法
則
を
越
え
る
「
も
の
」
を
発
見
し
、
そ
の
「
も

の
」
と
人
間
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
が
自
然
の
法
則
を
克
服
す
る
と
い
う
論
理
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
死
が
永
遠

の
生
に
よ
っ
て
置
換
さ
れ
う
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
限
り
な
き
生
へ
の
執
着
が
も
た
ら
し
た
死
に
対
す
る
合
理
化
の
論

理
で
あ
る
。
記
紀
に
象
え
る
神
話
、
そ
れ
は
国
家
的
祭
祀
の
思
想
的
基
盤
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
展
開
す
る
神
々
の
行
動
の
原

動
力
は
生
へ
の
執
着
に
あ
り
、
そ
れ
は
生
を
脅
か
す
病
気
か
ら
の
解
放
の
願
望
を
根
底
に
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
死
は
常
に
他
者
の
死
で
し

か
認
識
で
き
な
い
ゆ
え
に
死
に
対
す
る
恐
怖
は
一
層
つ
の
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
恐
怖
は
逆
に
死
を
打
ち
破
っ
て
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
生
命
の

誕
生
へ
の
驚
き
や
死
を
回
避
し
え
た
治
病
の
喜
び
に
お
け
る
感
情
の
高
ま
り
を
増
す
こ
と
に
な
り
、
誕
生
や
治
病
の
謎
を
解
く
こ
と
が
神
話
の

主
要
な
主
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
勿
論
、
神
話
の
編
纂
の
意
図
が
皇
室
と
諸
氏
族
と
の
系
譜
関
係
を
明
確
に
し
、
天
皇
制
を
強
化
す
る
イ
デ

（
配
）

の
原
型
を
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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オ
ロ
ギ
ー
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
神
話
の
素
材
と
な
っ
た
基
盤
的
部
分
は
生
と
死
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ

と
の
深
接
な
関
連
に
お
い
て
病
気
の
問
題
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

神
代
史
は
生
命
の
起
源
の
説
明
に
は
じ
ま
る
。
天
地
未
だ
分
れ
ず
潭
沌
と
し
た
状
態
の
中
に
も
の
の
ぎ
ざ
し
が
現
わ
れ
、
そ
の
清
く
明
る
い

も
の
は
高
く
場
っ
て
天
と
な
り
、
重
く
濁
っ
た
も
の
は
凝
っ
て
地
と
な
り
、
そ
の
天
地
の
中
に
葦
牙
の
如
き
一
物
が
化
成
し
て
神
が
生
ま
れ
、

男
女
二
神
の
神
婚
に
よ
り
国
々
神
之
の
誕
生
を
染
た
と
す
る
。
次
々
に
新
し
い
生
命
を
生
糸
出
し
た
女
神
も
火
の
神
を
生
ん
だ
と
こ
ろ
で
死
の

世
界
に
わ
た
さ
れ
る
。
男
神
は
女
神
を
し
た
っ
て
黄
泉
国
に
お
も
む
く
が
、
そ
こ
で
み
る
も
の
は
目
を
お
お
う
ば
か
り
の
肉
体
の
崩
壊
の
姿
で

あ
る
。
死
神
か
ら
の
が
れ
た
男
神
は
黄
泉
国
へ
の
通
路
を
石
で
塞
ぎ
、
そ
の
石
を
は
さ
ん
で
女
神
は
汝
が
治
す
国
民
を
日
に
千
人
殺
し
ま
し
ょ

う
と
言
い
、
そ
れ
に
応
え
て
男
神
は
「
吾
は
当
に
日
に
千
五
百
人
産
ま
し
め
む
」
と
述
べ
、
そ
し
て
死
の
稜
を
は
ら
う
た
め
旗
を
し
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
生
と
死
と
病
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
中
心
を
な
す
も
の
は
生
命
の
有
限
性
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
主
題

は
記
紀
神
話
の
最
後
の
一
三
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
磐
長
姫
と
木
花
開
耶
姫
を
婚
す
る
物
語
に
お
い
て
「
世
人
の
い
の
ち
も
ろ
き
縁
な
り
」
と
し
て
締

め
く
く
っ
て
い
る
こ
と
の
な
か
に
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
死
は
不
可
避
で
あ
る
か
ら
こ
そ
一
層
生
へ
の
執
着
を
た
ぎ
ら
す
の
で
あ
る
が
、

他
面
、
死
の
怖
ろ
し
さ
は
知
っ
て
い
て
も
死
と
は
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
何
も
わ
か
ら
な
い
。
わ
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
怖
ろ
し
い
と
も
い
え

る
。
従
っ
て
死
者
の
国
を
想
定
し
、
死
を
描
い
て
も
そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
た
状
態
は
現
実
世
界
の
延
長
で
あ
り
、
生
者
の
国
と
同
じ
生
活
が
あ

る
。
そ
し
て
死
は
死
体
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、
き
わ
め
て
即
物
的
な
解
釈
し
か
さ
れ
て
い
な
い
。
生
を
脅
か
す
病
気
、
生
命
の
有
限
を
推
し
進

め
る
も
の
に
対
す
る
解
釈
ほ
ど
は
哲
学
性
も
多
様
性
も
そ
こ
に
は
な
い
。
死
者
の
国
と
同
次
元
に
あ
る
と
さ
れ
た
常
世
の
国
も
死
後
に
お
け
る

理
想
郷
を
描
い
た
と
い
う
点
で
死
後
観
の
多
様
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
常
世
国
観
は
死
か
ら
の
単
純
な
逃
避
を

想
念
し
た
ま
で
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
前
に
み
た
よ
う
な
死
を
合
理
化
す
る
論
理
は
含
ま
れ
て
は
い
な
い
。
も
っ
と
も
常
世
国
観
に
し
て
も
、

ま
た
神
代
史
の
は
じ
め
を
飾
る
生
命
の
起
源
の
物
語
に
し
て
も
、
神
仙
思
想
や
准
南
子
な
ど
の
中
国
害
等
の
影
響
の
も
と
に
八
世
紀
の
律
令
官

人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
素
朴
な
伝
承
に
も
と
づ
く
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
の
こ
と
は
逆
に
生
命
の
起
源
や
死
に
対
す
る
問
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題
は
二
次
的
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
神
話
は
正
に
生
き
て
い
る
姿
そ
の
も
の
を
語
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て

そ
の
生
に
と
っ
て
障
害
と
な
る
部
分
、
即
ち
生
命
の
有
限
を
も
た
ら
す
も
の
の
説
明
が
神
話
の
本
源
的
な
部
分
に
と
っ
て
の
課
題
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
そ
の
課
題
の
主
要
な
部
分
を
担
う
の
が
病
気
の
問
題
で
あ
り
、
既
述
の
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
病
因
の
解
釈
だ
け

で
は
人
は
救
え
ず
、
具
体
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
も
歴
史
が
示
す
よ
う
に
呪
的
な
も
の
か
ら
宗
教
儀
礼
的
な
も
の
、
経
験
技
術
的
な

も
の
へ
の
進
展
が
ゑ
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
記
紀
に
象
え
る
病
気
へ
の
対
処
は
前
述
の
よ
う
に
七
類
型
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
最
も
医
療
的
な

行
事
に
つ
い
て
も
う
少
し
な
が
め
て
承
る
こ
と
に
し
よ
う
。

記
紀
神
話
に
象
え
る
身
体
に
つ
い
て
の
記
述
は
分
泌
物
と
排
泄
物
、
そ
し
て
四
肢
と
関
節
に
つ
い
て
が
多
く
、
内
臓
に
関
す
る
も
の
は
皆
無

（
”
）

に
近
い
。
要
す
る
に
身
体
に
関
す
る
知
見
は
外
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
治
療
の
多
く
も
そ
れ
に
対
応
し
て
大

国
主
命
の
物
語
に
お
け
る
外
傷
や
火
傷
の
際
の
処
置
の
よ
う
に
薬
草
石
を
用
い
た
治
療
も
内
服
で
は
な
く
塗
布
に
あ
り
、
ま
た
は
倭
健
命
の
東

夷
征
伐
に
お
い
て
言
挙
げ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
熱
気
が
清
水
に
息
う
こ
と
に
よ
っ
て
治
癒
し
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
水
治
法
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
総
じ
て
身
体
の
外
側
か
ら
の
療
法
で
あ
っ
た
。
外
科
的
処
置
と
し
て
は
書
紀
巻
十
三
に
お
い
て
允
恭
天
皇
が
群
臣
の
推
戴

を
「
我
が
不
天
、
久
し
く
篤
き
疾
に
か
か
り
て
あ
る
く
こ
と
能
は
ず
、
且
我
既
に
病
を
除
め
む
と
し
て
独
奏
言
さ
ず
し
て
、
而
も
密
に
身
を
破

り
て
病
を
治
む
れ
ど
も
、
猶
差
ゆ
る
こ
と
な
し
」
の
理
由
を
も
っ
て
聴
さ
な
か
っ
た
と
す
る
な
か
に
承
え
る
も
の
が
初
見
だ
が
、
ほ
か
に
法
医

学
的
解
剖
と
し
て
同
雄
略
天
皇
三
年
四
月
に
、
密
通
を
し
た
と
謹
言
さ
れ
た
皇
女
を
解
剖
し
「
腹
中
に
物
あ
り
て
水
の
如
し
、
水
中
に
石
あ

り
」
の
剖
検
記
事
、
ま
た
同
武
烈
天
皇
二
年
九
月
妊
娠
の
腹
を
剖
い
て
胎
児
を
ゑ
た
と
の
記
録
が
あ
る
が
、
外
科
的
処
置
が
発
達
を
と
げ
る
基

盤
は
ま
だ
生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
の
記
録
は
な
い
。

こ
の
ほ
か
で
最
も
注
目
す
べ
き
療
法
に
温
鉱
泉
の
利
用
が
あ
る
。
記
紀
、
風
土
記
、
万
葉
集
な
ど
に
は
多
く
の
温
鉱
泉
名
、
例
え
ば
摂
津
の

有
馬
湯
、
紀
伊
の
牟
婁
湯
、
伊
豆
相
模
の
箱
根
元
の
湯
、
走
湯
、
下
野
の
那
須
湯
、
信
濃
の
束
間
湯
、
出
雲
の
神
湯
、
薬
湯
、
播
磨
の
湯
川
、

伊
予
の
道
後
湯
、
筑
前
の
次
田
湯
、
肥
前
の
峯
湯
、
豊
後
の
湯
河
、
赤
湯
、
玖
信
理
湯
な
ど
み
え
る
が
、
そ
の
数
の
多
さ
は
温
鉱
泉
へ
の
関
心
の
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高
さ
を
反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
伊
豆
、
伊
予
国
風
土
記
逸
文
の
温
泉
条
、
ま
た
肥
前
国
風
土
記
彼
杵
郡
塩
田
川
条
に
ゑ
る
よ

う
に
温
鉱
泉
の
も
つ
す
ぐ
れ
た
薬
効
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
其
色
は
水
の
如
く
、
味
は
少
し
く
酸
し
、
用
い
て
痂
癬
を
療
す
」

と
豊
後
国
風
土
記
速
見
郡
酒
水
条
に
あ
る
よ
う
に
皮
膚
病
へ
の
応
用
に
み
る
通
り
で
あ
る
。
ま
た
出
雲
国
風
土
記
意
宇
郡
玉
造
温
泉
条
に
は

「
川
の
辺
に
湯
出
づ
。
出
湯
の
在
る
と
こ
ろ
海
陸
を
兼
ね
た
り
。
価
り
て
男
も
女
も
老
い
た
る
も
少
ぎ
も
、
或
は
道
路
に
つ
ら
な
り
、
或
は
海

中
を
洲
に
沿
ひ
て
日
に
集
ひ
て
市
を
成
し
、
み
だ
れ
ま
が
ひ
て
う
た
げ
す
。
一
た
び
濯
げ
ば
形
容
端
正
し
く
、
再
び
沐
す
れ
ば
万
の
病
悉
に
除

ゆ
。
古
よ
り
今
に
至
る
ま
で
験
を
得
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
故
に
俗
人
、
神
の
湯
と
い
ふ
」
と
み
え
る
が
、
温
鉱
泉
は
景
勝
の
地
に
多
い
こ
と

か
ら
療
養
だ
け
で
は
な
く
、
保
養
遊
山
の
地
と
し
て
も
喜
ば
れ
て
お
り
、
歴
代
の
天
皇
に
お
い
て
も
有
馬
、
伊
予
な
ど
の
地
へ
の
行
幸
が
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、
行
在
宮
に
て
数
ヶ
月
ゆ
っ
く
り
と
保
養
療
さ
れ
て
い
る
（
万
葉
集
巻
一
’
八
な
ど
）
。
温
鉱
泉
に
よ
る
療
法

は
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
な
け
れ
ば
そ
の
効
果
は
あ
ら
わ
れ
ず
、
書
紀
持
統
天
皇
八
年
三
月
条
に
は
近
江
国
益
須
郡
に
お
い
て
脳
泉
が
昨
年
湧

出
し
た
こ
と
を
伝
え
「
諸
の
疾
病
人
、
益
須
寺
に
停
宿
り
て
療
め
差
ゆ
る
者
衆
し
。
故
に
水
田
四
町
、
布
六
十
端
入
れ
よ
」
と
療
養
の
た
め
に

滞
留
す
る
者
へ
の
救
仙
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
続
紀
霊
亀
三
年
九
月
、
元
正
天
皇
が
美
濃
国
不
破
行
宮
に
行
幸
さ

れ
、
当
耆
郡
多
度
山
の
美
泉
を
み
ら
れ
た
際
、
そ
の
美
泉
を
評
し
て

自
盟
二
手
面
一
、
皮
層
如
ン
滑
、
亦
洗
二
痛
虎
一
、
無
し
不
二
除
愈
一
、
在
一
一
朕
之
躬
一
、
甚
有
二
其
験
一
、
又
就
而
飲
二
浴
之
一
者
、
或
白
髪
反
し
黒
、
或

頽
髪
更
生
、
或
闇
目
如
レ
明
、
自
餘
滴
疾
、
威
皆
平
愈

と
成
神
仙
的
な
鉱
泉
の
効
能
を
述
べ
ら
れ
、
更
に
符
瑞
書
に
曰
く
「
蛸
泉
者
美
泉
、
可
二
以
養
諺
老
、
差
水
之
精
也
」
と
し
て
養
老
へ
の
改
元
を

行
っ
て
い
る
。

以
上
、
わ
ず
か
な
例
で
は
あ
る
が
堀

も

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
記
紀
に
象
え
る
医
療
の
諸
相
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
あ
ら
た
め
て
ま
と
め
る
必
要
も
な
い
と
思
う
。
た
だ
、
一
般
論
と
し
て

わ
ず
か
な
例
で
は
あ
る
が
温
鉱
泉
の
開
発
の
古
さ
と
そ
の
治
病
と
保
養
の
両
面
に
お
け
る
す
ぐ
れ
た
効
能
に
対
す
る
認
識
の
高
さ
に
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記
紀
神
話
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
仮
面
を
は
い
だ
本
源
的
な
部
分
に
お
い
て
い
え
る
こ
と
は
、
神
話
は
生
の
執
着
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
、
大
地
信
仰
に
お
け
る
永
遠
回
帰
の
神
話
も
そ
の
論
理
は
死
に
対
す
る
合
理
化
で
あ
り
、
生
の
執
着
を
そ
の
神
話
創
成
の
動
源
と

す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
病
気
は
そ
の
生
を
脅
か
す
と
い
う
機
能
の
故
に
神
話
に
と
っ
て
病
気
の
解
釈
が
不
可
避
で
あ

り
、
か
つ
重
要
な
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
型
）

へへへ

232221
画一嘗

へハヘ

272625
ｰ曹曹

罰注
し

富
士
川
瀞
「
日
本
医
学
史
」
五
頁
以
下
参
照
。
氏
は
疾
病
因
と
し
て
神
の
罰
、
崇
り
に
よ
る
も
の
、
荒
ぶ
る
神
の
行
為
に
よ
る
も
の
、
人
の
身

に
微
気
悪
毒
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
、
偶
然
の
事
故
に
よ
る
も
の
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

次
田
潤
「
古
事
記
新
講
」
四
○
三
頁

井
上
前
書
二
六
三
’
二
六
四
頁

新
修
本
草
に
蒜
は
邪
痒
毒
気
を
除
く
効
あ
り
と
あ
る
。
こ
の
他
に
伊
邪
那
岐
が
黄
泉
国
よ
り
逃
げ
帰
る
時
に
用
い
た
桃
な
ど
も
こ
の
類
で
、
山
海
経

に
よ
れ
ば
禁
厭
避
鬼
に
用
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
須
佐
之
男
命
が
行
疫
神
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
備
後
国
風
土
記
逸
文
に
あ
る
疫
隅
神
社
の
縁
起
、
即
ち
武
塔
神
の
遊
幸
に
あ
た

っ
て
神
の
宿
を
拒
ん
だ
巨
旦
将
来
は
神
怒
に
よ
り
疫
死
し
、
宿
を
貸
し
た
蘇
民
将
来
は
疫
気
除
け
の
茅
の
輪
を
得
る
話
に
お
い
て
行
疫
神
と
し
て
の

須
佐
之
男
命
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
堀
一
郎
「
我
が
国
民
間
信
仰
史
の
研
究
」
第
一
巻
、
三
六
○
頁
、
松
前
健
「
日
本
神
話
の
新
研
究
」
一
五
九

’
一
六
○
頁
）

岡
田
精
司

西
郷
信
綱

石
原
明
前
書
、

「
記
紀
神
話
の
成
立
」
岩
波
講
座
日
本
歴
史
第
二
巻
所
収

「
古
事
記
の
世
界
」
五
九
’
六
○
頁
堀
一
郎
前
書
六
九
六
’
六
九
八
頁

六
’
七
頁
に
詳
論
が
あ
る
。

（
県
立
茅
ヶ
崎
高
校
定
時
制
教
諭
）
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TheMythsofKojikiandNihon-shokiandMedicine(part2)

TakuSHINMURA

InmythsofKqjikiandNihon-shokiwefindsevenbasiccausesspecifiedibrdisease,oneofwhichistheoutcomcof

crime,inthedailyaspectsofpeoplc'slifbattheunderlyingcomponentofthemyths.

Further,weobservevariousmeasurestakentocuredisease,suchaspracticaltreatmentusingherbsorhotspringsand

coxLjurationtocharmawayillnes,whichwaslaterunifiedintoreligiousrituals.

Finally,theunderlyingconstituentofthemythswasderivedfi･omtheproplc'sadherencetolifbandsothediseasewhich

wasthreateningtolifbwasgraspedasaveryseriousproblemtothemyths.
（
的
ト
）
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前
回
本
誌
に
掲
載
し
た
江
戸
今
世
「
医
家
人
名
録
」
文
政
二
年
版
は
一
冊

で
あ
る
が
、
文
政
三
年
版
今
世
「
医
家
人
名
録
」
は
「
東
」
「
西
」
「
南
」

「
北
」
の
四
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
。
前
者
に
は
医
師
の
自
己
宣
伝
は
ゑ
ら
れ

な
い
が
、
後
者
に
は
か
な
り
の
数
の
宣
伝
が
承
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
資
料

で
は
そ
れ
ら
は
一
切
省
略
す
る
。

文
政
三
年
版
は
文
政
二
年
版
の
序
文
を
書
い
た
白
土
竜
峯
の
編
集
に
変
わ

っ
て
い
る
。
ま
た
、
文
政
三
年
版
は
最
上
段
が
専
門
科
名
、
上
段
が
江
戸
の

現
住
所
、
中
段
が
出
身
地
、
下
段
が
氏
名
に
な
っ
て
い
る
。
東
部
編
は
江
戸

の
主
と
し
て
東
部
地
域
の
医
家
が
集
録
さ
れ
、
三
六
一
名
が
記
さ
れ
て
い

ヲ
（
》
Ｏ

今
回
の
底
本
は
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
図
書
館
蔵
の
「
高
田
文
庫
本
」
に

よ
っ
た
。 今

世
医
家
人
名
録
東

大
滝
紀
雄

今
世
医
家
人
名
録

本本本針本外外本瘡本本本本本外本本児本本外本
毒外

東
部

本
両
替
町

深
川
森
下
町

大
名
小
路
向
中
邸

辰
口
南
角
上
邸

本
所
相
生
市
一
丁
目

数
寄
屋
橋
内
上
邸

鍜
治
橋
内
上
邸

八
代
洲
河
岸
上
邸

大
門
通
長
谷
川
町

神
田
九
軒
町
代
地

豊
嶋
町
二
丁
目
横
丁

通
油
町
南
新
道

八
代
洲
河
岸
上
邸

深
川
海
邊
大
工
町
下
邸

濱
町
中
邸

深
川
仲
町

濱
町
上
邸

辰
口
南
角
上
邸

イ

備
前
岡
山

相
州
小
田
原

因土肥
州州前
烏高嶋
取智原

因
州
鳥
取

羽
州
山
形

若
州
小
濱

常
州
麻
生

相
州
小
田
原

龍
峯
白
土
葬
輯
定

伊
藤
玄
龍

猪
股
雲
章

岩
田
東
秀

伊
藤
宗
範

池
上
悠
爾

伊
東
玄
壽

市
川
秀
碩

石
上
小
器

板
倉
宗
元

池
田
貞
順

飯
塚
松
蓄

稲
葉
良
安

飯
嶋
宗
順

岩
井
祐
篭

板
倉
正
伯

入
川
道
生

市
場
玄
碩

伊
藤
宗
運
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外本針本外本眼本外本木本本本本本婦本木本 本蘭外本医疾外本
方

西
御
丸
下
上
邸
和
州
高
取

大
名
小
路
上
邸
肥
後
熊
木

神
田
士
手
下
岸
町

西
御
丸
下
上
邸
房
州
北
條

神
田
豊
嶋
町
上
邸
常
州
谷
田
部

本
石
町
三
丁
目

小
傳
馬
町
三
丁
目
南
横
丁
河
岸
通

深
川
畳
横
丁

深
川
仲
町

深
川
南
六
軒
堀

本
所
中
郷
下
邸
越
後
椎
谷

本
所
相
生
町
三
丁
目

本
所
埋
堀
下
邸
上
総
一
宮

濱
町
中
邸
肥
後
熊
本

北
総
多
古

大
名
小
路
上
邸

大
名
小
路
上
邸

深
川
中
佐
賀
町

神
田
須
田
町
東
横
丁

神
田
於
玉
池

本
所
林
町
五
丁
目

ハ

奥
州
黒
石

石石
州州
濱濱
田田

林 芳原橋

賀本

原伴蜂原原芳林濱原服原 伊伊飯石石石

谷田 賀 田部 藤藤田川川川田

隆玄長立壽玄泰東 正 元 東 瑞 松 宗 宗

賢琢譽斎安常山 元 貞 仲 亭 貞 順 順 侃

貞龍撫主宗玄

庵達石善碩雄

本本本本本 本
深
川
材
木
町

本
濱
町
稲
荷
堀
中
邸

本
璋
疾
石
町
四
丁
目
横
丁

本
深
川
中
佐
賀
町

本
本
所
松
井
町
二
丁
目

本木 本外本本本本本木

薬
研
堀
不
動
前

辰
口
北
角
上
邸

日
比
谷
御
門
内
中
邸

本
町
四
丁
目
新
道

辰
口
北
角
上
邸

両
国
村
松
町

深
川
元
町
肥
前
唐
津
中
邸

本
所
四
ツ
目

深
川
木
場

日
比
谷
御
門
内
中
邸

本
所
南
横
堀

鍜
治
橋
内
上
邸

本
所
相
生
町
三
丁
目

本
所
南
横
堀

木 一
一

駿
州
沼
津

駿
州
沼
津

土
州
高
智

豊
前
中
津

播
州
姫
路

藝
州
廣
嶋

但
州
村
岡

長
崎
医

土
州
高
智

但
州
村
岡

土
州
高
智

程星細程本 西
本

二
階
堂

丹
羽

二
宮

西
塚

西
原

蜂
谷
春
泰

林
道
作

白
水
良
朴

長
谷
川
松
亭

萩
野
法
橋
春
丈

橋
本
顕
斎

長
谷
川
樹
徳

二
宮
泰
純

田野井田庄

玄賢宗玄道 慎見弟升秀祐

庵 隆 英規仙 安龍二泉益仙

363 （75）



本本本癩瘡本本
澗毒

本外本外本本本本本本本本本本本

呉
服
橋
内
上
邸

本
所
埋
堀
下
邸

馬
喰
町
三
丁
目

深
川
谷
名
川
町

本
所
中
郷
下
邸

本
所
林
町
二
丁
目

和
田
倉
御
門
内
上
邸

深
川
海
辺
大
工
町
横
丁

両
国
薬
研
堀

濱
町
中
邸

富
澤
町
北
新
道

両
国
若
松
町
新
道

冨
澤
町
北
新
道

冨
澤
町
北
新
道

亀
戸
天
神
橋
下
邸

深
川
瓦
町

八
代
洲
河
岸
上
邸

八
代
洲
河
岸
上
邸
因
州
鳥
取

本
所
相
生
町
三
丁
目

卜チ

信
州
松
本

上
総
久
留
里

奥
州
会
津

肥
後
新
田

駿
州
沼
津

駿
州
沼
津

信
州
須
坂

羽
州
庄
内

肥
後
熊
本

伊
勢
徳
田
村
人

因
州
鳥
取

本星堀細堀堀豊烏冨遠遠冨徳烏烏戸東長竹

川井川内田山山里田居海澤條 間井
宗

田
秀

間

秀良永安宗小玄瑞瑞玄元清養意玄

悦碩丹稚鼎純賢仙探

春
益

一
一
兀 安宅順哲庵学伯玄

外
鍜
治
橋
外

本
深
川
松
村
町

本
本
所
石
原
中
邸

蓉
本
所
林
町
三
丁
目
河
岸

本
確
澤
新
材
木
町
杉
森
新
道

本
本
町
四
丁
目
新
道
北
角

本
辰
口
南
角
上
邸

本
数
寄
屋
橋
内
上
邸

本
大
名
小
路
上
邸

本
本
町
四
丁
目
大
横
町

本
深
川
元
町
下
邸

兒
本
銀
町
一
丁
目

本
鍜
治
橋
内
上
邸

量顕
西
御
丸
下
上
邸

針
神
田
橋
内
上
邸

本
深
川
松
村
町

本
数
寄
屋
橋
内
上
邸

本
深
川
北
川
町
河
岸

兒
濱
町
中
邸

舜
深
川
六
軒
堀

重婦
大
名
小
路
上
邸

本
神
田
豊
嶋
町
二
丁
目

ヲ

豊
後
府
内

相
州
小
田
原

駿
州
田
中

肥
後
熊
本

信
州
須
坂

丹
後
峯
山

播
州
姫
路

肥
前
唐
津

備
前
岡
山

駿
州
田
中

丹
後
田
辺

荻
野
春

岡
元

大
城
道

小
笠
原
玄

大
谷
玄

小
川
泰

大
谷
津
雲

大
島
玄

岡
田
松

岡
本
東

岡
上
卓

小
原
玄

岡
山
元

小
田
全

大
平
宗

岡
元

小
野
惟

岡
田
靱

小
川
元

岡
忠

岡
崎
秀

大
西
貞

庵民甫策負貞眠本琢栄良元洲齢徳察良龍俊哲碩文
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○
本針見本本本本清小虫眈外本

労兒
見本本本本 草本本本本産針本針本

鍜
治
橋
内
上
邸

神
田
於
玉
池

神
田
士
手
下
鎌
倉
横
町

神
田
橋
内
上
邸

大
名
小
路
上
邸

神
田
於
玉
池

両
国
村
松
町

常
盤
橋
内
上
邸

鍜
治
橋
内
上
邸

本
所
鐘
木
橋
南
横
川
下
邸
勢
州
亀
山

大
名
小
路
上
邸
奥
州
下
村

深
川
清
住
町
下
邸
野
州
宇
都
宮

鍜
治
橋
内
上
邸
土
州
高
智

神
田
龍
閑
町

神
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資

料

こ
の
冊
子
は
戸
塚
静
海
が
長
崎
で
の
八
年
間
の
修
業
を
終
え
て
、
齢
三
十

三
才
の
天
保
二
年
二
月
十
一
日
に
長
崎
を
立
ち
、
同
年
九
月
二
十
五
日
に
江

戸
に
着
き
、
師
友
に
迎
え
ら
れ
て
、
江
戸
で
の
居
宅
を
定
め
る
ま
で
の
旅
の

懐
日
記
で
あ
る
。
薄
手
和
紙
を
縦
に
二
つ
切
り
と
し
、
更
に
、
二
シ
折
り
に

し
た
も
の
を
、
や
や
厚
手
の
薄
茶
色
和
紙
を
表
紙
と
し
て
袋
綴
ぢ
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
寸
法
は
縦
八
○
粍
、
横
一
八
○
粍
。
記
入
本
文
三
十
葉
、
次
に

余
白
十
三
葉
を
残
し
、
次
で
、
江
戸
産
物
覚
一
葉
、
細
共
口
瓶
譲
渡
覚
半
葉
、

旅
中
入
金
（
診
察
料
等
の
収
入
）
覚
一
葉
半
、
そ
の
他
で
合
計
四
十
七
葉
よ

り
成
る
。

表
紙
に
は
「
長
庵
先
生
え
古
泉
よ
り
宜
く
御
伝
聲
奉
願
上
候
頓
首

二
月
初
十
」
と
い
た
ず
ら
書
き
が
あ
る
。
本
文
は
第
二
葉
裏
か
ら
「
辛
卯
二

月
十
一
日
一
、
雨
発
崎
偲
」
で
始
ま
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
冊
子

に
は
自
ら
付
け
た
名
称
は
な
い
。
そ
れ
で
「
静
海
上
府
懐
日
記
」
と
仮
称
し

た
次
第
で
あ
る
。

旅
の
大
要
は
概
ね
次
の
通
り
で
あ
る
。

天
保
十
二
年
二
月
十
一
日
に
長
崎
を
立
っ
た
。
日
見
駅
の
唐
金
塔
で
主
だ
っ

ま
え
書
き

静
海
上
府
懐
日
記
（
一
）

戸
塚
武
比
古

た
見
送
人
十
二
人
と
別
れ
、
そ
の
夜
は
他
の
見
送
人
三
人
と
共
に
矢
上
駅
に

同
宿
し
て
別
れ
を
惜
し
ん
で
、
十
二
日
か
ら
旅
路
に
つ
い
た
。
先
づ
、
文
政

九
年
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
参
府
の
折
の
道
筋
に
沿
う
て
佐
賀
ま
で
行
き
、
こ
こ

か
ら
東
へ
折
れ
て
西
海
西
道
を
下
っ
て
熊
本
に
出
た
。
こ
こ
に
十
四
日
間
滞

在
し
て
、
熊
本
藩
の
国
家
老
米
田
監
物
を
三
回
診
察
し
て
い
る
。
熊
本
か
ら

路
を
西
北
に
取
り
、
山
鹿
、
秋
月
を
経
て
西
海
西
道
に
出
、
こ
れ
を
上
り
、

小
倉
か
ら
下
関
え
と
海
を
渡
っ
て
、
こ
こ
で
山
口
行
斎
、
伊
藤
杢
之
丞
に
会

っ
て
い
る
。
山
陽
道
で
は
主
に
海
路
を
採
っ
た
。
室
に
上
陸
し
て
、
赤
穂
で

は
誉
っ
て
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
に
提
出
し
た
「
製
塩
法
」
に
因
む
塩
田
を
実
地

に
見
学
し
て
、
稚
拙
な
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
て
い
る
。
大
坂
に
は
約
三
十
日
滞

在
し
て
、
十
束
井
斎
、
岡
研
介
、
松
本
寛
五
、
日
高
凉
台
ら
に
面
会
し
て
い

る
。
京
都
に
は
五
日
間
止
ま
り
、
小
森
桃
潟
、
藤
林
普
山
ら
に
会
っ
て
い

る
。
小
石
元
瑞
は
訪
ね
た
が
、
留
守
で
会
え
な
か
っ
た
。
次
で
東
海
道
を
下

り
、
伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
、
そ
の
外
港
、
川
崎
か
ら
海
を
渡
っ
て
吉
田
に
上

陸
し
、
五
月
十
二
日
に
郷
里
の
掛
川
に
帰
り
着
い
て
、
藩
医
を
し
て
い
る
長

兄
の
隆
伯
の
家
に
落
着
い
た
。
こ
の
地
に
は
約
四
カ
月
間
滞
在
し
て
骨
を
休

め
、
ま
た
、
江
戸
行
の
準
備
な
ど
し
た
。
九
月
十
五
日
掛
川
を
発
し
、
十
六

日
に
は
駿
府
で
開
業
し
て
い
る
仲
の
良
い
仲
兄
の
戸
塚
柳
斎
の
家
に
立
ち
寄

り
、
こ
こ
で
十
日
間
厄
介
に
な
っ
た
。
二
十
五
日
駿
府
を
立
っ
て
、
十
月
二

十
九
日
に
は
江
戸
に
着
い
た
。
江
戸
に
着
い
た
翌
日
の
十
月
一
日
に
は
、
若

い
頃
掛
川
で
師
事
し
た
大
儒
松
崎
嫌
堂
先
生
を
、
江
戸
西
郊
目
黒
村
の
羽
澤

山
荘
に
伺
候
し
、
次
で
、
宇
田
川
榛
斎
先
生
、
同
熔
庵
、
湊
長
安
、
伊
東
玄

朴
、
高
野
長
英
、
足
立
長
筒
、
坪
井
信
道
等
に
迎
え
ら
れ
、
ま
た
、
そ
れ
ら

師
友
達
の
世
話
に
な
っ
て
、
十
一
月
二
日
に
は
三
十
間
堀
の
売
家
を
見
に
行
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っ
た
。
日
記
の
本
文
は
こ
こ
で
終
っ
て
い
る
。
因
象
に
こ
の
家
は
三
十
間
堀

七
丁
目
の
家
で
あ
ろ
う
。
こ
の
家
で
静
海
は
天
保
三
年
十
二
月
廿
一
日
に
、

松
崎
俵
堂
先
生
の
お
世
話
で
佐
倉
藩
士
駒
沢
鞭
輔
の
女
時
と
結
婚
し
て
世
帯

を
持
っ
た
。

本
冊
子
を
印
刷
に
付
す
る
に
当
り
次
の
方
針
に
依
っ
た
。
一
、
平
仮
名
、

片
仮
名
は
原
文
の
儘
に
し
た
。
但
し
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。
一
、

句
読
点
を
付
け
た
。
一
、
極
端
な
誤
字
は
訂
正
し
た
が
、
人
名
に
ま
ま
あ
る

当
字
、
誤
称
、
及
び
、
静
海
の
慣
用
文
字
（
例
え
ば
診
察
等
）
は
そ
の
儘
に

し
た
。
貨
幣
の
単
位
の
歩
、
分
は
分
に
統
一
し
た
。

末
筆
な
が
ら
、
本
文
を
発
表
す
る
に
当
っ
て
、
東
大
史
料
編
墓
所
教
授
山

口
啓
二
先
生
、
日
本
医
史
学
会
小
川
鼎
三
先
生
、
酒
井
シ
ヅ
先
生
の
御
指
導

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

表
紙

十
一
日

奉
願
上
候
頓
首

長
庵
先
生

（
１
）

辛
卯
二
月
十
一
日（

２
）

雨
発
崎
謀
。
若
月
常
平
、
田
川
喜
一
、
江
口
元
叔
、
劉
又

古
泉
ヨ
リ
宜
く
御
伝
聲

二
月
初
十

江

堅18糎，横8糎

（約1/2縮尺）

郎
、
酒
井
立
生
、
石
井
宗
謙
、
木
村
潜
蔵
、
文
泰
、
白
濱
涛
雲
、
上
野
雄

（
、
。
）
（
マ
マ
）

雌
、
小
野
貞
喜
、
蓬
来
良
平
、
以
上
十
二
人
送
余
到
唐
金
塔
前
。
烏
貞
喜

更
送
到
日
見
駅
。
古
泉
、
沙
留
、
五
洲
の
三
子
、
携
美
き
奈
加
二
娘
子
送

余
到
矢
上
駅
投
宿
。

森
武
七
郎
熊
本
迄
到
ル
。
因
テ
同
道
ス
。

（
４
）

紀
ノ
国
ニ
テ
ジ
ョ
真
張
銀
キ
セ
ル
。
但
シ
鮫
屋
客
、
長
崎
之
人
。
註
文
之

通
リ
之
品
、

（
５
）

右
高
島
四
郎
太
天
註
文
。

（
別
筆
若
月
筆
）

一
、
長
州
厚
狭
市
駅
｝
一
て
中
丸
へ
伝
言
之
事

一
、
船
木
藤
本
九
左
衛
門
へ
伝
言
之
事

右
若
月
方

（
別
筆
古
泉
筆
）

古
泉
托
ス

ー
、
僕
合
羽
四
着
。
但
大
形
二
着
、
中
形
二
着
也
。
勿
論
半
合
羽
、
御

承
知
通

一
、
大
刀
ヨ
リ
是
迄
数
翰
二
被
及
候
処
、
例
ノ
繁
雑
、
一
度
之
返
翰
も
不

致
、
英
勇
た
り
共
一
言
之
申
開
無
之
、
是
非
来
辰
春
出
府
、
内
実
情

合
可
申
、
□
ロ
ー
御
伝
声
被
成
置
可
被
下
奉
伏
願
候
頓
首
。
卯
二

月
初
十
古
泉
拝
托

（
別
筆
十
竹
筆
）

一
、
十
竹
別
紙
之
通
註
文
物
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（
別
筆
黙
斎
筆
）

村
上
黙
斎
書
判

金
壱
分
相
納
ル

ー
、
紺
足
袋
五
足
斗
、
但
本
十
文
片
ヒ
モ

ー
、
角
田
川
櫻
漬
五
曲
、
但
う
し
や
小
八
と
有
之
、
壱
曲
五
十
文
位
。
尤

大
坂
銅
座
御
役
所
永
井
保
三
郎
方
迄
御
出
し
被
下
候
へ
〈
相
届
申

候
。
尤
長
崎
へ
御
文
通
之
折
〈
、
同
人
へ
御
頼
被
置
可
然
哉
之
事
。

商
人
幸
便
二
頼
出
し
候
故
、
状
賃
な
し
一
一
済
申
候

如
月
十
一
日
余
波
の
こ
こ
ろ
ヲ
侍
て

春
雨
の
ふ
る
は
涙
か
櫻
咲
こ
の
長
崎
の
色
香
わ
す
る
な

（
６
）

一
、
湊
長
庵
公
へ
よ
ろ
し
く

（
７
）

一
、
新
黄
檗
柏
岩
大
和
尚
東
海
道
中
あ
た
り
に
て
御
出
合
候
〈
、
よ
ろ
し

く
。
臘
月
十
九
日
出
之
御
状
大
延
着
、
二
月
九
日
一
一
着
シ
タ
ト
御
咄

之
事

（
別
筆
琴
泉
筆
）

一
、
春
禎
助
右
長
刀
へ
請
人
書
之
伝
言

一
、
長
安
、
長
刀
、
清
庵
三
人
へ
伝
言
之
事
栞
泉

送
別
被
成
下
候
御
方
（
以
下
夫
々
自
筆
）
一
老
谷
、
一
古
泉
、
一
十
竹
、

一
琴
泉
、
一
黙
斎
、
一
五
英
、
一
五
洲
、
一
沙
留
、
一
柳

川
泉
、
一
媚
川
、
一
知
足
、
一
喜
昌
、
一
新
朝
、
一
お
承
き

さ
ん
、
一
こ
ぎ
ん
さ
ん
、
一
お
な
か
さ
ん

毒
響
零
嵯
罐
嬬
生
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
言
之
事

（
別
筆
古
泉
筆
）

古
泉
願
ひ

（
８
）

一
、
御
着
坂
直
一
一
下
駄
ノ
鼻
か
け
十
足
分
御
調
へ
御
下
し
可
被
下
奉
願

候
。
尤
角
下
駄
也

十
二
日
晴
発
矢
上
駅
。
古
泉
、
沙
留
、
五
洲
等
一
同
と
瀧
ノ
観
音
二
参

（
９
）

詣
シ
テ
分
挟
。
自
此
廣
淵
、
貞
二
と
奇
之
津
二
到
り
舟
二
乗
、
大
村
二

着
。
徳
島
屋
二
止
宿
。

十
三
日
半
晴
発
大
村
過
放
魂
原
。
山
櫻
漫
燗
な
り
。
彼
木
駅
よ
り
十
竹

へ
書
状
一
通
出
ス
。
午
後
雨
、
鯆
時
雷
鳴
微
二
、
薄
暮
嬉
野
ノ
駅
二
着
シ

テ
平
戸
屋
二
止
宿
。
此
夜
暴
風
、
雷
鳴
終
夜
不
止
。
夜
明
て
始
て
雷
雨
止

む
。
風
尚
甚
だ
し
。

十
四
日
風
雨
不
敗
袴
ノ
川
水
出
て
渡
る
事
能
わ
ず
。
空
く
嬉
野
駅
一
一
滞

留
。
夜
一
一
入
風
雨
益
甚
ダ
シ
。
夜
半
過
雷
鳴
甚
ダ
シ
。

（
皿
）

十
五
日
風
雨
梢
徴
発
嬉
野
駅
。
間
道
ヲ
瞼
へ
径
ヲ
過
ギ
、
至
塚
崎
。
未
時

半
霄
。
此
駅
二
止
宿
ス
。

（
、
）
（
吃
）
（
蝿
）

十
六
日
曇
天
発
塚
崎
駅
。
北
方
、
小
田
、
牛
津
ノ
三
宿
ヲ
過
ギ
、
佐
賀

（
型
）

’
一
至
り
秀
屋
二
止
宿
ス
。
嶋
本
良
順
ヲ
訪
フ
・
他
出
一
一
テ
逢
ズ
・
夜
一
一
入
、

初
更
良
順
来
テ
余
ヲ
訪
フ
。
共
二
酒
屋
二
至
り
杯
ヲ
傾
ク
。

十
七
日
微
雨
佐
賀
一
一
逗
留
シ
、
石
井
丞
之
進
ヲ
訪
フ
。
挙
家
悉
ク
好
人

物
、
其
弟
仙
庵
医
ヲ
学
プ
。

（
猫
）

十
八
日
微
雨
佐
賀
ヲ
発
ス
。
発
ス
ル
’
一
臨
ミ
良
順
ヲ
訪
上
、
律
呂
ヲ
論

（
蝿
）

シ
韻
鏡
ヲ
談
ズ
。
佐
賀
ヨ
リ
ニ
里
、
石
塚
駅
二
至
り
筑
後
川
ヲ
渡
ル
。
実

（
Ⅳ
）

二
大
河
ナ
リ
。
河
ノ
東
、
即
小
俣
駅
ナ
リ
。
小
俣
ヨ
リ
柳
川
城
下
ヲ
過
ギ
、

（
蛆
）新

宮
二
至
り
止
宿
。

十
九
日
晴
数
日
晴
ヲ
得
ズ
・
是
日
始
メ
テ
旭
日
ヲ
拝
ス
・
新
宮
ヲ
発
シ
、

（
畑
）
（
釦
）
（
瓢
）

勢
高
駅
、
原
ノ
町
駅
ヲ
過
ギ
、
南
ノ
関
二
至
り
野
中
氏
ノ
宅
一
一
寄
、
即
廣

（
狸
）

淵
朋
友
ノ
医
生
也
。
是
日
高
瀬
一
一
至
り
止
宿
。

廿
日
晴
高
瀬
市
ヲ
発
シ
、
午
後
熊
本
一
一
着
。
新
町
二
丁
目
松
原
屋
英
助
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仙
辛
卯
天
保
二
年
⑨
見
送
人
十
五
名
は
石
井
宗
謙
を
除
い
て
は
、
ぷ
な
町

人
⑥
唐
金
塔
日
見
駅
の
近
く
に
在
り
、
俗
に
お
か
め
堂
と
い
わ
れ
た
④

如
真
張
銀
烟
管
図
示
し
た
物
。
幕
末
の
流
行
品
⑤
高
島
四
郎
太
夫
高
島
秋

帆
⑥
湊
長
安
へ
の
伝
声
は
表
紙
の
い
た
ず
ら
書
の
古
泉
及
び
琴
泉
、
五
英
の
三

人
の
承
⑦
新
黄
檗
柏
岩
大
和
尚
正
し
く
は
瑛
岩
大
和
尚
、
長
崎
聖
福
寺
の
第

二
十
九
世
住
職
。
天
保
元
年
参
府
の
た
め
長
崎
発
。
翌
二
年
正
月
、
登
城
拝
謁
。
同
年

六
月
入
寺
伺
鼻
か
け
長
崎
方
言
で
シ
マ
皮
の
こ
と
⑨
奇
之
津
現
在

長
崎
県
東
彼
杵
郡
多
良
見
町
中
里
に
奇
之
津
の
名
が
駅
名
及
び
小
学
校
名
に
残
る

⑩
塚
崎
柄
崎
と
も
書
く
現
在
の
武
雄
市
下
宿
あ
た
り
⑪
北
方
佐
賀

県
杵
島
郡
北
方
町
⑫
小
田
佐
賀
県
杵
島
郡
江
北
町
小
田
⑬
牛
津
佐

廿
九
日
切
断
痔
瘻
。

舟
日
半
晴
三
鯵
米
田
侯
、
吉
田
熊
太
郎
来
請
診
。
萩
治
右
衛
門
来
。
夜

（
訂
）

福
間
泰
安
、
菊
文
、
東
淵
三
人
談
話
暁
一
一
至
。
（
続
く
）

宅
一
二
逗
留
。

（
認
）

廿
一
日
曇
駒
井
菊
文
来
。
藤
條
、
森
、
駒
井
同
道
酒
屋
二
到
り
、
三
朱

費
用
。

（
型
）

廿
二
日
半
晴
米
田
監
物
殿
診
ヲ
請
。
午
後
行
テ
鯵
察
。

廿
三
日
昼
晴
夜
雨
訪
菊
文
。

廿
四
日
曇
清
正
公
社
ヲ
拝
ス
。
帰
路
酒
店
ヲ
訪
・

（
妬
）

廿
五
日
晴
福
間
恵
廸
ヲ
訪
フ
。

廿
六
日
晴
再
勝
米
田
公
。

（
妬
）

廿
七
日
晴
佐
伯
文
角
来
テ
診
ヲ
請
・
画
湖
一
一
遊
。

廿
八
日
曽
根
権
三
郎
請
診
。
曽
根
〈
新
免
武
蔵
流
之
直
伝
第
八
人
目
也

註
解

森
武
七
郎
之
師
。

賀
県
小
城
郡
牛
津
町
牛
津
⑭
島
本
良
順
佐
賀
の
蘭
医
号
は
竜
勵
藩
の
医

学
寮
の
寮
監
に
、
蘭
方
医
と
し
て
初
め
て
登
用
さ
れ
た
人
⑮
律
呂
韻
鏡
と

も
に
中
国
の
音
韻
音
楽
論
⑯
石
塚
佐
賀
県
佐
賀
郡
諸
富
町
石
塚
⑰
小

俣
福
岡
県
大
川
市
小
俣
⑬
新
宮
久
留
米
か
、
久
留
米
水
天
宮
は
慶
安
の
頃

久
留
米
瀬
下
町
に
移
築
さ
れ
て
鎮
座
⑲
勢
高
駅
福
岡
県
山
門
郡
瀬
高
町

鋤
原
ノ
町
駅
福
岡
県
山
門
郡
山
川
町
原
ノ
町
⑳
南
ノ
関
熊
本
県
玉
名
郡

南
関
町
⑫
高
瀬
熊
本
県
玉
名
市
高
瀬
卿
駒
井
菊
文
坪
井
信
道
の
門

人
、
蘭
医
鋤
米
田
監
物
本
姓
長
岡
、
壱
岐
守
勝
徳
。
熊
本
藩
の
国
家
老
一

万
五
千
石
病
弱
に
し
て
翌
天
保
三
年
喪
㈱
福
間
恵
廸
熊
本
藩
の
金
創
家

⑳
画
湖
水
前
寺
池
か
ら
の
流
水
が
二
ヶ
所
で
膨
れ
湖
水
様
と
な
る
。
江
津
湖
と
い

う
。
こ
れ
を
中
国
風
に
呼
ん
で
画
湖
と
し
た
⑰
福
間
泰
安
熊
本
藩
の
金
創
家
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〃
、
ｊ
■
、
〃
、
ｊ
ｒ
、
Ｊ
４
、
ノ
、
１
ノ
、
ｆ
Ｌ
、
Ｊ
、
ノ
ー
Ｊ
Ｉ
Ｆ
、
Ｊ
‐
、
Ｊ
・
ｌ
１
１
ｒ
、
Ｊ
１
、
ノ
、
ノ
ー
ノ
ｒ
、
〃
！
／
、
Ｊ
ｌ
１
ｆ
、
〃
Ｉ
ｙ
ｒ
１
ｆ
、
〃
Ｉ
１
ｒ
、
ノ
ｑ
ｈ
ｆ
１
Ｊ
１
り
く
Ｊ
く
り
Ｊ
ｌ
ｊ
Ｉ
１
ｒ
１
ｆ
、
／
、
ｆ
Ｌ
１
ｒ
１
ｆ
、
ノ
ー
ー
グ
、
Ｊ
ｆ
、
ノ
ロ
、
〃
も
も
ノ
、
ノ
ｆ

訂
正

日
本
医
史
学
雑
誌
第
二
十
四
巻
第
三
号
（
昭
和
弱
・
７
）
「
本
土
に
最
初

に
麻
酔
を
伝
え
た
嶋
津
藩
医
伊
佐
敷
通
與
に
つ
い
て
」
の
論
文
中
、
タ
イ
ト
ル

も
含
め
て
「
道
興
」
を
「
道
與
」
に
訂
正
す
る
。

七
月
例
会
七
月
二
十
二
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

（
七
月
例
会
は
蘭
学
資
料
研
究
会
と
の
合
同
で
行
わ
れ
た
）

一
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
と
蛇
古
川
明

二
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
追
っ
て
（
旅
行
報
告
、
資
料
供
覧
）

緒
方
富
雄

九
月
例
会
九
月
二
十
一
日
（
木
）

一
シ
橋
学
士
会
館
講
堂

（
九
月
例
会
は
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
生
誕
四
○
○
年
記
念
講
演

を
も
っ
て
（
財
）
野
間
科
学
医
学
研
究
資
料
館
、
科
学
史
学
会
、
と
の

合
同
で
行
わ
れ
た
）

演
題
乏
旨
四
日
畠
胃
ぐ
ｑ
、
号
①
自
画
巨
幽
且
冨
唖
乏
。
号

演
者
己
『
．
①
芝
ｇ
ｏ
昏
芝
冨
胃
凰
持
の
冒
少
〕
ロ
．
型
邑
．
》
扇
シ
〕
国
。
己
．

蜀
閃
○
喝
．

映
画
乏
旨
画
日
出
“
『
く
ｑ
鼬
且
吾
の
。
胃
昌
昌
。
ロ
島
国
。
＆

十
月
例
会
十
月
二
十
八
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
宇
田
川
玄
随
を
焼
る
書
簡
四
通
戸
塚
武
比
古

二
、
中
国
古
代
の
養
生
思
想
大
塚
恭
男

日
本
医
史
学
会
例
会
記
事

と
き
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
十
二
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り

と
こ
ろ
大
阪
市
南
区
末
吉
橋
通
三
牟
田
病
院
講
堂

一
、
『
近
世
岐
阜
県
医
学
史
』
に
つ
い
て
青
木
一
郎
（
岐
阜
県
）

二
、
佐
渡
に
お
け
る
本
間
家
と
野
兎
病
、
コ
レ
ラ
の
流
行
史

山
中
太
木
（
大
阪
医
大
）

三
、
御
殿
医
奥
渓
家
の
人
々
山
田
重
正
（
京
都
市
）

四
、
津
藩
士
平
松
楽
斉
の
日
記
の
中
よ
り

ｌ
本
草
学
及
び
医
者
ｌ
茅
原
弘
（
津
市
）

五
、
内
山
七
郎
衛
門
書
翰
（
渡
辺
卯
三
郎
宛
）
の
考
察

洪
庵
二
子
関
係
岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

六
、
曲
直
瀬
道
三
に
関
す
る
二
、
三
の
史
料
に
つ
い
て

津
田
進
三
（
静
岡
市
）

七
、
コ
レ
ラ
資
料
の
こ
と
竹
内
真
一
（
福
井
市
）

八
、
Ｅ
・
ベ
ル
ッ
の
『
内
科
病
論
』
に
つ
い
て

安
井
広
（
愛
知
県
）

九
、
陳
外
郎
と
う
い
ろ
（
外
郎
）
薬
宗
田
一
（
京
都
市
）

己
、
大
坂
除
痘
館
（
二
代
目
）
の
位
置
に
つ
い
て

古
西
義
麿
露
筆
錘

二
、
第
二
十
六
回
国
際
医
学
史
学
会
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
プ
ロ
ブ
デ
イ
フ

市
）
に
出
席
し
て
中
沢
修
（
岡
崎
市
）

三
、
二
都
（
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
）
一
九
七
八
年
晩
夏

一
五
、

一
一
、
、

一
二
〆

一
一
一
一
、

一
四
、

ア
メ
リ
カ
の
医
薬
系
博
物
館
青
木
允
夫
｛
癖
紺
識
）

来
日
宣
教
医
シ
再
言
『
国
．
シ
烏
日
吻
（
一
八
四
七
’
七
九
）
に
つ

い
て
長
門
谷
洋
治
（
日
生
病
院
）

『
東
医
宝
鑑
』
に
見
え
る
歯
科
薬
に
つ
い
て
杉
本
茂
春
（
大
阪
市
）

『
朝
鮮
医
事
年
表
』
の
草
稿
、
そ
の
始
末
三
木
栄
（
堺
市
）

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
秋
季
大
会

栗
本
宗
治
（
大
阪
医
大
）
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【
書
評
】角

田
一
房
子
著
『
碧
素
・
日
本
ペ
ー
ー
シ
リ
ン
物
語
』

昭
和
五
二
年
日
本
医
史
学
会
総
会
が
ひ
ら
か
れ
た
エ
ー
ザ
イ
ク
ス
リ
博
物

館
の
一
室
で
、
碧
素
（
・
へ
｝
一
シ
リ
ン
）
の
大
量
生
産
に
い
た
る
ま
で
の
碧
素

委
員
会
の
部
厚
い
記
録
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
つ
よ
い
感
動
を
お
ぼ
え
た

こ
と
を
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
だ
す
。
そ
の
内
容
を
く
わ
し
く
知

る
余
裕
は
な
か
っ
た
が
、
敗
戦
の
色
こ
ぐ
た
だ
よ
う
、
物
資
の
欠
乏
の
さ
な

か
に
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
の
結
果
、
見
事
、
碧
素
を
生
産
し
た
先
人

の
業
績
は
、
そ
の
説
明
パ
ネ
ル
か
ら
も
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
し
る
こ
と
が
で

き
た
。そ

し
て
今
年
八
月
、
こ
の
角
田
房
子
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
書
店
の
棚

に
見
出
し
た
と
き
、
な
ん
の
た
め
ら
い
も
な
く
手
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

物
語
は
、
ま
ず
，
ヘ
ニ
シ
リ
ン
の
製
造
、
生
産
に
つ
い
て
の
い
わ
ゆ
る
キ
ー

ゼ
の
綜
説
が
掲
載
さ
れ
た
匿
冒
”
号
の
三
・
号
ｇ
“
ｇ
『
胃
（
一
九
四
三
年
八

月
七
日
号
）
が
ど
の
よ
う
な
経
路
で
陸
軍
軍
医
学
校
教
官
、
稲
垣
克
彦
（
現

東
京
警
察
病
院
内
科
部
長
兼
中
央
検
査
部
長
）
の
手
に
は
い
っ
た
か
を
、
推

理
小
説
を
お
も
わ
せ
る
手
法
で
追
究
し
て
ゆ
く
。
開
巻
第
一
・
ヘ
ー
ジ
か
ら
著

者
の
．
ヘ
ー
ス
に
ひ
き
こ
ま
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

主
人
公
の
い
な
い
物
語
を
ま
と
め
る
こ
と
は
大
変
む
づ
か
し
く
、
や
っ
か

い
な
仕
事
で
あ
っ
た
と
い
う
著
者
自
身
の
言
葉
の
よ
う
に
、
本
編
の
主
人
公

は
あ
く
ま
で
も
・
へ
’
一
シ
リ
ン
自
身
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
の
戦
争
末

期
の
物
資
の
と
ぼ
し
い
、
拙
劣
な
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
り
ひ
と
り

の
研
究
者
に
た
い
し
て
、
当
時
と
し
て
は
の
ぞ
象
う
る
最
高
の
研
究
の
場
を

あ
た
え
る
べ
く
努
力
し
た
、
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
稲
垣
の
姿
に
、
評

者
は
こ
の
物
語
の
主
人
公
を
見
出
し
た
．

「
戦
争
中
の
共
同
研
究
で
の
、
稲
垣
さ
ん
の
旗
の
ふ
り
方
は
ま
こ
と
に
見

事
で
し
た
」
と
か
た
る
久
保
秀
雄
（
名
古
屋
帝
大
理
学
部
）
。
「
個
性
の
強
い

学
者
を
大
勢
集
め
て
、
最
後
ま
で
円
満
に
ま
と
め
て
い
っ
た
の
は
稲
垣
さ
ん

の
力
だ
と
思
い
ま
す
」
と
森
健
志
（
名
古
屋
大
学
理
学
部
）
。
そ
し
て
「
戦

時
中
の
．
ヘ
ニ
シ
リ
ン
研
究
が
あ
そ
こ
ま
で
ま
と
ま
っ
た
の
は
、
彼
（
評
者

注
、
稲
垣
）
の
功
績
と
い
え
ま
し
ょ
う
」
と
大
槻
虎
男
（
東
京
女
高
師
）
。

二
三
の
例
を
あ
げ
た
が
、
ほ
か
に
も
稲
垣
の
温
か
い
人
柄
と
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ

ー
と
し
て
の
力
量
を
か
た
る
言
葉
は
随
所
に
見
ら
れ
る
。
著
者
の
さ
き
の
言

葉
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
著
者
自
身
、
稲
垣
こ
そ
。
へ
｝
一
シ
リ
ン
製
造
の
立
役
者

だ
っ
た
と
ひ
そ
か
に
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
が
静
か
で
は

あ
る
が
、
側
側
と
し
て
読
む
も
の
心
に
し
承
こ
ん
で
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

畑
ち
が
い
の
著
者
に
と
っ
て
、
培
養
、
抗
菌
力
な
ど
と
い
う
術
語
は
耳
新

し
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
、
東
京
警
察
病
院
の

中
央
検
査
室
や
日
大
医
学
部
で
実
際
に
実
験
を
承
た
り
、
実
験
動
物
を
扱
っ

て
誤
た
り
し
た
と
い
う
。
納
得
の
い
く
ま
で
取
材
を
綿
密
に
つ
ぷ
か
さ
ね
、

女
性
特
有
の
デ
リ
カ
シ
ー
を
そ
こ
に
お
り
こ
む
。
碧
素
委
員
会
の
中
心
人
物

で
あ
っ
た
博
士
も
、
そ
の
事
実
の
正
確
な
と
ら
え
方
に
称
讃
の
言
葉
を
あ
た

え
て
い
る
。

》
ハ
タ
ー
ン
死
の
行
進
の
責
任
を
と
わ
れ
て
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
で
刑
死
し
た

文
化
人
将
軍
、
本
間
雅
晴
の
足
跡
を
お
っ
て
現
地
に
取
材
し
た
『
い
っ
さ
い

夢
に
ご
ざ
候
』
（
昭
四
八
）
の
著
者
な
ら
で
は
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

（
九
一
頁
に
つ
づ
く
）
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弔
辞

日
本
医
史
学
会
の
前
理
事
長
で
あ
り
、
日
本
大
学
名
誉
教
授
内
山
孝
一

先
生
の
突
然
の
御
逝
逝
去
の
報
に
接
し
、
私
ど
も
会
員
一
同
は
先
生
の
御

鴻
恩
を
偲
び
深
い
追
慕
と
哀
悼
の
意
を
御
霊
前
に
捧
げ
る
の
で
あ
り
ま

す
。

内
山
先
生
は
若
い
と
き
慈
恵
大
学
の
浦
本
政
三
郎
教
授
、
東
大
の
橋
田

邦
彦
教
授
の
も
と
で
研
讃
し
て
新
進
気
鋭
の
生
理
学
者
と
し
て
頭
角
を
現

し
ま
し
た
。
そ
し
て
故
き
を
温
れ
て
新
し
き
を
知
る
主
義
か
ら
医
学
の
歴

史
に
深
く
立
ち
入
る
よ
う
に
な
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
も
志
を
同
じ

く
す
る
も
の
と
し
て
わ
り
あ
い
早
く
知
己
を
得
ま
し
た
。

歴
史
の
問
題
と
は
離
れ
て
、
ガ
マ
の
心
臓
で
興
奮
が
静
脈
洞
の
ど
の
部

計
報

本
年
六
月
二
十
日
、
本
学
会
前
理
事
長
内
山
孝
一
氏
（
日
大
名
誉
教

授
）
肺
性
心
の
た
め
東
京
都
目
黒
区
麿
番
二
’
九
’
七
の
自
宅
で
亡
く
な

ら
れ
た
。
享
年
八
十
歳
。
告
別
式
は
中
目
黒
の
祐
天
寺
で
行
な
わ
れ
、
本

学
会
を
代
表
し
て
、
小
川
理
事
長
が
左
記
の
弔
辞
を
捧
げ
た
。

な
お
氏
は
明
治
三
十
一
年
新
潟
県
に
生
ま
れ
、
大
正
十
二
年
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
を
卒
業
。
昭
和
九
年
、
日
本
大
学
医
学
部
生
理
学
教
室
の
講

師
と
な
り
、
十
四
年
か
ら
四
十
三
年
ま
で
同
大
教
授
を
勤
め
ら
れ
た
。
こ

の
間
、
戦
時
中
は
恩
師
橋
田
邦
彦
文
部
大
臣
を
援
け
、
文
部
大
臣
秘
書
官

を
つ
と
め
た
。

分
か
ら
起
こ
り
始
め
る
か
の
問
題
を
日
大
の
生
理
研
究
室
で
お
互
い
に
頭

を
つ
き
合
せ
て
観
察
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

ま
た
医
史
学
の
研
究
で
轡
を
列
べ
た
最
初
の
思
い
出
は
日
本
学
士
院
が

計
画
し
た
明
治
前
日
本
医
学
史
編
集
の
と
き
で
私
が
解
剖
学
史
、
内
山
先

生
が
生
理
学
史
を
担
当
し
ま
し
た
。

先
生
の
独
壇
場
と
い
う
べ
き
御
研
究
に
大
阪
の
町
医
者
伏
屋
素
狄
に
関

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
．
そ
の
素
狄
の
著
「
和
蘭
医
話
」
の
全
文
に
詳
し

い
解
説
を
付
し
て
医
学
古
典
集
の
第
四
集
と
し
て
昭
和
四
十
八
年
に
出
版

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
四
十
年
に
国
際
生
理
学
会
が
東
京
で
開
か
れ
た

機
会
に
出
版
さ
れ
た
惹
層
目
の
“
の
吾
湧
巨
。
廻
己
営
画
且
胃
の
“
の
貝
は
先

生
が
編
集
委
員
長
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

日
本
医
史
学
会
は
昭
和
二
年
の
末
に
発
足
し
た
も
の
で
昨
年
創
立
五
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
内
山
先
生
は
第
六
代
の
理
事
長
と
し
て
昭
和
二
十

八
年
七
月
か
ら
三
十
五
年
四
月
ま
で
そ
の
任
に
在
り
ま
し
た
。
戦
後
の
混

乱
で
低
迷
し
て
い
た
本
学
会
の
立
て
直
し
に
全
力
を
尽
さ
れ
、
機
関
誌

「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
の
復
刊
、
毎
月
の
例
会
、
年
一
回
の
総
会
を
軌
道

に
の
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
あ
と
を
継
い
で
日
本
医
史
学
会
を
で
き

る
だ
け
良
く
し
よ
う
と
日
を
こ
れ
勉
め
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
内
山
孝
一

先
生
、
御
生
前
と
同
様
に
本
学
会
の
将
来
を
御
見
守
り
下
さ
い
。
御
冥
福

を
祈
り
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
六
月
二
十
五
日

日
本
医
史
学
会
理
事
長

小

川

鼎

三
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内
山
先
生
が
理
事
長
に
な
ら
れ
た
の
は
戦
後
の
混
乱
が
よ
う
や
く
落
ち
つ

き
を
承
せ
た
頃
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
物
資
の
不
足
感
は
ま
だ
十
分
に
ぬ
ぐ

い
き
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
誌
の
復
刊
第
一
号
（
昭
和
二
十
九
年
三

月
）
で
あ
る
第
五
巻
一
号
の
紙
質
は
ま
だ
悪
い
。
本
誌
の
再
開
に
あ
た
っ
て
、

先
生
は
理
事
長
就
任
の
挨
拶
を
か
ね
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
…
前
略
・
・
・
昨
年
七
月
、
は
か
ら
ず
も
私
は
山
崎
博
士
の
あ
と
を
承
け
て

理
事
長
に
就
任
し
た
が
、
毎
月
の
例
会
開
催
と
本
誌
の
復
刊
は
、
そ
の
第
一

に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。

,掴‘斯ゴ1．藍 鐡騨､甲野､3 蝋．窪舞溌麺『掌靴:、霧』…f秘邸.，
曲蓉

ⅡP *も

銚
砺
紬
瀞
轆
』
魏
蝦
賀
蹴
獅
鞠
燕
坤
溌

内
山
孝
一
先
生
を
偲
ん
で

輝

踊刎

娠
郡

洩
蛎
蕊
恥
瀕
常
驚

’灘
丘

る
。
著
者
、
角
田
房
子
は
大
正
三
年
、
東
京
生
ま
れ
。
ソ
ル
ポ
ン
ヌ
大
学
中

退
。
「
東
独
の
ヒ
ル
ダ
レ
で
文
芸
春
秋
読
者
賞
受
賞
。
ほ
か
に
『
墓
標
な
き

八
万
の
死
者
』
『
甘
粕
大
尉
」
な
ど
が
あ
る
。

（
新
潮
社
、
昭
和
五
三
年
七
月
、
九
五
○
円
）
深
瀬
泰
旦

幸
い
に
本
学
会
幹
部
の
協
力
と
会
員
諸
兄
の
支
援
を
得
て
、
昨
年
九
月
か

ら
毎
月
例
会
を
開
き
、
ま
た
、
こ
こ
に
休
刊
十
年
に
し
て
機
関
紙
の
復
刊
を

み
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
本
会
に
と
り
幸
い
な
こ
と
で
あ
る
…
（
後
略
）
」

こ
れ
は
昭
和
二
十
九
年
二
月
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
こ
の
号
か
ら
先
生
は
三

回
に
わ
た
っ
て
「
和
蘭
医
話
の
研
究
」
を
連
載
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
そ

れ
ま
で
誰
も
そ
の
真
価
を
認
め
な
か
っ
た
伏
屋
素
狄
の
著
書
が
出
版
さ
れ
て

か
ら
百
五
十
年
後
に
よ
う
や
く
ｎ
本
医
学
史
上
に
輝
し
い
位
置
が
与
え
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
先
生
は
素
狄
の
「
和
蘭
医
話
」
を
堀
り
あ
て
て
、
彼
こ
そ

わ
が
国
の
実
験
生
理
学
の
祖
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
生
理
学
発
展
の
歴
史

を
た
ず
ね
て
妨
裡
し
た
三
十
年
の
労
苦
が
一
挙
に
解
消
し
去
る
よ
う
な
愉
快

と
感
激
と
を
お
ぼ
え
た
と
語
ら
れ
た
。

伏
屋
素
狄
の
地
元
関
西
で
は
、
先
生
の
研
究
に
続
い
て
中
野
操
・
三
木
栄

両
先
生
の
「
伏
屋
素
狄
の
研
究
が
医
諄
復
刊
第
七
号
（
三
十
年
）
に
発
表
さ

れ
、
伏
屋
素
狄
の
全
貌
が
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
四
十

八
年
、
先
生
の
医
史
学
研
究
の
最
後
を
飾
る
か
た
ち
で
、
「
和
蘭
医
話
」
が

医
学
古
典
集
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
先
生
の
最
後
の
仕
癖
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
に
な
っ
た
。
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日
本
医
史
学
会
会
則
抄

第
一
条
こ
の
会
は
、
日
本
医
史
学
会
Ｑ
名
騨
ロ
ｇ
ｏ
庁
ご
旦
冨
＆
旨
昌

国
冒
○
弓
）
と
い
う
。

第
二
条
こ
の
会
は
、
事
務
所
を
〒
咽
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
’
一
ｌ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
に
お
く
。

第
三
条
こ
の
会
は
、
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
を
目
的
と
す

る
。

第
四
条
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

川
学
術
集
会
、
そ
の
他
講
演
会
、
学
術
展
観
の
開
催
等

側
機
関
紙
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
「
日
本
医
史
学
会
を
報
」
お
よ
び
関

係
図
書
等
の
刊
行
。

⑧
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
成
の
関
連
学
術
団
体
等
に
機
関

と
の
連
携

側
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
こ
の
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

仙
正
会
員

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
会
費
年
額
五
、
○
○
○
円
を
納
め
る
者

た
だ
し
、
外
国
居
住
者
は
年
額
釦
ド
ル
と
す
る
。

③
名
誉
会
員

こ
の
会
に
対
し
功
績
顕
著
で
あ
っ
た
者
で
評
議
員
会
の
議
決
な
ら
び
に

総
会
の
承
認
を
得
た
者
。

側
賛
助
会
貝

こ
の
会
の
目
的
事
業
に
賛
助
し
会
費
年
額
一
○
、
○
○
○
円
以
上
を
納

め
る
者
、
ま
た
は
団
体
。

第
六
条
正
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
評
議
員
の
紹
介
に
よ
り
、
理
事

長
の
承
認
を
得
て
入
会
金
二
、
○
○
○
円
お
よ
び
そ
の
年
度
の
会
費
を
添

え
て
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
名
誉
会
員
は
次
の
各
号
の
何
れ
か
に
該
当
し
理
事
会
、
評
議
員
会

が
功
績
顕
著
と
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

仙
三
十
年
以
上
の
在
籍
正
会
員
で
あ
っ
て
七
十
歳
に
達
し
た
者
。

②
前
理
事
長
。

⑧
正
会
員
ま
た
は
外
国
人
で
功
績
顕
著
な
者
。

名
誉
会
員
は
終
身
と
し
て
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

第
八
条
賛
助
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
も
第
六
条
に
準
ず
る
。

第
九
条
第
六
条
及
び
第
八
条
の
会
員
の
資
格
取
得
は
会
費
納
入
日
よ
り
始

ま
る
。

第
十
条
会
員
に
は
次
の
権
利
が
あ
る
。

川
こ
の
会
の
発
行
す
る
機
関
誌
の
無
償
配
布
を
う
け
る
こ
と
。

②
機
関
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
。

⑧
総
会
、
学
術
大
会
、
学
術
集
会
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
会
員
は
、
会
費
を
前
納
し
総
会
の
議
決
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
二
条
会
員
は
次
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
資
格
を
失
う
。

⑩
退
会

②
会
費
の
滞
納
が
一
年
以
上
を
経
過
し
た
と
き
。

③
禁
治
産
、
準
禁
治
産
ま
た
は
破
産
の
宣
告
。

側
死
亡
、
失
院
宣
告
ま
た
は
会
員
で
あ
る
団
体
の
解
散
。
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第
十
三
条
こ
の
会
に
は
、
年
一
回
学
術
大
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
会
長
を

一
名
お
く
。

２
会
長
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、
通
常
総
会
毎
に
理
事
長
が
委
嘱

す
る
。

３
会
長
の
主
宰
す
る
学
術
大
会
は
、
こ
の
会
の
通
常
総
会
と
同
時
点
で

開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は

評
議
員
会
ま
た
は
総
会
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
会
長
の
任
期
は
、
学
術
大
会
を
議
決
し
た
通
常
総
会
の
翌
日
か
ら
次

の
学
術
大
会
を
終
了
す
る
と
き
ま
で
と
す
る
。

５
会
長
は
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
出
席
し
こ
れ
と
密
接
な
連
絡
の
も
の

と
に
計
上
予
算
を
勘
案
し
て
企
画
運
営
す
る
。

６
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
新
に
会
長
を
委
嘱

す
る
ま
で
理
事
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

７
会
長
は
、
学
術
大
会
関
係
事
務
を
委
嘱
す
る
た
め
に
、
会
員
の
う
ち

か
ら
学
会
委
員
若
干
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
学
術
集
会
は
、
随
時
理
事
長
主
宰
の
も
と
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

(5)

こ
の
会
は
学
術
大
会
を
毎
年
一
回
開
催
し
、
学
術
集
会
は
随
時
開
催
す

》
（
》
○

第
十
四
条
に
よ
る
除
名
処
分
。

発
行
期
日
年
四
回
（
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
）
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
食
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表
題
、
著

者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名
を
記
し
、
本
文
の
終
り
に

欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が
行
な
う
。
ま
た
編

集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も
あ
る
。

著
者
負
担
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
等
を
除
く
）
で
五
印
刷
ペ
ー

ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
）
ま
で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
超
え

た
分
は
実
費
を
著
者
の
負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印

刷
・
ヘ
ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を
徴
収
す
る
。

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後
は
編
集

部
に
て
行
な
う
。

別
刷
別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一
、
順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学
会

編
集
委
員
大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
誠

太
郎
、
三
輪
卓
雨
、
室
賀
昭
三
、
矢
部
一
郎
、
矢
数
圭
堂

編
集
顧
問
小
川
鼎
三
、
Ａ
・
Ｗ
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン

事
務
担
当
鈴
木
滋
子

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定
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日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
大
鳥
蘭
三
郎

副
会
長
大
塚
恭
男

常
任
理
事
大
鳥
蘭
三
郎
大
塚
恭
男

宗
田
一

会
計
監
事
大
滝
紀
雄
古
川
明

理
事石

原
明
大
塚
恭
男
大
鳥
蘭
三
郎

大
矢
全
節
緒
方
富
雄
小
川
鼎
三

蒲
原
宏
酒
井
シ
ヅ
酒
井
恒

佐
藤
美
実
鈴
木
勝
宗
田
一

中
野
操
長
門
谷
洋
治
藤
野
恒
三
郎

三
木
栄
矢
数
道
明
谷
津
三
雄

山
形
敞
一

幹
事蔵

方
宏
昌
酒
井
シ
ヅ
杉
田
暉
道

谷
津
三
雄
矢
部
一
郎

評
議
員青

木
一
郎
安
芸
基
雄
阿
知
波
五
郎

石
原
力
今
市
正
義
岩
治
勇
一

内
田
醇
江
川
義
雄
大
滝
紀
雄

岡
田
博
片
桐
一
男
川
島
恂
二

久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
田
郎
杉
田
暉
道

鈴
木
正
夫
鈴
木
宜
民
関
根
正
雄

瀬
戸
俊
一
高
木
圭
二
郎
高
瀬
武
平

高
山
坦
三
竹
内
真
一
田
代
逸
郎

田
中
助
一
津
田
進
三
筒
井
正
弘

大
塚
敬
節

三
廼
俊
一

土
屋
重
朗

中
西
啓

樋
口
誠
太
郎

富
士
川
英
郎

丸
山
博

三
輪
卓
爾

安
井
広

米
田
正
治

名
誉
会
員

赤
松
金
芳

王
丸
勇

吉
岡
博
人

編
集
後
記

昭
和
五
三
年
も
あ
と
旬
日
を
あ
ま
す
の
象
と
な

り
ま
し
た
師
走
の
一
夜
、
年
末
最
後
の
編
集
委
員

会
の
席
で
こ
の
後
記
を
書
き
ま
し
た
。
三
月
に
は

宮
崎
市
で
内
田
醇
会
長
の
も
と
に
第
七
九
回
日
本

医
史
学
会
が
開
か
れ
、
南
国
の
春
を
楽
し
ん
だ
こ

と
が
な
つ
か
し
く
思
い
だ
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
六

月
に
は
青
梅
市
に
医
学
文
化
館
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ

ま
し
た
。
尾
張
一
の
宮
の
薬
の
資
料
館
と
な
ら
ん

で
医
史
学
研
究
者
に
と
っ
て
は
貴
重
な
存
在
と
な

り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
学
会
結
成
五
○
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環

王
丸
勇
杉
靖
三
郎

吉
岡
博
人
和
田
正
系

中
川
米
造
中
沢
修

中
山
沃
服
部
敏
良

福
島
義
一
堀
江
健
也

古
川
明
本
間
邦
則

松
木
明
知
三
浦
豊
彦

山
下
喜
明
山
田
光
胤

矢
部
一
郎
山
中
太
木

（
理
事
の
名
は
省
略
）

石
川
光
昭

杉
靖
三
郎

和
田
正
系

大
塚
敬
節

三
廼
俊
一

と
し
て
、
全
五
巻
の
『
図
録
日
本
医
事
文
化
史
料

集
成
』
の
出
版
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
昭

和
三
年
よ
り
一
九
年
ま
で
の
学
会
誌
（
『
中
外
医

事
新
報
』
と
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
）
の
復
刻
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
五
四
年
四
月
に
は
、

日
本
医
学
会
総
会
の
第
一
分
科
会
と
し
て
、
第
八

○
回
日
本
医
史
学
会
総
会
が
開
か
れ
ま
す
。

会
員
諸
先
生
に
は
、
ど
う
か
四
月
に
は
お
元
気

な
お
姿
を
承
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
十
月
二
十
五
日
印
刷
一

昭
和
五
十
三
年
十
月
三
十
日
発
行
一

日
本
医
史
学
雑
誌

第
二
十
四
巻
四
号

編
集
者
代
表
大
鳥
蘭
三
郎

発
行
者
日
嶮
華
史
棹
今
咋
鼎
三

〒
一
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
〒
一
‐
一

順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内

振
替
東
京
不
一
至
言
番

製
作
協
力
者
金
原
出
版
株
式
会
社

日
本
医
学
文
化
保
存
会

〒
一
三
東
京
都
文
京
区

湯
島
〒
三
‐
西

印
刷
所
三
報
社
印
刷
株
式
会
社

〒
一
美
東
京
都
江
東
区
亀
戸

382（94）



三木栄『医学史著書』発売案内＝

1．『朝鮮医学史及疾病史』精装本,B5判，
620頁，二段組，図版98，図表35,1963年刊．18,000円

2．『朝鮮医書誌』増修本，豪華A4判変形，
536頁，図版30,図表6，1974年刊．18,000円

3．『医学史研究の一元的体系』A5判,50頁，
図式12,1965年刊．並製400円，精装付録付700円

4．『体系世界医学史」書誌的研究精装本,B5判，
900頁，図版4，図式12，年表図1，1972年刊．12,000円

5．「WhatisMedicine？MedicineisCommontothe

EastandtheWest・WhatistheHistoryof

Medicine?』精装本,A5判，
全英文，108頁，図版1，図表13,1976年刊．2,000円
（本書は英訳の時に字引としても使えます）

6．『医師の誓詞・医学本質論』新書判,50頁，
図式9，堅牢精装本，1978年刊．800円

以上の書は，臨床医にして医史学者三木博士（1903～）の
全生涯を投じての学的労作で，此度残部を払出し致します．
みな著者の私家少数限定版で，稀観本です．将来のため備え
られんことをお薦めします．

発売元

〒113東京都文京区本郷6－2－8 井上 書店
電話（03）811－4354振替東京8－52418

〒542大阪市南区心斉橋通1－1 中尾書店
電話（06）271－0843振替大阪3708

※以上は，一般書店にありません，上記書店に御注文下さい（送料不要)．

追 加

『朝鮮医事年表」全12冊，付録1冊，

B5版5冊とB5版倍版8冊，日本文，ゼロクッス印刷，紙数
凡そ1,750枚，製本済象．

有史以来1945年までの日，月，年に別ち列記した明細な大年表．
印刷所実費95,000円（送料共)，御入用の方は著者へ，印刷所で

．作らせ直送します．



-:1975,<{Medico-culturalconHictsinAsiansettings・Anexplanatory
theorV''、SocifzZ,Stie""""dA姥虚""e,9:303-312

-:1976,CGWesternmedicineandtraditionalhealingsystems:competition,
cooperationorintegration?,E#ん"si"Scie""""dMを倣加8,3:1-20

-:1977,"ArzneimittelmiPbrauchundheterodoxeHeiltatigkeitimkaiser-
liChenChina'',釦倣城ArC"",61:353－386

-:1978$CProfbssionalisierungundihreFolgen'',Xm"ﾙﾙど","ど靴""sj,HIHe"""g,

(H・Schipperges,E・Seidler,P.U.Unschuld,edS.)Freiburgi.Br.

YabuuchiKiyoshi:1967,S0.9e"ji-""okagak"g"""s",Tokyo藪内情宋元時

代の科學技術史
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384

儒医CGConfilcianPhysiciang'

Yiian 庸医

post-Yiian 庸医

明医 怖疾

明医

{箙
11m

儒

LITERATURE

ChangKao:1544,恥加0,n･p･張杲醤説

ChangLu:".J・“α"9-J"Mi-j』剛"9,Shanghai張職張氏醤通

Ch'enMeng-leietal.:".d.K"-c"〃#'"-J""c"-c"e"g,n.p.陳夢雷古今圖書集成
Ch'iuHan-p'ing:1938,Li-ｵαi""増ﾓ/fz"",Changsha丘漢平歴代刑法志
ChuHsi:1958,L""a))"c"-c",TaiPei朱嶌論語集註

Freidson,Eliot:1972,Z~hePrq/@ssio"qfM汐成"ze,NewYork

HSilCh'un-fU:1570,K"-cﾙ伽i-j'z"2gｵa-ch'"α",n･p･徐春甫古今醤統大全

HstiYen-tso:1896,"､F'zzicん敵gッe",Canton徐延而乍醤粋精言

KungT'ing-1'sien:1925,WWa"が"g""-c"z"z,Shanghai襲廷賢萬病回春

Legge,James:1960,T~WeCWi"eseaαs,Fi",Hongkong

LiKuang-ti(ed).:1714,""-j之“‘"加"-J"",n.p.李光地朱子全書

LiT'ao:1941,@℃hung-kuotii-hstiehtao-tekuan'',"""9-"αi-h噸βルなa－ch腕，

27：679-688李濤中國的嘗學道徳観中華書學雑誌

Needham,Joseph:1970,CJelf$"z(ICrq/is"zeni〃“j"αα"djんgWW,Cambridge

NienHsi-yao:n.d.""e〃〃α増ﾓ/h"9,inCWi噂ヅe〃s乙幽-c伽"9,n･p･年希堯集験

良方經験四種

OkanishiTameto:1967,Sz"2gi-c"ie"i-c〃ル'",Taipei岡西爲人宋以前書籍孜

SunSzu-miao:1965,Pei-c"c"ie"-c""JIQoE/h"9,Taipei孫思遡備急千金要方

Z~izハ鐙"9-"c"-"2んん-";1972,Taipei大明律集解附例

TaiYen-hui:1965T'α増-賊k0-Jz"z,Taipei戴炎輝唐律各論

Unschuld，PaulU.:1973,DicPγαx方咋sかα成加刀β脆〃c〃"Cs加内β〃H汐"抄s彫加j,Wies-
baden

-:1974,@6ProfbssionalisierungimBereichderMedizin'',Stzec"血沈,25:251-
276
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Ifapersondiesasaresultofamistakenapplicationofdrugsoracupuncture

whichdeviatedfromthebasicprescriptions,asecondphysicianhastobe

invitedbytheprosecutortoinvestigatethedrugsgivenandthepointsusedfbr
acupuncture.(rtzMM"9-""-c"んん-",1972:24/1526)

Astopunishment,iftheconsultantreachedtheconclusionthathis

colleaguehadnotpurposelyviolatedthebasicprescriptions,thede-
fbndantwouldstillbebarredfiPomfUrtherpracticingmedicine.With

minorchangesinthewording,theCh'ingcodefbllowedtheMing

exampleinallrespects.

Ifwepullallourevidencetogethernow,thereappearssomepro-

gressofprofbssionalizationinmalpracticelegislationeventhoughitwas

concernedonlywith:Gcommonphysicians''fi･omYiiantimeson・Al-

thoughoutComeevaluationremainedthemaincriterionthroughthe

endoftheCh'ingdynasty,atleastthedegreeofpunishmentwas

subjecttomodificationaccordingtothejudgmentofacolleague.The

fbcussingon$Ccommonphysicians''bythelawmeant,ofcourse,a

strongincentivefbrConfUcianstopracticemedicineasanoccupation.

Whatevertheydidandwhatever･theirperfbrmancewaslike,they

hadlittletofbar.Suchlegislationmayhavemadesenseatatime

whentheadministration-aswasthecasewiththeMongols-hada

watchfUleyeoverthetrainingofthej"-j・Afterthedownfallofthe

Ytiandynastythistypeoflegislativeloopholediditsowntostimulate

dilettantismandquackery，ThiswasthestateofafEairswhenmodern

WesternmedicalexpertscametoChinainthel9thcentury.

4.GRAPHICALSUMMARY

Inconclusionitseemstobepossibletodrawagraphicalschema

fbrfi,rtherclarificationofsomedynamicsofgrouprelationshipsbetween

healthcareprovidersandthegeneralpublic,representedherebytheir

<fadvocates'',i.e.,theConfilcianists.Eachcirclerepresentsagroupor

sub-groupjarrowsareusedtoindicateantagonism.TheChinese

charactersconveythefbllowingmeanings:

医6coccupationalphysicians'';儒66Confilcianists";

大医iGGreatPhysicianf';太医"Courtandcivilservicephysicianf';

庸医46CommonPhysicians@6;明医"EnlightenedPhysicianf;
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Ascanbeseen,theemphasiswasplacedonanobservationof

-undefined-{(basicprescriptionJ(本方pe"て/Zmg).Thisparagraphis
extremelydifficulttointerpretbecausetheoretically,thatis,according
totheconceptsofsystematiccorrespondence,aprescriptionhadto
bemadeupdifftrentlyfiFompatienttopatientduetoindividual

variationsinthecourseofillnesses.Itwasatthephysician'sdiscre-

tiontocomposethecorrectprescriptiontomatcheverysinglepatient's

status.Ontheotherhand,incontrasttothistheory,theprescription

literaturewasfilledwiththousandsoffixedfbrmulasfbrsupposedly

identi6ablediseaseentities・ItseemsthatthelawmakersoftheT'ang

hadnotbeenimpressedbytheindividualismofsystematiccorrespon-

dence.ItshouldfilrtherbenotedthattheT'anglawdidnot

diffbrentiatebetween;℃onfi,cian''.and;6common''physiciansandthat

itleftopenwhoshouldevaluatewhetheratreatmentinquestionhad

beenperfbrmedinaccordancewiththe"basicprescription".

Incontrast,thelawoftheYnantookupsuchadiscriminationin

thatitwasconcernedonlywith"commonphysicianf(_)ﾉ""g-i).This

impliesthatallthosemanypeoplewhopracticedmedicineasan

occupationandyetcalledthemselves<℃onfUcianphysician''werecom-

pletelyignored,andtherefbreprotected,bythelawwithregardto
anynegativeresultsoftheirtherapeuticeHbrts.Thelawsimplystated:

AllcommonphysicianswhObyusingacupunctureordrugskillaperson
receivelOOhitswithaheavycane;inadditiontheyhavetoPaythefUneral
costsofthepatient.(Ch'iuHan-p'ing,1938:2/551)

Itmaywellbethatthislegislativeinnovationreflectsaninsight

thatphysicians,whosetrainingstandardshadbeenashighaspossible,
shouldnotbeheldaccountableanylongerfbrthe-afterallofien

unpredictable-outcomeoftheircures.

ThepenalcodesofMingandCh'ingcontinuedtofbcusonlyon

"commonphysician3'andwemayassumethatthedesignationj"-j

wasasoughtaftershieldbyallthosewhopracticedmedicineasan

occupation.Thereappeared,however,initiatedbytheMing,another

newdimensioninChinesemalpracticelegislation,thatis,theprovision

thatincaseof､anysuitagainstapractitionerasecondphysicianhad

tobeconsultedfbrevaluationofthetherapyinquestion:
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Hadtheyreceivedtheirtrainingtoactuallypracticemedicineand
treatthecommonpeopleorweretheypreparedfbracareerasbure-

aucrats？Inanycase，tospeakoftheseeventsastheestablishmentof

a<@nationalmedicalservice",asNeedhamdoes,isnotjustifiedfrom

theinfbrmationcontainedintheChinesesources.(ibid.:276)

Thereismoreevidencedatingfi､omSungtimesthatduringthis

dvanastvatleastasmallnumberoffacilitiesfbrtheprovisionof
′ ′

healthcarewereactuallyopenedandoperatedfbrsometime,although

theirhistorywasscandalridden.Thepopulation,sensingthatthe

initialpurposeof;fbrinstance,statesubsidizedapothecary'sshops,that

is,toservethepeople,wasnotmetbyreality,calledtheseinstitutions-

slightlymodifyingtheiroHIcialname(恵民局加j_""c")-(Gofficesfbr
thewelfareofthebureaucrats"(恵官局加i-k""c").(Yabuuchi,1967:

141f,Unschuld,1973:9－14)

Atthesametime,duringtheSungdynasty,anincreasedeffbrtcan

beobservedtotrainso-called:cConfilcianphysicians''(儒醤j剛-i).These

werepeoplewhohadreceivedinstructionsinbothspecializedmedical

knowledgeandbasicConfilcianideology.(Needham,1970:391)Obvi-

ously,withtheestablishmentofapublichealthservice,rudimentary

asitwas,theadministrationattemptedtokeepcontrolovermedical

resourcesinthehandsoftheConfilcianclass.

ItwasduringthesubsequentdynastyoftheMongols(Yiian,1234-

1367)thattheterm"Confilcianphysician"becameofficial.TheMon-

gols,unparalleledbyanyoftheearlierandlaterdynasties,demon-

stratedaveryactiveconcernregardingthestandardsoftrainingand

perfbrmanceofhealers.ThefbllowingdynastiesoftheMingand

Ch'ingagaindisplayedabasicneglectofpublichealthcare.

TakingacloserlookatmalpracticelegislationinimperialChina

now,weshallfindthatitshistorymaybedividedintothreephases.

ThesegmentoftheT'anglaw(copiedalmostliterallybytheSung)
whichinterestsusheremostisasfbllows:

Ifsomeonepurposelyneglectsthebasicprescriptionsandthroughthis

orinjuressomeone,thisequalskillingoriniuringsomeoneonpurpose.In

casesthe(practitioner)hastoreceive60hitswithaheavycaneevenin

noinjuryresultedfromhistreatment.(TaiYen-hui,1965:250)

－ 2 1 －
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porarilyincaseofanemergency,andthattheybeisolatedfiom

theirnormalsocialenvironmentduringtreatment.Thislatterpoint

mayhavehadtheeffbctofprecludingcriticismorinterfbrencefi､om
outsiders.

Thus,controlbyaspecializedgroupovermedicalresourceshad

progressedtoastageincompatiblewiththeoriginalConfi,cianmaxims.

Itseemsthatonlyashortstepwasnecessaryfbranelitesegment

ofthisgrouptorecongnizetheadvantagesofaprofbssionalorganiza-

tionwithallitsconsequences.Yet,fbrvariousreasons,twoofwhich

wehavealludedtointhispaper,suchadevelopmentdidnottake

placebefbrethebreakdownoftheConfilciansocialorderearlierthis

centurv．

3.MAT,PRACTICELEGISLATIONINIMPERIALCHINA

Afterhavingfbllowedsofaralmostexclusivelyprimarysourcesfi､om

therealmofmedicalliterature,weshouldnowturnourevestoa
′

verydiffbrentindicatorofchangesinthestatusofphysicians.The

contentsoffbrmallegislationmayberegardedasareliablemirror

imageofpatternsofresourcedistributioninanysociety.Fortunately>

ChinesepenalcodesoftheimperialerafigomT'angtimes(618-906)on

containedquiteafbwstatutesconcernedwiththepracticeofmedicine.

Amongthemwerecontinuouslywhatmightbecalledintoday'sterms

GGmalpracticelaw3.Ananalysisofchanges.inthewordingandfbcusof

theselawshasshownusthattheprofbssionalizationofphysiciansin

imperialChinawasnotmerelyamatterofclaimspersistentlypu-

blishedbyprofbssionalhealers,butratherasocialfactacknowledged

toacertaindegreebythelegislator.(Unschuld,1977)

LetustherefbrereturntothetimeofSunSzu-miao.Itwasduring

theseventhcenturvthatthefirstmedicalschoolswerefbundedin
‘

China.AtthebeginningtherewasonlyanlmperialMedicalCollege

andin629animperialedictdecreedtheestablishmentofteaching

facilitiesineveryimportantprovincialcity.(Needhan,1970:389-390)
Wedonotknowtowhatextentthisorderwasrealized，butitnever-

thele;sprovidesevidenceofapoliticalintention.Furthermore，ifthere
wereanygraduatesatallitisunclearwhattheirlaterfImctionswere.
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ethicalcodescompiledbyoccupationalhealersnottodistinguishbet-

weenrichandpoorpatients,ChangLuadvocatedstricttherapeutic

discriminationbetweenthesediffbrentsocialstrata.Notsurprisinglyhe

spokestronglyinfklvorofprognosis,thatis,toabandonincurable

patientsearly;hecouldseeonlygreedandemotionaltieswiththe

patientsasreasonstocontinueatreatmenteveninhopelesscases.Inhis

Opinionboththesemotiveswerenotjustified.Finally,ChangLuPo-

intedoutthatapersonwellversedinmedicineshouldnotfbllow

eachandeverycall,asoccupationalphysiciansclaimed.Ratherthan

acknowledgingthatcontinuouspracticalexperiencemightimprovea

physician'sskills,ChangLuarguedthatsuchconstantavailability

wouldcertainlydecreaseone'sstandardsofperfbrmance.HecIosed

hisremarkswiththefbllowingargument:

If(asaphysician)oneassociatesdayinanddayoutwithone'scontempo-

rariesandmakesitone'stasktobethesingleoutstandingoneamongthem,

onewillnotfarediffbrentlythanthechampioninchesswhoparticipatesevery-
whereineverygame.ThoughtheprizebecertainlyhiS,hismindandhis

handswillweakenbytheday.Histhoughtswillbecomesuper6cialandlose

theirdepth;hischaracterwillbeconfUsedandcommon.Whatreasonisthere

thentocontinuetofbllowsuchamediocreperson？（ChangLu，n.d､：1a－2a）

Despitesucheffbrts,thetendencytowardsanincreasedcontrolby

experthealersoverprimaryandsecondaryresourcescouldnotbe

halted・HsUYen-tso(f1.1895)maybequotedhereasalastexample

ofauthorswho,intheircodesofethics,displayedtheadvancedstatus

ofthegroupofoccupationalphysiciansattheendoftheimperialera.

He,ofcourse,heldthatinorderfbrapractitionertomaintaina

properlevelofmoralityhewasobligatedtotreatanyonewhoreque-

stedhelp,regardlessofsocialoriInancialstatus,andhefilrtherurged

hiscolleaguestoconductconscientioustreatments,toshowextreme

sincerity,andtoreSpondtoanycallassoonaspossible.Inastate-

mentregardingthepatient-practitionerrelationshipheremindedhis

peersthatpatientsawaitthearrivalofthephysicianasifhewerea

supranaturalbeing,likeBuddha. Fromthisperspectiveitisnot

surprisingthatheaskedpatientstoplacethemselvesentirelyinthe

handsofthepractitioners.Hedemandedthatpatientshavenosecrets,

thattheybindthemselvespermanentlytothephysician,notonlytem-
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Finally,Ch'enShih-kungelaboratedupontheprohibitionofpatient

solicitation.Hecounseledthatitwasinappropriatefbrphysiciansto

giveextravagantpresentsorcostlydinnerinvitationstootherpeople.

Readingthroughthemanyremarksinprefacesandentireparagra-

phsdevotedtoquestionsofethicsandetiquettethatwerewritten

afterSunSzu-miaohadpublishedhisinitialstatements,onemay

observeacontinuousstrengtheningofthePositionofoccupational

physicians.ApproximatelywiththeendoftheMingdynasty(17th

century)theoriginalgapbetweenConfUcianphysicianswhopracticed

medicinefbraclienteleoutsidetheirfamilyandoccupationalpracti-

tionerswhopracticedfbrlivelihoodseemstohavenarroweddownto

apointwherethereemergedbutonebiggroupofhealerswith

varyingdegreesofdependencyfiomthesecondaryresourcesearned

throughtheirpractice・Oneoftheirpersistentconcernsseemstohave

beeneithertoconcealortojustifytheprofitorientationoftheiracti-

vities.TheConfilcianvalueof"filialpiety"asamotiveofpracticing

medicinehadobviousvbecomeobsolete.InthewordsofHoCh'i-

pinwholivedaroundl895:

Forthepracticeofmedicinegenerallytworeasonsaregiven:thesearetoeal,n

alivingandtohelpone'sfbllowmen.(HstiYen-tso,1896:epiloquela)

WittyastheattemptofSunSu-miaohadbeentomakethepublic

believeinanalternativesystemofretribution>itapparentlyhadlong
lostitscredibilitvandwasmentionedonlvrarelvinthesecondhalf

‘ ‘ ‘

ofthesecondmillennium.Thereexisted，however，untiltheendof
ジ グ

imperialChinaConfi,ciandiehardswhodislikedthesedevelopments.

Someofthemjustincludedadeepsighintotheirwritingsas,fbr

example,NienHsi-yaowholivedaroundl725:

Thephysiciansofantiquitypracticedonthebasisofsolidstudiestoassist

humanity.Nowadaysphysicianslookfbrgainonthebasisofnostudiesand

enrichtheirownfamilies.(NienHsi-yao,n.d.:preftlcela)

Otherscontinuedtofightfbrareversalofthistrend.Arepresenta-

tiveofthisgroupofconservativeConfi'ciandogmatistsisChangLu

(1627-1707)whocompiledasystemofethicswhichcontainsthemost

vehementattacksagainstoccupationalphysicians.Someofthepoints

hemademayserveasexamples.Contrarytorepeatedadmonitionsin
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KungT'ing-hsien,theson,wroteshorttreatisesentitled:GTenMa-

ximsfbrPhysicianJand"TenMaximsfbrPatients"・Inthefirstof

theseheunderlinedthemasteryofConfilcianknowledgeasaprerequi-

sitefbrmedicalpractice,apointhisfatherhadnotexplicitly

mentioned.InhisethicalprescriptionsfbrpatientsKungT'ing-hsien

demandedthattheyresortonlyto"enlightenedphysician3,thatthey

willinglytaketheirmedicines,thattheystarttreatmentearly,that

theyrefrainfi､ombeliefinheterodoxmedicalresources,and,finally,

carriedhisfather'sconcernaboutthereluctanceofpatientstopay

evenfi'rtherwhenheaskedhisreaders:@cWhatismorepreciousto

you,yourlifboryourproperty?''(KungT'ing-hsien,1925:(8)34b)

Ch'enShih-kung(H.1605)alsobelongedtothegroupofConfilcian

physicianswhopracticedmedicineoccupationally.Inhisextensive

ethicalwritingsherepeatedmostofwhathispredecessorshadsaid

andaddedsomeinterestingnewdimensionsofhisown.Ch'enShih-

kungwasthefirstknownChinesephysiciantoconsiderstrategies

wherebysuchpersonsasprostitutescouldbetreatedwithoutrisking

deHamation,therebyprovidinghiscolleagueswithaccesstosecondary

resources.Ch'enShih-kungalsooHbredhispeerswhatmaybethe

firstinvestmentcounselfbrphysicians,whenheadvisedthemas

fbllows:

Savings,regardlessofwhetheritisamatteroflittleormuch、shouldbe

investedinrealestate.Inthiswayonecreatesabasis､Physicians)should

notwastetheirpossessionsonpleasllresorobjectsofluxury.Itisalsoinapp-

ropriatefbrthemtofi･equentgamblingestablishmentsorwinehouses;this

wouldonlyharmtheirbusiness.(LiT'ao,1941:271-273)

HisprofbundsenseofbelongingtoalargergroupledCh'enShih-

kungtourgehispeersnotonlytoavoidopencriticismtowardseach

other,buttoactivelydisplaybenevolentloyaltyamongeachotherde-

spitediflbrencesintrainingandopinion:

Colleaguesfi･omthevicinityshouldnotbeofItndedthoughtlesslyortreated

withoutrespect,Whenassociatingwithsuchpersonsoneshouldbefiiendlyand

cautious.Olderpeopleshouldberespected,educatedpeopleshouldberegarded

asteachers;conceitedcolleaguesshouldbeavoided,andtothosewhoarenot

asadvancedasoneselfoneshouldoffbrone'shelp.Inthiswayslanderand

hatredstavawavontheirownaccount，andtrustandharmonvwillbeestee-
’ ′

medhighly.(lbid.)
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decayofmoraleanddepictedexamplesofmany:6evil''practicesper-

fbrmedbyprofbssionalphysiciansandotherswhoopenlypracticedfbr

moneywiththeulteriormotiveofcheatingtheirclientsAllofthese

charactersreceivedtheirproperpunishmentthroughtheactionsofgods,

spirits,ordemons.Theremainingtwostoriesagainhelptocreatecon-

fidenceinthegrouptoWhichChangKaohimselfbelonged.(Chang

Kao,1544:(10)31a-39a)

NewdimensionswereincorporatedintomedicalethicsbyKungHsin

wholivedaroundl580andhissonKungT'ing-hsien(fl.1625),both

ofwhomhadatonetimebeenimperialcourtphysicians.KungHsin

explicitlyrCjectedpatientsolicitation,apracticecommoninChinaat
histimeandlater.Patientsolicitationimpliesthataparticularphy-

sicianmaybebetterthanatleastsomeofhispeers.Theawarenessof
diffbrencesinstandardsofperfbrmancenecessarilyleadstopublicdi-

strustofthegroupasawholeand,therefbre>constitutesanobstacle

tofilrtherprofbssionalization.Onlywherethenotionpredominates
thatallmembersofthepractitionergrouparealikeintheirstan-

dardsofperfbrmancewilltherebeblindconfidenceamongpotential
clientele.

KungHsindistinguishedthreeimportantareasofethicalconcern:
<:AdmonitionstoCommonPhysicians'',:6AdmonitionstoEnlightened

Phvsicians'',and"AdmonitionstoPatientg'.Mostinterestingishis
‘

exhortationthatpatientsshouldnotattempttosavemoneyonmedical

expenses:

Nowadayspatientsfrequentlycutdownonexpenses.Theyarenotwillingto
summonaphysicianquickly.Onthecontrary,theywaituntiltheyarecured
bythemselves.Theydonotaskfbrrecognizedexperts,butllopefbracomfbr-
tableway.Withoutconsiderationfbrthepeculiarityofthedisease,theysubmit
totrivialmeaninglessattempts・Someevenpraytospiritsanddemons!Thus

theyresembleaboatwhichglidescarefi･eethroughthehoarfi､ostandissud-
denlystuckinsolidice.Thenhowevertheyaskibragoodphysician,thatis
tosayoncethediseasegivescausefbralarm.Evenifthereexistedmiraculous
drugs,itwouldbedifficulttohealtheminthiscondition・Foolishlytheydo
notbecomeaware(oftheirsituation).Oncetheyfinallycomefbratreatment

afteragreatdelay,theycanonlybetoldthattheirfateissealedandthatno
blessingcanbeexpectedanymore.Suchfbolishnesscanonlybedeplored.Pa-
tientswhoconductthemselvesinthismannershouldchangetheirincorrect

demeanor!(Ch'cnMeng-leietal.,n.d.:(465)62)
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addressed､tothesesayingsofChuHsi.

AwellknpwnphysiciannamedHstiCh'un-filwholivedaroundl556

andhadservedasano伍cialatthelmperialMedicalO伍ceatcourt

fbrawhile,questionedChuHsi'sinterpretationofConfilcius'state-

mentandarguedthat@Gsorcerer-physiciang'weretoberegardedasone

singlecategoryofpeople,namelythosewhowoulddance,prayand

ofIbrsacrificestoavertsickness，throughwhichkindofpracticethey

provednottohaveanyknowledgeofmedicineatall.Therefbrethey

shouldnotbeconfixsedwithtruemedicalpractitioners.(HsUCh'un-

fil,1570:(3b)5b-6a)

Later,attheendofthel6thcentury,amanbythenameofLai

Fu-yangfbcusedonthemeaningofpettyandargued:@6Ifonedirects

hismedicalknowledgeonlyonhisownbody,thisistoberegardedas

petty;ifonespreadstheapplication(ofhismedicalknowledge)all

overmankind,thisisnottoberegardedaspetty!"(Okanishi，1967:

626)HereLaiFu-yangattemptedtocompletelyreversetheorthodox

ConfUcianattitudetowardsmedicalpractice.

Letusturnbacktothel3thcenturywhenaConfilcianscholar-

physiciannamedChangKaopublishedtwelveshortstoriesonmedical

ethics.ChangKaomustberegardedasarepresentativeofthegroup

ofoccupationalpractitionerswithinConfilcianismwhowerefbrcedto

struggleontwofi､onts.Whiledecryingthenon-Confucianpractitioners

asbeing$Gcommonphysicians",ChangKaorecognizedtheneedtoallay

thefbarsoforthodoxConfi'cians,whowerealwayssuspiciousofatte-

mptstogaincontroloverspecializedresources.

ChangKao'sstoriescenteraroundfburmajordimensionsofmedical

ethics;theseare,greedinessvs.altruism,exploitationofsexualoppor-

tunities,Cbnscientiousnessinmedicalpractice,andtheproblemof

abortion.Thestructureofhisn,essagewashighlypsychological.In

hisfirststory,ChangKaoextolledtheuseofprimarymedicalresour-

cesasanappropriatemeanstoachievemeritthroughassistancegiven

tofbllow-menincasesofdiseaseorsuffbring.Inhissecondstory

ChangKaorecountedanexampleofverylaudablebehaviorbya

Confucianscholar-physiciandesignedtoreinfbrcethepublic'sconfiden-

ceinthatgroup，Thethirdthroughthetenthstoriesportrayedthe
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throughthehappinessandprosperityenjoyedbytheirchildrenand

grandchildren.(HsuCh'un-血’1570:(3b)13a－13b)

Asevereblowagainstthesocialacceptanceofmedicineasmore

thanjustanordinarycraftresultedfiomsomesayingsofChuHsi

(1130-1200),theleadingConfucianphilosopherofhistime.Incom-

mentingontheancientclassicZ,""ヅ"’whichsupposedlyconsistsof

sayingsbyConfilciusandhisdisciples,compiledbythelatter,Chu

Hsimadesomestatementsregardingmedicinethatwereboundto

stigmatizeallwhowishedtopracticemedicineoutsideoftheirfilmily,

asameansofearningaliving.

Confilciushadoriginallystated:@6ThepeopleintheSouthhavea

saying:'Amanwithoutpersistencecannotbecomeasorcerer-physician'

Good!"(Legge,1960:1/272)Therewereatleasttwogrammaticallycor-

rectwaystointerpretthesewords.ChuHsichosetoseparatethe

terms@(sorcerer''and$Gphysician''andcommented:;6Sorccrerscommu-

nicatewithdemonsandspirits;physiciansareentrustedwithmatters

ofdeathandlifb.Ifsuchpettypersonnel(cannotdowithoutpersis-

tence),howmuchmoreisthistruefbrothers!"(ChuHsi，1958:598-

601）

ElsewhereintheL""ヅ〃thefbllowingremarkisattributedtoadi-

scipleofConfilcius:G<Pettyteachingscertainlyalsocontainsomeaspects

whichcannotbedisregarded.Butifyoucarrythemfal､,youwillbe-

comesoiled・Thenobleman，therefbre,doesnotdealwiththem.
，，

(Legge,1960:1/340-341)InthiscaseChuHsiwroteinhiscommetary:''

GPettyteachinggdoesnotmean｡stranJprinciples'(asa'learliercom-

mentatorhadwritten);@pettyteachings'refbrtsto:teachings,'too,but

justto&petty'ones.Thesearefbrinstance:agriculture，horticulture,

medicine,divination,andallotherspecializedoccupations.$#(LiKu-

ang-ti,1714:(19)23a)

Thesetwocommentsexertedanalmostnon-declininginHuenceover

mostoftheremainingcenturiesofimperialChina・Thyprovokedmany

defbnsivecritiquesfi､ommedicalwritersbothofthegroupoftheoccu-

pationalphysiciansaswellasofthegroupofConfhcianmedicalprac-

titioners.BefbreIcontinuemychronologicalaccountoftheethical

debate,Ishallquotetwovoicesoflatercenturieswhichweredirectly
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marginalimportanceiftheydidnobecomesuperHuousatall,
WithintheConfilcianclassathirdgroupemergedtoparticipatein

theethicaldebate.ItwascomposedofthoseConfilcianswhoeither

becauseofano伍cialassignmentorbecauseofpersonalinterestprac-

ticedmedicineoutsidetheirownfamilyfbrclientsofallkinds,ofien

acceptingmoneyorothermaterialrewards・Thisgroupdidnot

adheretothefamoussayingofConfUcius:@@Theaccomplishedscholar

isnotautensil";itsstrategy,carriedouttogainacceptancewithinits

ownsuperiorgroupandtocompetesuccessfilllywiththegroupof

occupationalphysicians,wastwofbld.Intheirownethicalcodesthese

peopleontheonehandhadtoassuretheorthodoxConfilciansthat

theirmedicalpracticewasinperfbctaccordancewithConfUcianvalues.

Ontheotherhandtheycontinuouslystressedthatthe"commonphy-

sicians"(庸醤"""g-i),asnon-Confi,cian,thatis,occupationalphysicians

werecalledofficiallyconstitutedasourceofpermanentevilpractice.

Inthislattereffbrtthegroupwassupported,ofcourse,bytheortho-
doxConfilcians.

SomeofthevoicesthatjoinedtheethicsdebateafterSunSzu-miao

hadinitiateditshallbediscussednow.Ishallplaceparticularem-

phasisonelucidatingnewdimensionsintroducedbytherespective

participantsinthecumulativeprocessofprofbssionalization.

Approximatelyl50yearsafterSunSzu-miaohadpublishedhisviews,
LuChih(754-805),awellknownscholarfromthetopranksofthe

Confixcianbureaucratichierarchv，madesomestatementsonmedical
'ず

ethicsthatmightbercgardedasadirectanswertoSunSzu-miao.
Heelaboratedontheideathatmedicalknowledge,andtheabilityto

practiceit,mustberegardedasamatterofcoursefbreveryonewho
isendowedwithahumanmind､LuChihalsochastizedthosewhoprac-

ticcdmedicinefbraliving;hedepictedsuchpersonsascharacterized

bygreedinessandevilandnotedthattheyactedwithoutsuffbr-

inganykindofretaliation.ThisobservationputSunSzu-miao'salter-
nativesystemofretributioninquestion.Still,LuChihdidnotfailto
pointoutthatthosewhohadpracticedmedicinewithoutunduecon-
cernovermaterialgainbutratherasanobviousconsequenceoftheir
"humanmindedness''hadbeenrewardedoneortwogenerationslater
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ChinaauthorswhofbrmulatedstatementsontheethiCalstandardsof

theirpersonalperfbrmanceorofalargergroupfbunditnecessaryto

profbssthatprofitmaximizationwasnottheirprimarymotivefbrtak-

ingupmedicapractice.Ifthepublicweretobeconvincedthatat

leastthe"greatphysiciang'didnotintendtocheattheirpatientsout

oftheirmaterialbelongingsthenanothersystemofequitableremune-

rationhadtobeelaborated・SunSzu-miaorefbrredtoasayingof

Lao-tzu,thelegendaryfbunderofTaoism,totheeHbctthatgood

deedswouldcertainlyberewardedbyfbllowmenandthatevilprac-

ticeswouldinduceretaliationfifomthespirits. Thus,SunSzu-miao

approachedboththeConfUcianideaofvirtueasitsownrewardin

thecontinuationofone'sname,orfame,inposterity,andtheBuddhist

ideaofrewardorretaliationthroughsuprahumanfbrces,eitherinthis
orinalaterli企．

ThehistoryofexplicitmedicalethicsinChinainthecenturiesfbl-

lowingSunSzu-miaoverymuchresemblesadebateamongthreemain

groupswhichcontendedfbrcontrolovermedicalresources.Astothe

firstofthem,theseweretheoccupationalphysicians.Thisgroupin-

cludedPeoplefromdiffbrentstrataofsocietywiththeexceptionof

Confilcians・SunSzu-miaohadspokenintheinterestofthisgroup.

ThesecondgrouptodistinguishistheConfhcianclasspersewhose

interestshavebeendealtwithearlieralready(pp.4-5).Orthodox

ConfUciansobseryedtheeflbrtsofoccupationalphysicianstoimprove

theirstatusinsocietycIoselyandcontinuouslypromotedwhatmight

ineffbctbecalledananti-medical-profbssionalizationcampaign.In

responsetotheappealtoethicsbytheoccupationalphysiciansthey

developedandpropagatedasystemofrivalmedicalethicswhichcen-

teredaroundthevalueof孝h""("filialPiety").Thedutytoassist

one'sparentsandotherrelativestoreachadvancedagewithoutunne-

cessarysufIbring,naturallyentailedprovidingmedicalcarefbrthem.

ThisConfUcianmaximofstressingtheroleoftheindividual:4layman''

inbeingabletoassisthisrelativesbecamethefbcusofpolitical

effiortsdesignedtospreadcontrolofmedicalresourcesoversociety

asawholeandthustoleavetooccupationalpractitionersonly
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thereasontoprescribepreciousandexpensivedrugs,andthusmaketheaccess
tohelpevenmoredifficultandunderscoreone'sownmeritsandabilities.Such

ユ

conducthastoberegardedascontrarytotheteachingofmagnanimity・The

ohiectishelp・TherefbrelenterintoalltheprOblemsinsuchdetailhere.

Whoeverstudiesmedicineshouldnotconsider(theseproblems)insignficant.(Sun

Szu-miao,19651a)

Itseemstobeimportanttotakeacloserlookatseveralpointswhich

SunSzu-miaotoucheduponinthispassage.

Inthefirstplace,hegaveageneralfi､ameofrefbrencetothemedi-

cineof:6greatphysicians''、SunSzu-miaodidnotprovidemanydetails

concerningtheconceptshethoughta"greatphysician''shouldfbllow.

YetfiFomthefbwtermshementionsitappearsthatheadvocated

themedicineofsystematiccorrespondenceonly・Wedonotknowthe

reasonswhySunSzu-miaochosethisparticularparadigmratherthan

anyotherofallthoseprevalentathistime.Onepossibleexplanation

maybefbundinthecloselinkagewhichexistedbetweentheunderlying

conceptsofthemedicineofsystematiccorrespondenceontheoneside

andthesocialconceptsinherentinConfi,cianideologyontheother
side.

SunSzu-miaoseemstohavegraspedsomeimportantpsychological

aspectsofthepatient-physicianrelationship.SunSzu-miaoapparently

realizedthatinordertogainthecon6denceofthepatientsandthus,

ultimately,theunlimitedaccesstosecondaryresources，thephysician

mustappearneutralandabovethenormalhumanemotions,uncorrup-

tedbyeventhemosttemptingworldlystimuli.

FurtherononerecognizesSunSzu-miao'ssenseofbelongingtothe

largergroupofmedicalpractitionerswhenhepointsouttheinapprop-

riatenessofpubliclyabusingphysician-colleagues.Thedetrimental

effbctsofsuchshortsightedbehaviordirectedtowardsindividualgains

havebeenrecognizedbyoutstandingmindsintheEastandinthe

Westasimpedinggroupprofbssionalization.

FinallySunSzu-miaotouchedontheproblemofremuneration.Gre-

edinessseemstohavebeenoneofthegravestandmostpersistentcom-

plaintsraisedbythepublicagainstphyscianswhopracticedmedicine

toearnaliving.Throughallcenturiesuntiltheendofimperial
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Itishisdutytoreducediseasesandtodiagnosesuflbreningandfbrthispur-
posetoexaminecarefilllytheexternalindicationsandthesymptomsappear-
inginthepulse(ofpatients).Hehastoincludetherebyallthedetailsand
shouldnotoverlookanything・Inthedecisionoverthesubsequenttreatment
withacupunctureorwithmedicamentsnothingshouldoccurthatiscontrary
toregulations.Thesayinggoes;f<Incaseofadiseaseonehastohelpquickly'',
yetitisneverthelessindispensabletoacquaintoneselffUllywiththeparticular
sltuationsothatthereremainnodoubts.Itisimportantthattheexamination
becarriedoutwithperseverance.Whereversomeone'slifbisatstake,oneshould

neitheracthastily,norrelyonone'sownsuperiorityandability,andleastof
allkeepone'sownreputationinmind.Thiswouldnotcorrespondtothede-
mandsofhumaneness!

Andtheninvisitingthesick,whereverprecioussilksandfabricsiilltheeye,the
physcianisnotallowedtolookoutibrthemeithertotheleftortotheright.
Wherethesoundsofstringinstrumentsandinstrumentsofbambooiilltheear,
heshouldnotevOketheimpressionthathedelightsinthem.Wheredelicious
foodisoHbl･edinstunningsuccession,heistoeatasifl,eexperiencednotaste.

And,fnally,whereliquorsareplacedonenexttotheother,hewilllookatthem

asiftheydidnotexist.Suchmannershavetheiroriginintheassumptionthat
ifonesingleguestisnotcontented,thewholepartycannotbemerry・Apati-
ent'sachesandpainsreleaseone丘omthisobligationlessthanever!Howeverif

aphysicianistranquilandengrossedinmerrythoughts,inadditiontobeing
conceitedandcomplacent,thisisshamefUlfbranyhumanfi､ameofmind.Such

conductisnotsuitabletomanandconcealsthetruemeaningofmedicine.

Accordingtotheregulationsofmedicineitisnotpermissibletobetalkative
andmakeprovocativespeeches,tomakefimofothersandraiseone'svoice，to

decideoverrightandwrong,andtodiscussotherpeopleandtheirbusiness.Fi-
nally,itisinappl･opriatetoemphasizeone'sreputation,tobelittletherest

ofthephysiciansandtopraiseonlyone'sownvirtue・Indeed,inactuallifb
sOmeonewhohasaccidentallyhealedadiseasethenstalksaroundwithhis

headraised,showsconceitandannouncesthatnooncintheentireworld

couldmeasureuptohim.InthisrespectallphysiciansareevidentlV
incurable・

Lao-tzuhassaid:Whentheconductofmenvisiblyrevealsmerits,thehumans
themselveswillrewardit.Ifhowever,mencommittheirvirtuessecretlv，the

spi'･itswilll･ewardthem.Whentheconductof、men･visiblyrevealsmisdeeds,
thehumansthemselveswilltakeretribution.If,however,mencommittheir

misdeedssecretly,thespiritswilltakeretribution.Whencomparingthese
alternativesandtherespectiverewardswhichwillbegiveninthetimeafterthis
li企andstillduringthisli企，howcouldoneevermakeawrongdecision？

Consequently,physiciansshouldnotrelyontheirownexcellence,neither
shouldtheystrivewiththeirwholeheartibrmaterialgoods.Onthecontrary,
theyshoulddevelopanattitudeofgoodwill.Iftheymoveontherightpath
concealed(fi･omtheeyesoftheircontemporaries)theywillreceivegreathap-
pmessasarcwardwithoutaskingfbrit.Thewealthofothersshouldnotbe
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fbrthreeyearsandreachedtheconclusionthattherewasnousefillpre-
scriptionintheworld.Thenceensuesthatitisabsolutelynecessaryfbrthe
smdenttomasterthefbundationsofmedicineinitsmostgeneralsignificance,

andtoworkenergeticallyandunceasingly.Heisnottogossip,buthasto
devotehiswordsexclusivelytothemedicalteachings.Onlythenwillheavoid
errors,

WhereverGreatPhysician("-i)treatsdiseases,hehastobementallycalm
andhisdispositionfirm・Heshouldnotgivewaytowishesanddesires,but

hastodevelopfirstofallamarkedattitudeofcompassion.Heshouldcommit
1'imselffirmlytothewillingnesstotaketheeffbrttosaveeverylivingcreature.
IfsomeoneseekshelpbecauseofillnessoronthegroundofanotherdifIiculty,

(aGreatPhysician)shouldnotpayattentiontostatus,wealthorage,neither
shouldhequestionwhethertheparticularpersonisattractiveorunattractive,
whetherheisanenemyorafi･iend,whetherheisChineseoralbreigner,or
finallv.whetherheisuneducatedoreducated・Heshouldmeeteveryoneon

JJ

equalground;heshouldalwaysactasifhewerethinkingof､himselfHe
shouldnotdesireanythingandshouldignoreallconsequences;heisnotto

ponderoverhiSownfbrtuneormisfbrtuneandthuspreservelilbandhave
compassionfbrit．Heshouldlookuponthosewhohavecometogriefasif
hehimselfhadbcenstruck,andheshouldsympathizewiththemdeepinhis

mind・Neitherdangerousmountainpassesnorthetimeoftheday,neither
weatherconditionsnorhunger,thirstoriatigueshouldkeephimfromhelping

whole-heartedly.Whoeveractscontrarytothesedemandsisagreatthieffbr
thosewhostillhavetheirspirits!

Fromearlytimesfamouspersonsfi･equentlyusedcertainlivingcreaturesfbr
thetreatmentofdiseases,inordertothushelpothersinsituationsofneed.
Tobesure、itissaid:@(Littleesteemfbrthebeastandhighesteemfbrman'',

butwhenloveoflifbisconcerned,manandanimalareequal.Ifone'scattle

aremistreated,nousecanbeexpectedfi･omit;ohjectandsentimentssuffbr

equally.Howmuchmoreisthisapplicabletoman!
Whoeverdestroyslifbinordertosavelifbplaceslifbatanevengreaterdi-

stance・Thisismygoodreasonlbrthefhctthatldonotsuggesttheuseof
anylivingcreatureasmedicameninthepresentcollectionofprescriptions.
Thisdoesnotconcernthegadfliesandtheleeches・Theyhavealreadyperished
whentheyreachthemarket,anditistherefbrepermissibletousethem.As
tothehen'seggs,wehavetosaythefbllowing.Befbretheircontenthasbeen
hatchedout,theycanbeusedinvcryurgentcases.Otherwiseoneshouldnot
burdenoneselfwiththis・ToavoidtheiruseisasignofgreatwisdOm,but
thiswillneverbeattained.

Whocversuffbrsfi､omabominablethings,suChasulcersordiarrhea,willbe

Iookeduponwithcontemptbypeople・Yeteveninsuchcases,thisismy
view,an~attitudeofcompassion,ofsympathyandofcareshoulddevelop;by
nomeansshouldthereariseanattitudeofrejection.

TherefbreaGreatPhysicianshouldpossessaclearmind,inorderlolookat
himself;heshouldmakeadignifiedappearance,neitherluminousnorsomber.
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sivepossessionofsuperiorprimarymedicalresources・Itshouldalso

benotedthatSunSzu-miao'schoicCoftheterm"-i,@(greatphysi-

cian'',waspossiblymeanttoimplythathisgroupemployedastatus

similartothatofthemosthighlyregardedimperialcourtphysicians,
or太書＃'"i-i・TheChinesecharactersfbrthesetwotermsarecloselv

‘

relatedinstructureandmeaning.Consideringthelowrankingsocial

positionthatoccupationalhealersweregrantedinConfilcianChina,

theuseofthistitlerepresentedabolddemandfbrthesocialelevation

ofthosewhoconsideredthemselvesaselitistrepresentativesofthisgroup.
ThefillltextofSunSzu-miao'sethicsisasfbllows.

ThesayinggoesbacktoChangChan:Thedi髄cultpartsandthefine

pointsintheclassicsandintheliteratureontheprescriptionsdatebacktothe

distantpast･

Nowadayswehavediseaseswhichtakeasimilarcoursewith(diffbrentpati-
ents),yetfromtheoutsidetheyapPeartobediflbrent;andthereareothers,

whichtakeadiffbrentcoursewith(diffbrentPersons),yetfifOmtheoursidethey
appeartobesimilar･ForthisreasonitwillneversuHicetoexamineexclusi-

velywithearsandeyesthesymptomsofexcessordeficiencyinthefivegranaries

andsixpalacesinsidethebodyaswellastheHowortheblockingofthe

bloodandthearteriesandtheconstructiveandtheprotectiveinHuences.

Inthefirstplaceonehastoexaminethesymptomsofanillnesswhichcan

befbltinthepulsestodeterminethespecificailment・Onlvsomeonewho

giveshisundividedmentalattentioncanbegintoelaborateonthesesymptoms.
Thisundividedattentionmustbegiveneventothelastdetailswhicharere-

latedtotheirregularitiesinthedepthandthemarkingofthevariouskinds

ofpulsations,whichconditionthevariationsinthepositionoftheacupuncture

points,andwhichareresponsiblefbrthedeviationsinthethicknessand

strengthofHeshandbones.Today,however,theprevailingeffbrtistograsp
themostsubtledetailswiththecrudestandmostsuperficialthought・Thisis

trulydangerous!

Ifthereisanexcessandwestillincreaseit,ifthereexistsadeficiencyand

evenmoreistakenaway,ifacongestionprevailsandisfilrtherintensified,if

thereisaflowandstillmoreisdrained,ifthereischillandfilrthercooling

isapplied,andifinthecaseofheatanincreaseoftemperatureisbrought

about,thenthespecificillnesshastodeteriorateexceedingly・Wherethereis

stillhopefbrlifblthenseetheapproachofdeath!

Ithasindeedneverhappenedthatspiritsdistributed(theunderstanding)fbr

thedi伍cultaspectsandthedetailswhicharenecessaryfbrphysicians,people

versedinprescriptions,soothsayersandmagicians.Buthowelsecanaperson
galnaccesstothesesecrets？Atalltimesfbolscouldbefbundwhostudiedthe

Prescriptionsfbrthreeyearsandthentheysimplymaintainedthattherewasno

diseaseintheworldwhichcouldnotbecured･Thereaftertheytreateddiseases
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untofsecondaryresourceswhichwouldhaveaccruedfi､omtreating

thesehopelesscases.Byshiftingtheevaluationoftheiractivitiesfrom

outCometoprocessboththeprotectionofthehealersandtheircontrol

oversecondaryresourcesweresignificantlyincreased.Outcomeevalua-

tionisopentoanyoutsiderwhileprocessevaluationrequiresanother

expert,acolleague,toassesswhetheraspecifictreatmentwasperfbr-

medaccordingtothebeststandardspossible.Processevaluation

therefbreconsiderablyminimizestheriskfbranyhealertobeheld

responsiblefbrdeathorpermanentincapacitationofapatientasa

resultofanillness.Asanimmediatecorollaryprocessevaluation

permitsapractitionertotreatanypatientregardlessoftheprospectsof

hisorherrecovery.

Torepeatwhatwassaidearlier,anappealtoethicsrepresentsan

α"β"ttomakesocietyshiftfiFomoutcometoprocessevaluation.It

maytakepractitionersquiteawhiletoconvincethepublicthatthey

dotheirverybestandthatthegroupasawholeistrustworthytoa

degreethatonehealerwouldsincerelyevaluateanyothercolleague's

perfbrmance.Asweshalldemonstrateinthispapersevenhundred

yearshadtoelapseinChinaaftertheearliestknownfbrmulationof

medicalethicsuntilthelegislationfinallygrantedtheprivilegeof

peercontroltophysiciansincaseoftheirbeingsuedfbrmalpractice.

TheauthorofthefirstnoteworthytextofmedicalethicsinChina

wasanotedphvsiciannamedSunSzu-miao（581-682？)．HewaS
－〃

heavilyinfluencedbybothBuddhistandTaoistthoughtandmaywell

becalledanoutstandingrepresentativeofthegroupofoccupational

healers.Inhisvoluminousmedicalwork千金方Ch'ie"-c""ん増(@GPre-

scriptionsWorthThousandsinGold'')SunSzu-miaochosetheheading

GCOntheabsolutesincerityofgreatphysicianffbrthechapterdevoted

tomedicalethics.Theselectionoftheterm"greatphysician"(大醤

ta-i)impliedontheonehandthatSunSzu-miaodidnotintendto

speakfbrα〃medicalpractitionersofhistime,butonlyfbrthosewhom

heregardedas"great".Itasacommoncharacteristicofmedicalpro-
fbssionalizationinEastandWestthatatsomepointintimeafbw

individualsfbrmanelitistgroupthatattemptstodistinguishitself

fi､omthemassofitscolleaguesthroughthedemonstrationofitsexclu-
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darymedicalresources(i.e.,thematerialorimmaterialrewardstobe

gainedthroughapplicationofprimarymedicalresources)wouldlead

totheemergencewithinsocietyofaninHuentialelitegroupwithall

theundesirableconsequencesonthecontinuityofsocialstructure

whichthatmightentail.Policytowardsmedicalpracticetherefbrefbl-

lowedthelinepredeterminedbythesepremises.

Oneoftheimportantmeansemployedbymedicalpractitionersto

filrthertheirgroupinterests,thatistoachievetheirendofhigher

profbssionalization,wastheappealtomedicalethics.Anappealto

medicalethicsorthefbrmulationofacodeofethicsinmedicinege-

nerallylinkstwodiffbrentelements.Oneisanexplanationprovidedby

thegroupinquestionconcerningcontentandstandardofitsactivities.

SuChstatementstendtofbcusonanassertionthatthevaluespresent

intheemotionalintentionsoftheindividualswhopracticemedicine

arecoherentwiththehighestethicalnormsinherentinthedominant

worldviewofagivensociety.Thesecondmajorelementtobefbund

incodesofethicsisthequestionofetiquette.Statementsconcerned

withetiquettecontainpracticalrulesofConductfbrpractitionersin

contactswiththeircolleaguesandtheirclientele.Thepurposeof

boththeseelementsistwofbld・Theyserveatthesametimetoprotect

thegroupfromaccusationsincaseofanunfbrtunateoutcomeoftheir

therapeuticeHortsandtoconvincethepublicorarulingelitethat

thisparticulargroupdeservesandneedsaprivilegedcontroloverthe

resourceslinkedtoitsactivities.

Oneimportantaspectofanappealtomedicalethicsistheattemptto

shifttheevaluationoftheseactivitiesfiFomoutcometoprocess・Outcome

evaluationinmedicineisasignofalowdegreeofprofbssionali-

zationandconsiderablevulnerabilityofitspractitioners.Itimpliesthat

successorfhilureofatherapydeterminerewardor-possiblysevere-

punishmentofthehealer.Whereoutcomeevaluationprevailed,prac-

titionersareknowntohaveresortedtoprognosis，thatis｡todetermine

asearlyaspossiblethechancesfbrsurvivalofanypatientandto

treatonlythosewhoseemtobecurable.Prognosis,however,wasboth

difficulttomasterwiththediagnostictechniquesathandinantiquity
andatthesametimeitmeantinaccessibilitvofaconsiderableamo-
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conditionsfbrtheemergenceofalegallyauthorizedmedical"profbs-

sion"isanimageofcommunityconveyedbythegroupinquestion.

Suchanimagemaybebasedonacommonlyacceptedbodyofknow-

ledgesupposedlyunderlyingtheactivitiesofallmembersofthegroup.

InChina,theadherentsofthemanymutuallycontradictoryschools

openlycriticizedanddisqualifiedeachother.Thiscontinuingquarrel

wasaconsequenceofthefailureofanyoneofthesesectstodevelop

amethodologyortheoreticalsystemthatmighthavebeensufficiently

objectiveandsuccessfilltoconvinceamajorityofmedicalscholarsof

itsmerits.Wemaypointouthere,fbrreasonsofcomparison,thatthe

situationintheWestbefbrethemiddleofthel9thcenturywasnot

reallydiffbrentfiFomwhatwehavesaidaboutChina.Onlythendid

evolveaparadigmwhosemethodologywassu伍cientlyconvincingand

whoseinitialsuccessesinactualpracticeweresufficientlypromisingto

uniteamajorityofphysiciansasfbllowers.Itwas,amongotherreasons,

thisconceptualunityofscholarsandpractitionerswhichcontributed

totheemergenceofthemedical@6profbssion''asweknowittoday.

ThesecondobstacleimpedingChinesephysiciansintheireffbrtsto

profbssionalizemaybeseeninageneralattitudeofConfilcianismto-

wardsthefbrmationofanygroupwithspecializedcontroloverdistinct

resources.Confilciandogmatistswereawarethataccumulationofcon-

troloverpotentiallypowerfillresourcesbyspecializedgroupsmight

leadtoshiftsinthepatternofdistributionoftheseresourceswithin

society,withsocialchangebeingtheunavoidableconsequence.Many

decisionsweremadetoPreventthisfi､omhappening，Deliberatemea-

surestodestroyorerodethepowerbasisofgroupswhichhad,indeed,

managedtogathercontrolovercertainresourcesduringtimesofad-

ministrativeweaknesswerearatherconstantthemeofthegovernment.

Officialpolicytowardssalt-merchants,financialexperts,military

leaders，andothersaremanifbstationsoftheseeffbrts.

AmongtheresourceswatchedmostcarefUllywerethoserelatingto

theknowledgeandpracticeofmedicine.Itwasclearlyunderstood

thatcontrolbyaspecializedsocialgroupoverprimarymedicalresour-

ces(i.e.,medicalknowledgeandskills;drugsandmedicaltechnology;

medicalequipmentandfacilities)andsubsequentlycontroloversecon-
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termedchaotic，Therewerevariousmajoranddeeplyantagonistic
paradigmscompetingwitheachother,suchasdemonicmedicine,

pragmaticdrugmedicine,religiousmedicineofbothTaoistand

Buddhistcharacter,and>finally,themedicineofsystematiccorrespon-
dencewhichwasbasedonthetheoriesofyinyangandoftheFive

Phasesandwhichoriginallyknewonlyacupunctureasitsconceptually
integratedtherapeutictechnique.Focussingnowonthislast-mentioned

paradigm,weknowverylittleofitsimportancethroughoutthefirst

millenniumuntilthetimeoftheNorthernSung(960-1129).Onlyvery

fewworksareknownonacupuncture(e.9.theC/ii@z-ic"増ofthe3rd
century)andonetiology(e.9.,the""奴哩_γ"α"-ho"J""ofthe7th

century)which,besidestheclassic""α"9-〃〃"-ch伽g,reliedexclusively

oralmostexclusivelyonthetheoriesofsystematiccorrespondence.In
contrast,theprescriptionliteratureandworkson7"α彫γZα加城c"ofthat

timeweremostlynotatalloronlymarginallyinHuencedbythe
conceptsofyinyangandoftheFivePhases.Thesecondmillennium

sawadiffbrntsituation.Sung-Neo-Confixcianismhadopenedthegates

fbrChinesescholarstoo伍cially@4investigatethingsandadvance

knowledge"(格物致知ルO-zxﾉ〃c"ﾙーc"ん).Thismaximstimulatedadevelop-

mentwhichledalmostimmediatelytoaneverincreasing'pluralityof

contradictingopinionsastohowtoreconcilepracticalexperiences
andpersonalconclusionswiththeancienttheorieslaiddowninthe

H"a噌一〃〃〃-c〃噂.FrominitiallyfburdiffbrntschoolsduringChinand

Ytiantimestheredevelopedcountlessmutuallyopposingsectsuntilthe

endofthel9thcentury.ReadingthroughtheworksofMingand
Ch'ingauthorsonecannothelpbutgetafbelingofanextremelack

oforientationwhichdrovemedicalscholarsandpractitionersofthat

timetotryeverypossibleperspectivetofIndawaytowardsprogress
andimprovementoftheirabilities.WhenmodernWesternmedicine

wasbroughttoChinaitdidnotmeetacoherentsystemofknowledge
andpracticethatcouldhavebeentermed"ChineseMedicine'',buta

heterogeneousarrayofconceptsandhealingtechniquesofwhichall

thoseideasthatoriginatedfiFomthefi､ameworkofsystematiccorresp-
ondencewerebutoneandnotnecessarilythemostimportantaspect.
Thisbringsusbacktoourinitialpoint.Oneofthenecessarypre-
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China.

2.MEDICALETHICSINIMPERIALCHINA

TheexistenceofOccupationalhealershasbeenwelldocumentedin

Chinesehistoricalsourcesfbrmorethantwothousandyears.Ever

sinceSzu-maCh，ien（145-？8OB.C､)compileda"biography''ofthe

legendaryphysicianPienCh'ioofthefifihcenturyB.C.thereisample
evidenceofpersonswhopracticedmedicine-eitherpart-timeorfilll-time-

asanoccupationtoearntheirlivelihood.Yet,throughouttheentire

eraofimperialChina(221B.C.-A.D.1912)therehasneverexisteda

medical(Gprofbssion''，PrerepublicanChinadidnotknowofanygroup
whichwouldhaveachievedthecentralprerequisitenecessarytobe

acknowledgedasa"medicalprofbssion"today,thatis:Glegitimate,

organizedautonomy".(Freidson,1972:71)Tobesure,Chinesephy-

sicians,startingfifomlowsocialstatusofcraftsmen,didtheirbestto

fighttheirwayuptosocialrecognitionandtocontinuouslyexpand
theircontroloverresourcesinmedicine.Butthereweretwomajor

obstaclesimpedingtheseeffiorts.Thefirstmaybeseeninthefact

thatChinesephysiciansdidnothaveaunifiedbodyoftheoretical

knowledgewhichtheymighthavepresentedtothepublicand,

especially,tothepoliticaladministratianasthebasisoftheirdailypra-

ctice・Onemightobjecthereandpointoutthetheoriesofyinyang
andoftheFivePhasesasthetheoreticalfbundationsof@℃hineseMe-

dicine".Howeveroneshouldkeepinmindthatthisso-called:@Chinese

Medicine''(中醤c伽"g-i)isbutaterminologicalfaCadecreatedearlier

thiscentury.Asaresponsetothepowerfi'limpactofmodernWestern

medicineonChina,nationalistsandconservatives-fbrcesopposingco-

mpleteWesternizationofmodernChina-joinedhandswithindiJnous
healersindefbnseofChina'sownmedicaltraditions.Theyspokeof

theyinyangandFivePhasesconcepts,acupuncture,traditionaldrugs,

andothertherapeutictechniquesasifthisconglomerateofideasand

practiceshadbeenacoherentsystemthetheoriesofwhichcouldeasily
beappliedinactualdailyhealthcare・Historicallyseensuchanimage
ofa"ChineseMedicine''wasbynomeansjustified.Theconceptual

statusofmedicineinChinapriortothe20thcenturycanonlybe
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skills,equipment,technologyanddrugsasprimaryresourCes,and
materialaswellasnon-materialrewardsfbrmedicalservicesassecon-

daryresources.Thedistinctionbetween:Gprimary"and@(secondary''
resourcesappearsappropriateinthatthefbrmerareemployedtogain
accesstothelatter.

Medicalprofbssionalizationasconceivedhereonthebasisofour

resourcemodelshouldbeseenasacontinuum.Itsoneend(orbegin)
maybeseeninsocietieswherethecontrolandpossessionofallme-

dicalresourcesavailablestillremainedwiththeJneralpublic，that
is,whereallhealthcarewasprovidedbythefamilyitselfwithno
medicalexpertsbeinginexistence.Theotherendofthecontinuum

ofprofbssionalizationmaybeseenina(sofarhypothetical)society

wherethereisasharpdistinctionbetweenthegeneralpublicas@Glay-
men''ontheonehandandhealthcareexpertsontheotherhand,with
thelatterhavingcompletecontrolovermedicalresourcesavailable

andthefbrmerhavingnoaccesstotheseresourcesatall.Areverse

processleadingtoadecreaseofcontrolovermedicalresourcesbya
groupofhealthcareprovidersiscalled"deprofbssionalization"・In

addition,itshouldbepointedoutthatwithinoneparticularsociety
diffbrentgroupsofhealthcareprovidersmayhavereacheddiHbrent

degreesofprofbssionalization>thatis,diffbrentdegreesofcontrolover
medicalresourcesavailableinthatsociety.

ThefbllowingdiscussionofthehistoryofmedicalethicsinChina

asonedimensionofprofbssionalizationinhealthcarerepresentsan
abstractofmymoreextensivestudyMb〃caj戯"cJ､j"Z"e""/CMZ(ZtO
bepublishedwithUniversityofCalifbrniaPressinBerkeley,Cal.,
earlyinl979.Theconcludingpagesofthispapercontainsomema-

terialfi､omanearlieranalysisofthehistoryofmalpracticelegislation
andjurisdictioninimperialChina.(Unschuldl977)Iamquiteaware

thatsuchabstractscannotprovidefi'lljusticetocomplexprocesses

whichspanalmostfifteencenturies.However,inpreparingthispaper
fbrthe(GThirdlnternationalSymposiumontheComparativeHistory
ofMedicine-EastandWest''oftheTaniguchiFoundationlthought
itmightserveausefillpurposeasabasisfbrdiscussingtheJneral
themeofthesymposiumwithregardtodevelopmentsinimperial
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1.INTRODUCTORYREMARKS

Thefbllowingessayprovidesashortoutlineofonedimensionof

efflortsundertakenbyphysiciansinimperialChinaaimingatanimpro-

vementoftheirsocialstatus.Myargumentswillbebasedonacon-

ceptof"profbssionalization"whichhasprovenhelpfi'ltomeincross-

culturalanalysesofthedynamicsofhealer-patientandhealer-society

relationships．(Unschuldl974,1975,1976,1977,1978)Traditionallythe

term<Gprofbssionalization''hasbeenusedbymedicalsociologiststo

indicateaprocesswhichmarksthechangeofagroupofhealersfiFom

GGnon-profbssional"to&Gprofbssional''status.However,theconCeptof

GGprofbssion"iscloselytiedtoEuropeanandAmericansocialhistoryand

shouldnotbeappliedtosocietiesinothercivilizations.Forananalysis

andcomparisonofgroupdynamicsofhealthcareprovidersindifIb-

rentcultureslhave,therefbre,sugJstedtoredefinetheterm"profbssio-

nalization''andunderstanditas:$aprocessduringwhichthecontrol

ofagivengroupofhealthcareprovidersoverresourcespertainingto
healthcareisincreased''.Theseresourcesaremedicalknowledge,
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巻
総
目
次

二
五
〈

二
〈
九

三
つ
ロ

二
四
六一

薑
第
七
九
回
日
本
医
史
学
会
総
会

｜
・
三
四

６
《
四

二
つ
九

二
一
四

一
二
一
四

二
三
六 貝壹西 一

特
別
講
演

宮
崎
県
の
明
治
に
於
け
る
公
立
病
院
…
．
：
…
：
…
由
代
逸
郎
…
一
言

真
木
和
泉
と
西
郷
南
洲
ｌ
そ
の
医
学
と
の
関
係
Ｉ

・
・
…
…
：
：
…
：
：
…
・
…
・
・
：
．
：
：
…
…
…
…
・
・
：
王
丸
勇
…
一
元

資
料江

戸
今
世
医
家
人
名
録
初
編

虞
列
伊
氏
解
剖
訓
蒙
図
の
洋
印

今
世
医
家
人
名
録
東
・
・
：
。
…
．

静
海
上
府
懐
日
記
（
一
）
：
：
・
・
…

ｌ
と
く
に
全
身
麻
酔
下
の
帝
王
切
開
に
つ
い
て
Ｉ

。
…
…
・
…
…
・
・
…
：
。
：
…
…
：
…
…
：
．
：
：
：
：
：
松
木
明
知

高
山
文
庫
ｌ
高
山
尚
平
旧
蔵
書
に
つ
い
て

…
…
．
：
…
．
．
…
…
…
…
…
…
：
：
．
：
石
黒
達
也
、
西
村
敏
雄

一
一
コ
ラ
ー
ス
・
ト
ゥ
ル
プ
（
Ⅱ
）
…
…
…
…
…
：
。
…
古
川
明

「
瘍
医
新
書
」
の
研
究
（
五
）
…
：
…
…
…
…
・
…
…
大
鳥
蘭
三
郎

記
紀
神
話
と
医
療
（
下
）
…
…
・
…
：
…
：
…
．
：
：
：
。
：
新
村
拓

弓
ぽ
①
弔
彦
冨
旨
冒
昌
旨
冒
号
⑦
『
訂
］
○
冨
口
秒
》
旨
①
島
８
言

因
昏
胃
唾
画
己
旦
夛
自
匙
で
３
９
胃
⑦
Ｆ
の
唱
唾
置
一
さ
ロ

・
・
…
…
．
．
…
・
…
…
…
…
．
．
…
…
・
…
．
弔
い
巳
己
．
ご
己
罵
ゲ
巨
匡

大
滝
紀
雄

大
滝
紀
雄

大
滝
紀
雄

戸
塚
武
比
古

三三三三二二
七 云 ＜ 七 ゼ

ニニニーニニ

））））
｛【（K

三三三三ニニ

ービゼセハ

五一四五

四
つ
〈

壹云三二
ニニービ台酉

三
』＝二
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会
長
講
演

宮
崎
県
の
医
史
学
散
歩
．
：
：
…

一
般
口
演

来
日
宣
教
医
」
ｏ
言
。
、
評
『
暑
の
本
国
本
部
あ
て

書
簡
…
…
…
・
・
…
…
・
…
…
…
…
…
。
：
：
。
…
…
…
長
門
谷
洋
治

駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
附
医
師
シ
ダ
ー
ル
Ｃ
Ｏ
、
①
嘗

国
○
葛
国
盟
＆
昌
畠
ち
ｌ
邑
韻
）
に
つ
い
て
…
蒲
原
宏

Ｅ
・
。
ヘ
ル
ツ
『
内
科
病
論
』
に
つ
い
て
…
…
：
．
．
：
安
井
広

埼
玉
医
学
校
と
大
野
秋
香
に
つ
い
て
…
・
…
…
・
…
西
川
狽
八

日
本
の
近
代
自
然
科
学
教
育
に
お
け
る
生
理
学
者

橋
田
邦
彦
と
生
化
学
者
荒
木
寅
三
郎

…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
・
…
：
…
・
柴
田
幸
雄
、
野
田
啓
子
、

津
田
弘
子
、
宇
賀
田
承
や
子

高
木
喜
寛
伝
・
・
…
…
：
：
：
…
…
：
：
…
・
…
：
：
：
：
：
古
川
明

日
本
医
学
放
射
線
技
術
史
に
お
け
る
宮
崎
：
．
：
…
今
市
正
義

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
夏
、
宮
崎
県
延
岡
市

に
お
け
る
赤
痢
大
流
行
に
つ
い
て
：
・
・
…
：
…
…
田
中
助
一

カ
ド
ガ
ン
の
「
育
児
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
」
に

つ
い
て
：
…
…
：
…
・
…
…
：
。
…
・
…
…
…
…
…
…
深
瀬
泰
旦

〃
ニ
ュ
ウ
マ
テ
ィ
ク
・
メ
デ
ィ
シ
ン
″
（
一
八

世
紀
）
、
そ
の
背
景
と
影
響
：
…
：
：
…
…
．
：
．
：
栗
本
宗
治

『
外
科
起
廃
』
と
『
外
科
起
廃
図
譜
』
…
：
…
・
・
・
・
宗
田
一

…
内
田
醇
…
一
三西西三

三三一ノー、

一
三
四

一
三
《

一
三
七

三
二

一
四
〈

一
四
九

一
四
六

一
四
四

岡
山
藩
に
お
け
る
農
家
子
弟
と
医
業
…
…
…
…
．
：
石
原

抗
夫
の
互
助
組
織
と
し
て
の
友
子
同
盟
…
：
．
…
…
三
浦

眼
科
御
目
見
得
医
師
大
森
寿
安
の
御
用
留
に

つ
い
て
。
：
…
…
…
・
・
…
・
・
…
…
…
・
…
…
・
・
・
…
…
、
玉
手

北
賀
川
家
文
書
に
つ
い
て
。
…
…
・
…
…
．
：
：
…
・
…
・
杉
立

佐
を
木
中
沢
と
刺
絡
…
・
…
…
：
…
…
…
…
…
：
。
…
山
形

華
岡
青
洋
の
門
人
「
中
村
順
助
」
に
つ
い
て
．
．
：
：
末
中

御
薗
意
斎
の
系
譜
・
…
：
…
・
・
：
…
…
…
：
．
：
。
…
…
・
高
島

田
村
藍
水
伝
記
資
料
に
つ
い
て
１
万
年
帳
を

中
心
と
し
て
！
：
…
：
．
…
…
…
：
：
…
…
…
・
…
・
大
森

い
わ
ゆ
る
「
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
」
の

脚
註
に
つ
い
て
白
：
：
…
：
…
…
・
・
・
・
…
…
…
…
・
酒
井

江
戸
期
日
本
に
お
け
る
ミ
ュ
ン
チ
ン
グ
の
書
：
…
矢
部

ア
ン
ブ
ロ
ア
ス
・
・
く
し
の
外
科
が
日
本
へ
渡
っ
て

き
た
道
ｌ
特
に
語
学
上
の
問
題
に
つ
い
て
！
：
大
村

日
本
心
身
障
害
医
学
前
史
（
一
）
ｌ
古
代
編
！
…
：
篠
田

石
田
憲
吾
遺
稿
に
よ
る
「
芸
備
医
志
」
補
遺
：
…
江
川

芭
蕉
の
鹿
島
紀
行
自
準
亭
に
つ
い
て
…
・
…
…
：
…
山
中

鹿
児
島
市
に
お
け
る
医
学
関
係
の
史
跡
に

つ
い
て
…
…
…
：
…
：
：
…
：
…
…
．
．
：
…
…
…
：
．
森

揚
枝
に
つ
い
て
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
・
・
：
本
間

達
生
図
説
に
承
る
産
科
看
護
…
：
。
：
…
…
：
：
…
…
山
根

医
の
本
質
と
医
の
倫
理
…
・
…
…
・
・
：
．
．
…
…
…
：
：
三
木

雑
阿
含
に
み
る
小
乗
仏
教
の
疾
病
観
…
…
…
…
：
関
根

英
典

義
一

敞
一

哲
夫

文
一

敏
郎

達
明

義
雄

太
木 力

…
一
三

豊
彦
…
一
言

正信邦重
雄栄子則孝 郎恒 実

_皇
突

フ＜六六三五

四ニーナ山一皆

一
七
二

一
壱
四

一
七
七

一
七
〈

毛宍
一七

ゼービ七七七
九へ壱六五
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書
評米

田
正
治
著
「
続
島
根
県
医
家
列
伝
」
・
…
：
：
…
・
中
尾
鉱
。
：
天
一

角
田
房
子
著
「
碧
素
・
日
本
。
ヘ
ニ
シ
リ
ン
物
語
」
…
深
瀬
泰
旦
…
三
壱

素
問
の
医
師
た
ち
…
・
・
・
…
…
…
…
・
…
・
・
…
…
…
…
家
本
誠
一
：

唐
代
の
資
料
に
見
ら
れ
る
医
療
技
術
者
の
社
会
的

地
位
Ｉ
制
度
的
観
点
よ
り
１
．
．
：
…
…
…
・
…
・
…
山
本
徳
子
：

天
平
九
年
の
典
薬
寮
の
勘
文
に
つ
い
て
…
…
；
・
・
：
三
井
駿
一
：

生
薬
学
者
内
海
蘭
渓
：
。
…
…
…
…
…
…
…
…
：
。
…
奥
村
武
．

近
世
史
料
に
承
る
「
狂
気
」
ｌ
守
山
領
の
場
合
ｌ

（
そ
の
一
）
…
…
…
…
：
。
：
…
…
。
：
．
…
…
：
。
…
昼
田
源
四
郎
．
．

『
本
草
品
彙
精
要
』
の
一
未
発
表
本
に
つ
い
て
…
大
塚
恭
男
；

本
邦
最
初
の
全
身
麻
酔
下
帝
王
切
開
術
に
つ
い
て

：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
・
・
…
…
：
…
松
木
明
知
：

本
土
に
最
初
に
麻
酔
を
伝
え
た
島
津
藩
医

伊
佐
敷
道
與
に
つ
い
て
．
：
…
…
…
…
：
…
…
：
：
松
木
明
知
：

明
治
三
五
年
歩
兵
第
五
連
隊
凍
傷
患
者
の
治
療
に

つ
い
て
．
．
…
…
…
…
…
・
・
・
…
…
…
…
・
…
。
：
…
…
松
木
明
知
：

元
禄
二
年
に
行
な
わ
れ
た
幕
府
の
医
官
の
大
更
迭

・
・
・
．
．
…
…
…
…
…
・
…
…
．
：
…
・
…
・
・
…
…
：
．
：
・
酒
井
シ
ヅ
：

一
九
〈

一
山
、

｜
ナ
〆

一
九
七

こ
し
く

一
プ
プ

▲
．
Ｊ
凸

一
六
一

一
九
四

一
〈
四

一
〈
壱

一
九
つ

一
〈
二

言ト 雑
報日

本
学
術
会
議
第
七
五
回
総
会
報
告

水
原
秋
桜
子
の
「
産
論
」
句
碑
建
立

沼
野
玄
昌
没
後
百
年
弔
魂
碑
建
立
：
．

例
会
記
事

河
本
文
庫
Ｉ
旧
ヒ
ル
シ
ュ
ゞ
ヘ
ル
グ
文
庫
Ｉ
に

つ
い
て
．
．
…
…
・
…
…
・
・
・
…
…
・
・
…
・
…
…
・
・
“

山
陰
医
史
学
研
究
会
…
：
：
…
：
…
：
…
…
…
．

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
春
季
大
会
：
…
…
．

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
秋
季
大
会
…
…
…

研
究
余
滴

大
槻
玄
沢
の
『
六
物
新
志
』
の
題
言

螺 報
孝 行
一正

●
●

酒
井
シ
ヅ

酒
井
シ
ヅ
・
・
．
一
言

一
一
七
、
二
七
五
、
ニ
セ
《

宕云
八四

云云壱
一一一〆山

老君君君
フ黄ナしノー、 ＝
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改
訂
袖
珍
薬
説
桑
田
衡
平
訳
明
８
序

窪
羅
迩
需
朧
豚
篝
鮮
嬬
述
一
二
冊

難
原
生
要
論
罐
睡
欝
謹
鐸
灘
震
訳
明
・

医
範
新
説
讓
誠
嘩
識
ハ
号
東
京
桜
南
社
明
、
合
一
冊

独
・
シ
ュ
ル
チ
ェ
著

朱
氏
産
婆
学
山
崎
元
脩
・
小
林
正
直
訳
九
冊

明
、
。
、

増
訂
医
語
類
聚
英
和
奥
山
虎
章
編
明
ｕ

準
琿
常
用
方
鑑
誕
諏
鐸
潅
感
嚇
明
哩

婦
人
病
論
山
崎
元
脩
著
明
哩

函
霊
中
毒
篇
三
潴
謙
三
蟇
明
哩

有
機
化
学
前
後
編
謡
嘩
識
権
著
下
皿
蛎
一
郎
合
一
冊

薬
物
学
錘
嵯
華
儀
伊
罐
醗
州
佐
明
過

擁
郵
解
剖
図
譜
山
崎
元
脩
編
明
過
１
面
改
装

生
理
学
永
松
東
海
纂
明
皿
改
装

無
機
化
学
前
後
篇
丹
波
敬
三
著
明
皿
改
装
合
一
冊

病
名
類
別
集
木
戸
麟
編
明
喝

彪
氏
外
科
通
論
足
立
寛
訳
五
巻
合
本
明
巧

診
法
要
訣
長
谷
川
泰
訳
補
明
Ⅳ
二
冊

｜
噺
収
医
薬
学
書
小
目 ’
（
明
治
刊
行
洋
装
本
特
輯
）

一
口
、
□
つ
つ

三
〈
、
つ
っ
つ

く
、
つ
つ
つ

一
二
、
つ
つ
つ

一
一
五
、
ロ
ロ
つ

二
つ
、
ロ
つ
ロ

一
五
、
つ
っ
つ

く
、
つ
つ
ロ

〈
、
ロ
ロ
つ

一
五
、
つ
つ
ロ

二二一一一一一ニニ

ー ノーミノーミノヘニニロ
、、、、、、

‐‐‐‐‐‐
‐‐‐‐‐‐
‐つ‐‐‐‐

一
〈
、
つ
ロ
ロ

趣
錘
詳
約
薬
物
学
職
蓉
華
籠
幽
訳
蹄
皿
二
冊
一
つ
、
９
つ

通
俗
民
間
療
法
松
本
順
口
述
明
型
六
、
五
ｓ

需
溌
鍵
規
則
約
解
井
上
弦
吉
解
明
霊
三
己
呂

医
事
集
談
細
細
睦
祁
轄
損
融
澤
り
三
、
ロ
ｇ

眼
科
類
症
診
断
本
木
葎
纂
第
二
版
明
記
垂
ご
Ｓ

人
名
医
語
字
典
三
宅
秀
著
明
”
三
占
呂

医
筬
叢
語
鋤
率
騨
嘩
蔀
他
明
幻

三
、
つ
ロ
ロ

伝
染
病
療
法
大
全
上
巻
宮
本
叔
訳
明
詑
酉
豈
Ｓ

牛
乳
飲
用
の
栞
角
倉
邦
彦
著
愛
光
舎
刊
明
誕
五
占
皀

医
学
大
辞
書
同
文
舘
編
明
調
ｌ
虹
七
冊
天
づ
呂

富
山
県
奇
病
論
緒
方
正
清
著
明
蛆
三
己
呂

明
治
前

増
訂
複
刻
版
尹
群
誇
唾
輩
編
昭
認
五
冊
五
〈
、
９
つ

日
本
医
学
史

明
治
前日

木
鐸
恥
認
癖
轆
版
弐
群
辨
峰
審
編
昭
弱
二
冊
一
〈
、
ロ
呂

井
上
書
店
医
書
・
本
草
書
特
輯
目
録
附
洋
学
第
十
二
号

漢
方
、
洋
方
、
医
史
、
本
草
、
草
木
、
獣
虫
魚
、
農
業
、
洋
学
関
係
和
本

約
六
百
点
、
洋
装
本
約
四
百
点
収
載
五
十
四
年
二
月
発
行
予
定

医
学
・
科
学
・
技
術
・
西
洋
古
典
・
第
三
回
展
観
販
売

五
十
四
年
三
月
開
催
、
目
録
発
行
致
し
ま
す
。

東
京
都
文
京
区
本
郷
六
丁
目
一
審
八
号
井
上
書
店

電
話
東
京
（
○
三
）
八
二
’
四
三
五
四
（
代
表
）

振
替
東
京
八
’
五
二
四
一
九
番
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'黙

…

諦
此
拓
口
油

織繍

鍵

鍔 冒騏
4日輯，

鷺
篭

コレソルビンは､動脈硬化との関連が強く、頻度も高い高脂質血症のⅡ型、Ⅲ型、Ⅳ型
に対して強力な血清コレステロール、血清トリグリセライド低下作用を示します。
また原体は結晶性の粉末、無味・無臭服用しやすいカプセルと細粒です。
I適応症1次の諸症に伴う高脂血症の改善動脈硬化症,騒動脈硬ｲ虚,冠動脈硬化症、経口血糖降下剤と併用する唱合には，血轄値を測定し,慎重に投与すること.（5妊碍，
高血圧症.麓尿病【用法･用■】ｶプｾﾙ剤:通常1日3~6ｶブｾﾙ(ｼﾝﾌｨブ授甲鴎に対する注意霞似化合物(ｸﾛﾌｨプﾗー卜)の投与により胎児ならびに母乳
ラート0.ﾌ5~1.59）を3回に分けて食後投与する.なお,年齢・症状により適宜増減す中への移行が報告されているので,妊婦または妊娠している可#雛のある婦人，授乳中
る.細粒剤：通常1日1.5~3.09(ｼﾝﾌｨブﾗーﾄ0.75～1.59）を3回に分けて食後投の婦人に対する投与は避けること.(6)その他類似化合物(ｸﾛﾌｨﾌﾗー卜)をﾗｯﾄ
濯鳥,熱愛露駕煙鍵蕊_睡竺雫L吐破92注寧顔似及涙ｳ辻長鼠毒開翫d鐡魂馬撚罰醒乱鶴に臘醗
化合物(ｸﾛﾌｨブﾗー卜)の長期人量投与による動物実験で,イ鯉瘍性が脚められたと股賜の発生が有憲に増加したとの報告がある.〔注意〕細粒剤は特殊被膜を施してある
の報告があるので.食事療法又は他の療法では効果不十分な場合にのみ適用を考慮するため.謂鄙時強く混和すると,被膜力砿れる恐れがある,従って調印陦強<混和しない
こと.(情報内容に乱､てはその他の項を参照）(2吹の患者には慎重に投与すること肝こと．〔貯法]1)室温保存2)湿気をさけて貯えること(細粒剤のみ)．
･腎障害およびその既往歴のある患者(3副作用1)血液類似化合物（ｸﾛﾌｨプﾗ
-卜）の投与によりときに白血球数の変動および白血球域少症が認められ，またまれに
緊霜粒球症があらわれることが報告されている.2)肝屋ときに肝棲能検査値の上昇(血
渦ﾄﾗﾝｽｱﾐﾅー セ値,ジ瞳デヒドロゲナーゼ値の上昇等)が阻められることがある．
また'類似化合物(ｸﾛﾌｨﾌﾗー 卜)の投与によﾄﾉまれに黄疸，またときに肝肥大があ
らわれることが#皓されている.3)筋肉類似化合物(ｸﾛﾌｨﾌﾗー ﾄ)の投与により
ときに血潰クレアチンホスﾎｷﾅー セ値の上昇また筋肉痛があらわれるとの報告があ
るので，このような症状があらわれた現合には減■又は休薬を行うこと.4)中枢神経系
まれにめまいがあらわれることがある.5)皮膚ときに発疹等の症状があらわれること
がある,6)胃腸ときに悪心食欲不振，腹部膨満感.下痢等の症状があらわれること
がある.7)その他類似化合物(ｸﾛﾌｨプﾗー 卜)の投与によりときに不整娠性欲
減退，胆石がまたまれに脱毛が報告されている.（4相互作用1)経口抗凝血剤の作用の
増強があらわれるので.併用する喝合には，ブﾛﾄﾛﾝピﾝ時間を測定して，抗凝血剤
の貝を調節し，慎重に投与すること.2)経口血糖降下剤の作用の増強があらわれるので,

コレソDL上司編ｾル
<シンフィブラー卜〉
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⑬嘉駕驫擬難
804-B9



NIHONISHIGAKUZASSHI

Vol.24．No.4

Journalofthe

JapanSocietyofMedicalHistory

CONTENTS

0ct、1978
一

Arddes

TheCommonPeopleandtheGGKoku-ishi''

(provincedoctor)……….……….…….SachiwoKUME…(289)
On$CAnEssayuponNersing''writtenbyWCadogan

…….………………….….….….……….Yag''akiFUKASE…(300)

ACaesareanSectionUnderGeneralAnesthesiaduring

theFirstYearsoftheMeijiEra…AkitomoMATSUKI…(312)

TheTakayamaLibrary･…･…･…...…TatsuyalSHIGUROand
ToshioNISHIMURA…(324)

NicolaasTulp….……….…･….………..…AkiraFURUKAWA…(337)

ASmdyoftheYaishinsho(5)。……･…….RanzaburoOTORI･･･(347)
TheMythsofKQjikiandNihon-shokiand

medicine(part2)･………“….……､.TakuSHINMURA..･(352)

ThePhysianinlmperialChina,MedicalEthicsandMalpractice

Legislation.……….……“………｡.Pau]V.UNSCHUID…(407)

Materials･･･……･……｡.……･…………･…･……･………･……･･…．｡…(376)

Miscell"wneous･…………………･……･……･……………………･……･(377)

TheJapanSocietyofMediCalHistory

DepartmentofMedicalHistory

JuntendoUniver3ity,SchoolofMGjicme

Hongo2-1-1,Bunkyo-Ku,Tokyo




